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ああ（鳴呼）慮 iiii’i／iiiiiiii あ｛足）
i
万
3
1
あ（豪）ヵ ．源／

あいぎや）（愛敬）ヵ
liiliili／46iiiiiii‘　　　　　l　　　　　l　　　　　l　　　　　l　　　　　　　l　　　　　’　　　　　l　　　　　l　　　　　I　　　　　　　　　　l　　　　I　　　　　　　　　　　　l

あ〔吾） i万／亨 あ（彼） 瞬3
あいざやうつく（愛敬村）ロコ ii／ii／i幽7iiiiiii あい　（愛）　〔ん后〕カ 1大1 あいげう（愛楽）ヵ ’i徒／

あいす　（兜）サ麦コ 8i3i’iiiiiiiiiii あいし」・　（愛執）　ヵ i元原’ あいだラなし　形 i源3
あいな　し　（愛熱）　看多 £　ii／i借！〃i貧8iiiiii あいたどこう　（朝所）

i
枕
1
び あいだる　　千ニコ i源2

あいなだのみ iii／ii3iiiiiiii あいぢやく　（愛i着）ヵ i徒’ あいなさ（斐焦） i徒／

あう（奥）ヵ i　i　i　i2i！Oi　2i　li　i　i　i　i　i あいなだのめ
i
源
’
1 あラむ（鵜鵡ノヵ

i
枕
’
1

あえカ、　静働 iiii3i！2iiiiUi あうら（足ト） i万2 あLもの（肖物） i源5
あo・（垢） iiiii　i／iiiiiii あが　関伽）ヵ

i
源
？
1 あががね（鋼）

滅
／
1

あが（吾）追停
／iiiii／6i2亨iiiii／i81　°　°　‘　‘　　°　°　°　°　°　1　°　i

あがぎ（赤木） i源’ あカ・ぎぬ†がた　（赤衣苧）i諌1

あカ・いろ（赤色） ii2ii6i窮6i／iiiiii あがく（足措）・
i
万
1
1

あがげさ　（赤袈絃）　コ 泌∫

あがき（足掻） 4iiiiiiiiiiiiび あカ’ご字（赤駒） i万〃 あカ・ざ（藁） ’i徒／

あカ・ぎぬ（赤衣）
1　：　l　l　l　l31　1　：　：　：　：　1／l　　　　　l　　　　　l　　　　　‘　　　　　1　　　　　　　‘　　　　　’　　　　　‘　　　　　1　　　　　’　　　　　‘　　　　　l　　　　　l

あがし　（柾）
i
犬
1
‘

あカ、し　ラ　（●月得）　千　二 i万’

あ0、くうば〔赤朽葉） 一　iii！ii／日　iiii’　’　”　　1　　’　’　”　　1　‘　’　‘ あヵ、し　おほ　と　（明ヌら犬F『）　i万 ’あカ、　し　ηfナニ　　（’月石膓胃） li万’

あカ・ぐ（胡・赤）
：　l　l　l　l　　l！l　l　l　l　l　l21　　　　　1　　　　　1　　　　　■　　　　　■　　　　　　　l　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　，　　　　　‘　　　　　‘

あカ、し　がf＞し　（明難）　吻 i源2 あヵ、し　く　ら　しわ」ミ（明碁4己）エニi湯1　’

あカ・し（文5）
iiili／i3i／i3iiiiii↓　　　　　I　　　　　I　　　　　．　　　　　．　　　　　　　．　　　　　I　　　　　I　　　　　■　　　　　1　　　　　■　　　　　‘　　　　　‘

あかしぶみ（明叉） i源∫ あがたありさ　（県歩） i蛸8

あがし（明石） iiliii48iiiii／ii／i あカ・ちあっ　（分当）千二 i大／ あかちつがはす（分虚）四i万ノ
あがし　（●月　・赤）　膏多

2i／i〃i！513i　3ぷ3戊　8i　2i　2i／i／i　i2．　　　　　1　　　　　・　　　　　l　　　　　l　　　　　　　l　　　　　■　　　　　1　　　　　1　　　　　■　　　　　I　　　　　l　　　　　I

あがつさ　（関伽杯）コ
i
源
1
， あがつさお3　（暁起）

i
伎
／
1

あカ、し　ψ、θ口　（百月オ」堪）　下　ち

iiiii4iiiiiiii’ あがつきつさよ　｛暁月夜）i源　／ あθ・とき（暁） i万／8

あ　O、　し　く　ら　サ「　（ロ月碁）　声 2iiii／i2／ii3iiiii／i あヵ、と　さ　づさ　　（噸巳月） i万／ あがとさプくよ（暁月夜）i万’

あカ、し　13つ　　（明果）　　f　二 iiiii3i／iiiiiii あがときつゆ（暁露） i万4 あがときやみ（暁闇） i万2

あかす（明）●
／i　i4iθi／i　3び2i　7i　2i　i2i　2i　2i　6「　　　　　．　　　　　1　　　　　‘　　　　　I　　　　　　　I　　　　　■　　　　　■　　　　　‘　　　　　■　　　　　■　　　　　■　　　　　1

あカ、ねさ　し　　（茜孝り）　才必
i
万
2
‘ あかはな（赤花）

i
源
’
1

あがた（県）
1：lll　l／1’1ノ：／：：／ll’　　　　‘　　　　‘　　　　‘　　　　l　　　　　　l　　　　l　　　　l　　　　l　　　　l　　　　l　　　　l　　　　l

わ㊨・ひも（赤細） i柁3 あ㊨くふ（婚）間 i万2

〔注〕表につけた記号のうちカは漢語、コは混種語、その他は、和語。
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あがだなf闘伽期）コ ノi’iiiiiiii｝iii あがばし（明星） i万’ あがみ壱了ゆく‘赤行） ρi源ノ

あ㊨・つ（分）’ iiiii　ii’iiiiii’ あがみやま　（専可t山）
i
万
1
‘ あカ、むらさ・き　（赤紫） ■瞬1

あかつき（暁）
2i　2i　2i／3i　7i　5♂25i　5i　6i　3i　3i　i　i■　　　　‘　　　　l　　　　l　　　　，　　　　　　■　　　　l　　　　l　　　　l　　　　■　　　　1　　　　1　　　　1

あヵ《めカ、し　つく　　（崇（停） 、ρ鯨3 あカ、らカ、（赤）形働 i線1

あがつさがた（膨方） ／i　i　i碧　／i！Oi　2i　4i　3i　i　i／i　i あがらがしは（赤柏） i万1 あがらレ　砺シク ‘滝／

あがつさプくよ　（吃月夜）
iiiii／iiiiliiiil　　　　．　　　　■　　　　■　　　　1　　　　　　．　　　　1　　　　’　　　　l　　　　l　　　　l　　　　■　　　　■

あヵ、らたちばな　　（赤寿畠） i万1 あφ、らひ　く　　（朱3D　　書L i万4

あo・ねさ寸　（6刺）祝 iiiiili∫iiiiiii〃 あからをぷ匁（赤羅小船）i万’ あがうさうじ（明障子） 。i徒’
あがむ（赤）四

ii’i’ii／4i7　iiiiii．　　　　．　　　　■　　　　1　　　　‘　　　　　　．　　　　■　　　　l　　　　l　　　　．　　　　■　　　　●　　　　8

あがうさが，　（上下） i従／ あがハさわぐ（上騒）ロ 泌’

あがむ（赤）千二 iiliii／iiiiiiii あがりゐる　（上居）上＿
i
大
3
． あがれあかれ（別別） i大2

あがむ（崇）千二 i　i2i　i　i　／i　ili　i　i　i　i　i あかれち　る　　（男」散）　u9 i殊1 あがれゆく　（別行）・ i源1

あが診（赤裳） ∴　iii／い　口　iい　i／／ あき　（阿騎）　〔弛杉コ ；万2 あ、きあふ（開合）間
漉
2
1

あ0、らさ　ま　（臼肥）　静鈴
3i’i　3i／i　4i／8i　5　　i　i　i　i　i　i・　　　　l　　　　l　　　　■　　　　1　　　　　　．　　　　1　　　　■　　　　l　　　　l　　　　l　　　　l　　　　■

あきがしは（紋柏） i万1 あきがた（飽力）静勧 i伊2
あカ・らめ（僧視） ’ii’iii　iiiiiiii あきがたし　（明麺）ち i魂∫ あさカ・ね（章素）

i
徒
1
，

あかり（明・赤） iiiii2iiiiけiiけ’　L　l　l　‘　　‘　‘　’　l　l　　　’　｝ あさが1エウ（商女） i万’ あさくさ（秋草） i万2
あがる　（明・赤）慣 iiiii　iliiiiiii’ あささ（秋抄）

i
万
’
‘ あきさうごろも　（秋去衣）防ノ

あカ・る　（別）千二 iii’ii6ii’i川iii あさじこり i万’ あさた（秋田）　〔人名コ ．i竹2

あがる　（上）声 　　　　　　　　　　　．2i　igi∫ili　ヲi4i／i　i　i　i　i2i4 あさたし（飽戊吻　　　　　　　　　A 已 あさただ（顕忠） 汰2
あがれ（別） iiiii2iiii／iiii あさたる（飽足）・ i万〃 あきプ（紋ラ寧）　（姥危〕 i万6

あξ　（杖） ノ2i3i4i’8i3i’3〃i18i’5i刷〃⑭6iψ あきつがみ（明埠神） i万∫ あ、ぎつく　（孝丈イ寸）　1四 i万9
あさがぜ（秋房し） ㍑i2自5i／ば2ξi／7；2日 あさづしま（蜻島） Ii万5 あきつの（秋津野） i万6

めさぎハ（紋毎） iiiig iliii8ii7iii あさイは（蜻蛉羽） i万2 あさプひK（嫡蛉額中） i方’

あぎごろ（紋頃） i　i　i2i　i　2i　i　i　i　i　i　i　i あさづへ（紋埠並） ‘i万1 あざとふ　四 i蜻’

あきた（紋田） …iiii……i……／…口 あき　と13る　（用通）　噌9 i源’ あさな　　〔屯亀〕 i万∫

あさつがた（紋方）
i　i　i　i　i　／i　i2i　i　i　i　i　il　　　　．　　　　■　　　　■　　　　．　　　　　　．　　　　■　　　　‘　　　　‘　　　　‘　　　　■　　　　1　　　　‘

あさなひ（商）

i
¶
ヤ
1
． あきの（秋野） ．i万4

あさのぶ（明順・顕信） i　i2i　i　i　i2i　i　i　i　i　i　i あさ1まさψす寸さ　（秋荻蒋）i万2 あさみつ　（飽満）上二 i工／

めさ1字ぎ（紋萩） ｛i㍑iiu〃｛i9｛日π あさらめはっ　（明果）千二≒原∫．

あきれ手どふ（呆惑）・
漉
1
1

あきはつ（飽某）千二 iii！ii2iiiiiiii あく（悪）ヵ i徒3 あ　く　ヵVら　し　1よっ　（憧ハ艮）・Fチ：蜻　’

〔注〕
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あきびと（商人） 1iii’ii2iiiiiiii あくがらす　（憧）　曽 濠2 あくがれあ9〈　（憧歩） ロi源2
あきまさ（明硬） ii3ii！i　iiiiiiii 　　　　　　　　　　、あくがれがたし　（憧難） 静瞬1 あくがれたっ　（憧立）四 、嫌1

あさもと（顕基） ／ii2iiiiiiiiiii わくがれはつ　（憧果）千二i源3 あくがれ8：どふ　　（憧惑） 宙i源2
あさやま（秋山） i　i　i　i　i　　i　i　i2i　i　i　i i／7あくき　（落鬼）　ヵ ．i従／ あくぎやう　（悪行）　ヵ ，i徒1

あき　らカ、　（∀月）　打多重ヵ
3ii／iii！5i／iiiiiii■　　　　I　　　　I　　　　I　　　　■　　　　　　‘　　　　1　　　　．　　　　‘　　　　I　　　　I　　　　’　　　　　　　　　　　‘

あ　く　し　ん　　（惑ネφ）　　ヵ i徒1 あくレん　（悪’“）ヵ i人3

あきらけし　（明）形 ii／iii／iiiiiii i3あくたがは　（芥珂）
i
げ
l
I
あくにち　（悪冒）ヵ i徒1

あさらむ　（明）下二
／iiiii／8iiiiiiiI　　　　I　　　　‘　　　　1　　　　‘　　　　　　‘　　　　I　　　　I　　　　l　　　　．　　　　‘　　　　I　　　　l

i3あくにん　（兎人）　ヵ i徒2 あくわん　（悪念）　ヵ i徒／

あさる保）千二 i　i2i　i／i261／i　2i　i　i　i　i　i あくめ（悪馬）ヵ
i
大
／
1 あくら　（飽浦） i万2

あく（飽）ρ①
2i／i　3i　8i／i／7／i　8i　2i／6i　3i28i　5i／i£2あげ　　〔」ヒ）■　　　　‘　　　　‘　　　　1　　　　■　　　　　　■　　　　・　　　　■　　　　‘　　　　■　　　　・　　　　I　　　　I

i万1 あけおく　（開置）　声 i方／

あく（開・明）四 ／ii5i3ii30i7i6iiiii5i あげおと9（上劣）
i
源
1
1
あ1ナ〈　（明来）　ヵ曳

i
万
9
1

あく（閑・明）千二＠
4iligi7i5i綬i3タi44i23i3i／7i〃i／iタ9あ1ナごろも　（緋抱）1　　　　．　　　　’　　　　■　　　　L　　　　　　「　　　　・　　　　，　　　　・　　　　1　　　　．　　　　．　　　　．

i役1 あけさく　（聞放）　千二 i万1

あぐ（上）千二 i2i　8i／i　8i　25i／5i10i　i3i　2i／i　2i　5 あ｜ナさ　る　　（明去）　四 i万2 あげさわぐ（蘭騒）ロ
i
源
／
1

あく　カVる　　（’憧）　千　二
i　i　i　i　i2≦…i　2i／i　i　i／i　i　il　　I　　’　　I　　I　　I　　I　　I　　l　　l　　｛　　i

あ1ずす　う　（上据）　下　二 i竹／ あけそむ　（閲初）　予二 i大／

あくじ（悪」ト）ヵ ！……2………………………〔 わ1デちらす　（上散）　四
i
枕
／
． あ｜ナ’1よっ　（」L果）千二 i源1

あくた（芥） iiiiiiiiii／i］1 あヴばハ（楊張） i枕∫ あけひろぐ　（胡広）　千二 ．i枕／

あくび（欠伸） i　i　i　i　i．1i　2i　i　i　i　i　i　i あ1ナまく　（開殻）　千二 i万／ あウみる　（胡る）　エー i万／

あぐら（胡床） iiiii／i／iiiiii／i”　　曽　”　　　1　’　’　”　　‘　i　； 　　　　　　　　　　1あ1ナも　τ　い　く　　（闇そヨつ　　wヲ i枕1 あけやる　（朋」萱）　四 　　誹2
あくりやう　（悪霊）ヵ i　i2i　i　i　／i　i　i　i　i　i　i　i あけわたす（明戎）四 i大1 あご（網子） i万1

あ1ず（朱） ∫i　i　i　i　i　　｝　i　i　i　i　i　i　i2 あご（阿胡）　〔杷る〕 Ii万7 あこぎみ（冑古名） li穴’

あげあ1多す　（閉合）　千二 iii／ii！iii…　iii あごね惰胡根） i万2 あこのすがた　（祐字） i源／

あけがた（明方）
i　i　i　／i　i　gi　i　i／i　i　i　i　il　　　　l　　　　‘　　　　亭　　　　●　　　　　　■　　　　I　　　　I　　　　↓　　　　I　　　　I　　　　I　　　　I

あごゐん　（」亭居院）　ヵ li従1 あざ（？） li万／

あけ　く　らす　　（日月幕）　虜
llll：3：：1／：：lll．　　　　1　　　　．　　　　■　　　　■　　　　　　■　　　　．　　　　，　　　　．　　　　■　　　　I　　　　I　　　　↓

あさうつ i更／ あさかがた　（朝香潟） i万’

8）｜ナ　〈る（明碁）　千　二
iiiii5ii3iiiiii‘　　　　1　　　　■　　　　●　　　　‘　　　　　　’　　　　．　　　　．　　　　、　　　　．　　　　I　　　　I　　　　I

あさがレは（朝才旬
i
万
’
‘ あさがすみ（朝霞）

i
万
タ
1

あけくれ（明幕） 2i　i2i／i／i　78i　3iタi　i　i　i　i！i あさカ・ぜ（朝風） i万2 あさかは（朝」・D i万3

あけぐれ（明闇）
i　i　i　i　i／2i／i　i　i　i　i　i　i1　　　　、　　　　、　　　　1　　　　’　　　　　　1　　　　1　　　　1　　　　1　　　　1　　　　■　　　　、　　　　、

　　　　　　　　　　’あさがほ　（朝顔）　〔定名〕i枕∫ あさがみ（朝髪）
i
万
1
、

あけすぐ　（明遇」）　エニ iiiii’i者　iiiiii あぐがらす（寡月鳥） i万1 あさかり（朝猟） i万6

〔注〕①「あく≠で」εふくむ・②自他と合株「めくる（ロ・昇・・う」とふくむ・
3
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あ1ナたっ　　（●月立）　ロタ
i　i　i／i3i　2i∫i　i　i　i／i　i　i／l　　　　I　　　　‘　　　　1　　　　‘　　　　　．　　　　l　　　　I　　　　l　　　　‘　　　　l　　　　l　　　　l

あさ　き　ナニ　（穎月’ヒ）　　　　　　　　　i土　　ノ あさぎぬ（序表）　　　　i万2

あけはつ　（明果）下二 i　i　i　i／i／6i　2i／i　i　i　i　i　i 　　　　　　　　　　，あさぎよめ（朝靖）　　　i人／ 　　　　　　　　　　1あさぎりこもハ　（朝霧慎）i万4

あ寸1よなる　（明放）　下二
2i　i　i　i　i2i／i／i　i　i　i／i　i‘　　　　．　　　　．　　　　．　　　　1　　　　　1　　　　1　　　　1　　　　1　　　　‘　　　　．　　　　」　　　　1

あさぐも　（朝雲）　　　　i万’ あさくら　（朝舎）　　　　　i更’

あけぼの（曙） liiiii／4i’i／iiiiii 　　　　　　　　　　‘あさくらやま（朝倉山）　i枕／ 　　　　　　　　　　‘あさげ（残）　舟動　　　　　i源∫

あげまさ　（椛角）
iiiii3i∫iiiiiii‘　　　　■　　　　■　　　　1　　　　1　　　　　　1　　　　1　　　　1　　　　1　　　　．　　　　I　　　　I　　　　I

あぎ1ナリ　（廟）　　　　　　i徒3 あさこ　う　（朝請）　コ　　　　i枕1

あけもてゆく　（明行）声 iiiiii／iiiii／一 あさこぎ（朝増）　　　　　i万　’ 　　　　　　　　　　’あさごち　（朝東風）　　　　i万2

あけゆく　（明行）●
／iii’ii20iilii／i／i／ii3■　　　　■　　　　■　　　　■　　　　‘　　　　　　■　　　　．　　　　．　　　　．　　　　■　　　　．　　　　，　　　　‘

あさごろも　（魚L衣）　　　　　i万3 あさご　（残）　　　　　　　　iま原2

あげわた．す　（上戒）但 ii’iii4i∫iiiiiii あぎさ　（阿4？左）　　　　　i万　’ あささ“はεの（残ラ又’卜野川万’
あご（吾子）

i　i　i　i　i　gi　i　i　i　i　i　i　i21　　　　1　　　　1　　　　0　　　　．　　　　　l　　　　I　　　　I　　　　l　　　　I　　　　I　　　　l　　　　l

あさざむ（朝皐）形釦　　i諌1 あささめ　（朝雨）　　　　　　i伊’

あこめ（粕） i　ili’i2i／2i8i　i　i　i　i　i　i あさしのばら　（ラx小竹庶）i万’ あぐ「　し　ぼみち　　（章月勇月ラ薗）　　　i万　　’

あさ　（朝）
’i　i／i　i　i　2i　i　i3i　i4i／ili40．　　　　．　　　　l　　　　l　　　　．　　　　　．　　　　1　　　　1　　　　‘　　　　‘　　　　l　　　　l　　　　l

あさすずみ（朝ラ京）　　　　i源 あさだち（朝立）　　　　i万1

あさ　（麻） ’i／i／iiiiiiii／iii3
あさだちいぬ（朝立去）ナ蔓i万2　　　　　　　　　　‘ あさちはら　（残茅原）　　　i万6

あyあぎと　劇
目　㍑／i1㍑　目　い　目’　”　　1　‘　　”　　l　l　l　l　｛　｝ あミr　ぢやま　　（：駕茅　山）　　　　　i万　　’ あさづく　（朝）ロ　　　　　i方2

あさい（朝寝） ／iii’ii3i／i／i／iiiii1 あさつくよ　（朝月夜）　　i万2　　　　　　　　　　1 あさつね　（朝経）　　　　　i大’

あさo、（キ循）　t杷危戊 iiliii　iiiii’iii’’　’　’　’　”　　l　l　’　1　｛　’　i あミrづま　（朝孝）　　　　　i万／ 　　　　　　　　　　．あ寸づまやま　（朝字山）　i万’

あざがげ（朝原勾
l　l　l　；　l　l　l　l　：　：　111　161　　　　1　　　　‘　　　　I　　　　I　　　　　　l　　　　l　　　　I　　　　l　　　　8　　　　1　　　　‘　　　　1 あぐ「　マ　こ　，3ζす　ま　（麻キPノハ・多ζ）i万　2 あさマブ〈ハ　（朝手作）　　i万1

あさカ《1ま（朝放） ／i／i　i　i／i／6iタi　i2i　i　i／i‘　‘　1　’　↓　　‘　”　　‘　1　1　” i5あ｛ヤ　て　る　（孝月光」）　　　　　　　i大．　’ 　　　　　　　　　　1あさどこ　（朝床）　　　　　i万’

あさかやま　（専績山）
lllll∫：llll／lll’．　　　　‘　　　　I　　　　I　　　　I　　　　　．　　　　．　　　　‘　　　　1　　　　．　　　　「　　　　「　　　　　　　　　　　1

あさとで　（朝戸出）　　　　i万5 あさどウ　（朝鳥）　　　　　i万4

あ｛ヤがれひ　（朝餉）
’i　i2i　i　i2i／i　i　i　i　i　i　i‘　　　　　‘　　　　　‘　　　　　I　　　　　I　　　　　　　■　　　　　・　　　　　I　　　　　I　　　　　l　　　　　l　　　　　．　　　　　．

　　　　　　　　　　．あ　さ　な　　（9月菜）　　　　　　　　　　　　iフヲ　2 あ㊦な　（字）　　　　　　　　i源／

あさぎ（浅葱） lllll3：∫lllllll‘　　　　■　　　　1　　　　■　　　　1　　　　　　■　　　　I　　　　l　　　　「　　　　1　　　　’　　　　．　　　　．

あさなさな　（朝朝）副　　i万／5 あさ【二は（朝庭）　　　　　i万1

あさぎり（朝霧）
i　i　i　i3i／2i／i　i　i　i2i　i　i∫3■　　　　　●　　　　　「　　　　　「　　　　　「　　　　　　　■　　　　　■　　　　　1　　　　　「　　　　　■　　　　　．　　　　　．　　　　　’

　　　　　　　　　　．あく「　ね愈くみ　　（●月嶺…髪）　　　　　i万　2 あさのG婿）〔鰭別　悌’
あさぐ勧（朝曇） iii－／iiiiiiiiノ あさは　（浅葉）　〔地危〕　i万／ あさはの　（残乗野）　　　　　i万　’
あさけ（朝明） iiiii3iiiiiliii2°

あさひら　（朝ノ∂O　　　　　　i大3　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　．あさびらき　（朝蘭）　　　　　i万6

あざける（朝）◎ 似　iilii／iiiiiiii あさふ　　（ラ叉）　千　二　　　　　　　≧原2 あさぶすま　（麻袈）　　　　i万∫
あさざ（朝庄）コ ii∵ili1㍑iii一

あさ参f∫さ　（朝夙）　　　　1源1　　　　　　　　　　1 あさまつうごと　（朝政）　i源1　　　　　　　　　　，

あさし　（残）形
3：　：’l　l21〃5：21　：〃：2151　1　121　　　　4　　　　1　　　　1　　　　，　　　　　　1　　　　「　　　　1　　　　．　　　　．　　　　「　　　　．　　　　．

あさ　ま　も　ウ　　（享月守）　　　　　　　i：ゲ　1 あさみフ　（朝光）　　　　　i大’

〔注〕
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あさじも（孝・霜）
iliil／iiiiiillタ■　　　　、　　　　、　　　　、　　　　、　　　　　　、　　　　、　　　　、　　　　、　　　　、　　　　、　　　　、　　　　、

あさみや（朝宴） i万2 あさみわらふ（残※）四 漣ノ

あさせ（残瀬） iiiii　iiiliiliii あさむ（ラ曳）四
Ii徒／ 　　　　　　　　　　1あぎむきいプ　（欺出） 下二i吉1

あさゲ（浅豹
’i　i　i／i　i　‘i2i　ili　i2i　i　i／‘　　　　■　　　　■　　　　l　　　　l　　　　　　■　　　　■　　　　■　　　　I　　　　I　　　　‘　　　　‘　　　　，

あさむプ　（残水）　〔地危ハi枕／ あさもよし　（麻裳）枕 け6
おさちふ（残茅生） iiiii3iii／i／iliii あぎヤぐ（鮒四 i源4 あさゆ（ラ拳　千二 ‘i源1

あさつゆ（朝露）
i　i　i　i　i4i　2i　i／i　i5i／i　i／5↓　　　　I　　　　I　　　　I　　　　I　　　　　　I　　　　I　　　　l　　　　‘　　　　’　　　　■　　　　．　　　　1

あさよひ（朝タ） i万／4 あさら（残）形働 i万1

あポτ（明後日） i　i　i　i　i　2i／i　4i　i　i　i　i　i あさらヵ、（ラ賀）形勧 i万2 あざらカ・（鮮）形釦 i土1

あさと（朝戸） 日i∵　㍑ワiii㍍5 あさりあリ〈　（漁歩）　o 精／ あさクとる　（漁取）　四 逮／

あさなあざな　（莉朝）副 ／iiiii　iii／ii4iii あざれあふ　（戯合）　，
i
エ
’
1 あ㍗れあ？く　（戯ラ）卿 瞬／

あさなき‘’（朝凪） iiiiiiiuii／ii18 あ8れかψ・る　（戯樹）　砂 i源1 あざれがまし　（戯）　形 i源2
あき　な1ナ1二　（董月）　副 iiiii　iii／ii／iii あざれごと（戯亭）

i
大
∫
1
あさ”れ｝ゴむ　（戯）　● i源∫

あさなゆふ字　（朝タ）副 i’iiiiiiiii∫iii1 あざれぶ（戯）四 i案1 あざわらふ　（噂朕）　口 i穴’

あ｛川びか（浅）形釦 ii／iii／9iliiiiiii めさをら悟苧）
i
万
’
1

あし　あし　も　　（忌勇1）　　畠り i源／

あさはなだ｛残繰）
iiiii2ii／iiiiii、　　　　」　　　　、　　　　、　　　　、

あしカ、が（足利） i徒2 あしがきこし　（芦垣越）
】
万
2
‘

あさひ聞日）
　　　　　’　”　　1　’　1　L　l
i／i2i　i2i　4i　2i／i　i　i　i　i　i8 あしかげげ陰）

i
工
∫
‘ あしがた（足吻 i枕2

あさひかげ　（朝日影） iiiii／iiiiiiiil1　｝　‘　1　1　　’　‘　　　　　　　　　　’　1 あしがなへ（足鼎） i徒1 あしがにげ蟹） i万！

あさばらけ（朝朗） 　　　　　　1　’　l　ii　i　i　i　iノヲi2i　ili　ili　i　i あしがら　をぷね　（足ネ肉’］・船）i万　ノ あレがりげ刈） ・i万／

あさま（残閥） iiii－ii仁1i2ii あし　カぐ・り　　（足柄）　　〔把りら〕　i万　5
‘

あしカ・りεぶね（芦刈・1・船）if女1

あさまし（ラ幻彰 ∫2i／i34i　3i　7i2〃oi2？i33i／i　i／i！i2i／ わしがる（寒）田 i紫∫ あしき　（ヂ城）　〔地島） i方1
あミ「　ま　し　がる　　（多麦）　面 ii㍍ii2㍍ii日／i わしきカげ’じ）　〔杷危〕涜1

．

あしきのげ城野） 1方’

あさましげ　（残）　勃動 i　i　i　i　i　2i！i　i　i　i　i　i　i あしきヤま　（芦城山） i万1 あじくまやま i万／

あさましさ　（ラ賀）
1iiiii3ii仁iiiiii■　　　　●　　　　．　　　　．　　　　■　　　　　　．　　　　■　　　　■　　　　．　　　　■　　　　I　　　　I　　　　I

あしザうま　（芦毛馬）
ぼ
ノ
‘ あしこ　（彼処）

i
線
1
．

あさみ（戒） iiiii／iiiii／i／ii あしこもと（彼処） i源1 あレせん　（陶私仙）ヵ’ i紫／

あさみどウ（残縁）
iii／ii7i3iiiiliii／I　　　　I　　　　I　　　　I　　　　l　　　　　　l　　　　I　　　　I　　　　I　　　　I　　　　I　　　　I　　　　I

あし　だヵ、　（足あ）　働葺θ

i
枕
／
． あしだま（足幻

i
万
’
1

あ㍗むく（欺）四 ’i　i　i　i　i　7i　i　i／i　i　’i　i　i2 あしつさ（芦付） i万1 あしゲつげ筒） i彼’

あごやが（鮮）　形釦 ’i；∫ii3i32i’8ii｛iiii わしに（タ創
i
万
／
「 あし1午らげ原）

i
万
5
工

あさゆふ（朝タ） 　　　　　　　　．仏i’ii’ili37iiiiiiii あしびげ）O i万1 あしび（烏酔木） i万4

〔注〕
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あさりf漁） iiiii2iii／iiii
i
ノ
あレぶ　（芦火）　〔泉錯戊 ｝万ノ あしほやま　（ヂ稔山） 活ノ

あざり　（γ可闇梨）　ヵ ’ii糾　i／i50i／iiiiii … あじほんぷしやう（阿字本不生）カi徒／
‘

あしま（芦瑚） li諌／

あさる（ラ魚）間 ノiii／i／i／iiiiiii i2 あしまゐり（足参） i源／ あしみ（悪） i上ノ

あざる（戯）千二 i　i！i　i　i　7i！i／i　i　i　i　i … あしや　（芦屋）　〔地危） li伊2 あしゆひ（足条吉） ．i源／

あし（足・銭）
■　　　　I　　　　l　　　　‘　　　　‘　　　　　　■　　　　■　　　　■　　　　■　　　　■　　　　■　　　　1

／41321212／81？；1212；！131212181　　　　1　　　　、　　　　■　　　　■　　　　　　l　　　　I　　　　I　　　　I　　　　l　　　　I　　　　‘ i あしよし（君善） i蛸2 あじろびと（網代人） i万／

あしげ） ／i　i　i2i　i　2i∫i’igi／i∫i　i i／0あしわカ、　（ラ「　戊き） li源！ あしわすをぶね（芦別小舟）i万3

あし（悪）形
1　　　　．　　　　、　　　　I　　　　I　　　　　‘　　　　　　．　　　　‘　　　　．　　　　．　　　　．　　　　　　　　　　　．

／8i　i2タi　2i　7i／2／i43i2角　i7i！i　4日5i　6
．

あず〔崖） i万／ あすがかぜ（飛鳥風） i方1

あじ（阿字）ヵ ／i’iiii　iiiiiii … あすかべ（飛、鳥吾P）
i
大
’
1

あすカ、を　と　こ　　（づ匿」鳥オ工士）　i：万　’
1

あしおと（足〔告）
iiii／i3i2i／iiiii■　　　　l　　　　l　　　　I　　　　I　　　　　　l　　　　I　　　　O　　　　I　　　　l　　　　l　　　　■ i あすだがは（，ID i更／ あすは〔神殆〕 i万’

あしがきげ垣） iiiii5iiiii／ii
i8 あす！まひのき　（翌オ曾） i祝2 あずへ（崖方）

i
万
／
1

あしがもげ鴨） iiiiiiii！i’i’ii i3 あぜ（何故）副 i万8 あゼかがた（潟） i万’

あしがら（足柄） i　i　i3i　i　　i　i　i／i　i　i　i i8 あぜちビの　（涛県便般）
コi蛸’1

あ也Lり（才取）
i
矢
ノ
1

あしがらやま　（足柄山） l　l　lll　｛　i　；　i　i　i　i　；　　2i あイζぱつ　（槌果）　下二 液／ あゼみ（馬許村 i万6

あしげ（芦乞） 　　　　　　　　．　　　　＄　　　　I

iiiii　i’iiii／ii
i
2 あぜみプ（；千水）

i
入
’
‘ あせゆく　（多夷行）　四 i源／

あレげ（悪）形釦
i　i　i　i　i2i　ili　i　i　i　i‘　’　’　”　　　‘　”　　‘　1　‘　i i あそ　（吾Z） i万3 あそ　（卒蘇）　〔地痴） i万2

あしさ（悪）
：　l　l　：　：　／：2：　：　；　：　：　：l　　　　I　　　　l　　　　I　　　　l　　　　　　l　　　　l　　　　l　　　　■　　　　■　　　　l　　　　l

… あそそに　副 i万／ あそ1ズし　うつく　しむ（遊慈）四i枕／

あ　し　さ”ま　　（寒」ホ皐）　　刊％動 ii／ii／i3i／iiiiiil　　　　‘　　　　1　　　　■　　　　■　　　　　　＄　　　　■　　　　1　　　　1　　　　1　　　　1　　　　1 i あそびあハ＜　（遊歩）　●
｜i伊’

あそびあろく　（遊ウ）　・ i万2

あしずう（足摺）
1　：　：　：　12：　l　l　l　l　l／1L　　　　．　　　　1　　　　■　　　　■　　　　　　．　　　　‘　　　　‘　　　　1　　　　‘　　　　■　　　　　　　　　　L i2 あそ　び“お1‡さ　う　了“0泣在）サ曳i魂　／ あそびおはレます（遊在）虜i犬ノ

あした（朝）
デi2i3i遠i27i5i4i5i／i2i2il　　　　．　　　　1　　　　1　　　　●　　　　　　l　　　　l　　　　■　　　　‘　　　　I　　　　l　　　　■

i
2 あそびおはす　（遊柾）・

i源／
あそびがたき　（遊敵） i源6

あした（朝）　〔把柏） ；　；　l　l　；　β2；　1　：　121　11　　　　1　　　　1　　　　1　　　　1　　　　　1　　　　1　　　　1　　　　，　　　　．　　　　I　　　　　　　　　　I i あそびカぐち　　（遊）　升劾働 鯨’ あそびぐさ　白遊種） i源！

あしだ（足駄）コ 1iiiiii／iiiiii i 　　　　　　　　　　‘あそびたのレむ　（遊梨） 四i従／ あそびたはぶる　白縫戯）千ちi源2
1

あしたゲげ鶴） 口　㍑1i　ii右倒　i4∴ i5 あそびちはぶれ　（遊戯） 遠3 あそびどころ（遊所） 瞬2』

／iiiii／i「 i あそび字ぐ　（遊～懸）　エニ i万1 あそびならす　（遊馴）　虜
i
諌
’
1

あしで（芦’音） iiii／i2iiiiiii i あそびなら　はす　　（遊佗） 仰漂1 あそびならふ　〔遊）　四 i人ノ

あしのや（芦屋） ㍍日ii㍍iばη
i3 あそびののレる　（遊喧）

四壕31

あそびのむ　（遊飲」　四
i
万
！
．

あしひきの　枕 　　　　　　　　　｜iiliii　i／ii〃i／i／9ii i〃2 あそび’ひろ　ぐ　（遊才広）　千二iち原ノ あそ　び1穿ふ　し　　（遊捕師） コi徒／

〔注〕
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あしぶみ（足踏） iiiii／i／iiiiiii あそぴめ（遊ヤ）　　　　i犬2 あそびめぐる　（遊廻）　面　　i綻／
あしべげ辺｝ i　i　i　i　i　　i　i　i／i　i／i2i　i！ 　　　　　　　　　　　’あそびをう　（遊居）　ラ莫　iイテ1 　　　　　　　　　　　1あそやまつ・プら’　　　　　　i万ノ

あし杉と（足許） ／ばUi2i／iiiiiii あた・（キ太）　〔彬ろ戊　　i万／ あだ　（阿太）　〔地危）　　i万／
あじろ（網イざ） iii2ii8i3iクiliiiii／ あだあだしさ　（徒徒）　　　i殊’ 　　　　　　　　　　　1あたカ、右　　副　　　　　　　　　i万　〆

あじろぎ（綱代木） ’ ii』｛iii；1iiば㍍’ あだくらべ　（従競）　　　i伊／ あだけ　（従）　　　　　　　i…源3
あじろぐるま　（網代阜） i　i　i　i　i2i　i／i　i　i　i　i　i 　　　　　　　　　　　‘あだこころ　（他心）　　　　i楢「’ 　　　　　　　　　　　‘あfぢごと　　（徒亭）　　　　　　　　i易原　丁

あじ　ろ｝びや　う’ぷ　　（網イペ爵風）コ iiiii3i！iliiiiU あたジやま　（愛弟山）　　i蜻1 あだしごころ　（徒’心）　　　i古　’
あす　（明日） 　　　　　　　　　　　　‘3i　i／i　i／i21igi／θi2i　i5i仁i！i50 あだレたまくら　く裏号沈）i万／ 　　　　　　　　　　　’あ「ゴニカ’（峨）％勧　　　　i嫡／，

あす　（残・布邑）千二 iiiii3ii2i3iiiii2 あ巳たかげ（畷）形動　　i源’ あ　た　彦　1ナ　レ　　（暖）　形　　　　　　　i万　　／
あすあさマ　　（ロ月日明8灸日） iiiii2ii5iiiiii あたた謬る　（暖）　四　　　　　i人　／ あだたら　（キ達太良）　　　i万／
あすか（飛鳥） ｛ii㍑｛！i／iば2Ui／6 あ　rぢrこらまゆみ（皐透メ人良涙弓）i万2 あだち　（乎達）　　　　　　i古／
あすかカVは　（幕鳥，ll） ／iiiii　i／ii8i／i倒　ii1 あだびと　（キ太・人）　　　　i万／ あr二ふ　（・チ）　千二　　　　　i徒2

あすかゐ　（飛鳥膏） iuiili／iuiiii あだふ（戯）千二　　　　i紫／ あだへがくす（徒聴）四　i源／
あぜ（ラ千） 2iiiii7i5i／ii｛i｛i’ あたむ　（仇）　●　　　　　　i源！ あだめく　く徒）　面　　　　　　9原8
あぜち　（枠察」便）ヵ ii．iii’5ii2iiiiii あrづカの　（従物）　　　　　i壱　1 　　　　　　　　　　　1あたゆまひ　（？）　　　　i万／

あそばす（遊）四
　　　　　　　　　l　　　　I　　　　I　　　　I

ii／6iii6iiliii∴　i あたら　し　カぐる　　（可惜）　慣　　i源　3 あたらレげ　（可’謄）　朽1勘　i源／
あそび（遊）

2i　i7i　5i　6iタ6i　7i　i　i　i　i　i2i　3，　’　’　’　”　　‘　1　’　i　l　i　’ 　　　　　　　　　　　｝あたらつは台の（可惜武士）i源’ あナ坊もの何情剤　　悌∫
あそびあかす　（遊明）　四 iiii／i3i一　一　i．ii あ杉リび　（当ヨ）　　　　　i犬／ あだわざ‘（従亭・）　　　　　　　　iち原2

あそびあふ　（遊合）四 iUi／i2iiiiiiii
あち“　（有鳥）　　　　　　　　　　　　　｝万　2 あち“ヵ・ま　（昧斜k）　〔地あフi方3　　　　　　　　　　　‘

あそびくりす　（遊碁）　声 iiい　i／i！iiiiiii／
あ　ち　カ、左　　し　　　　抗　　　　　　　　　　　　i万’1

あ●きなさ　（味気焦）　　　i源’

あそびな　る　（遊酬）　千　二 iii／ii／iiiiiiii 　　　　　　　　　　　1あち∵はふ　枕　　　　　i万5 あ■さゐ　（紫陽花）　　　　i万2

あそび壱の　　（遊物） ii／iii4iiiiiiii あザはふ（味）⑮　　　　i伊’ あ■ふ　（味経）　〔犯危T　i万2
あそ　びわざ　　（遊業） iiiii4iliiiiiii 　　　　　　　　　　　‘あち“まの（・綾野）　　　i万／ あ　ち帥む　ら　　（縞群）　　　　　　　　　　iラゲ　7

あそぶ（遊）ρ 4i　i8i　i6i仏7i　7i　2i　2i　3i　i3i2i32 あつ　あξ子　ら　しんわう（敷ロ月類見∫王戊コi大　　／ あついもの（胞　　　　瞬／
あそん（朝臣） 2ii！iisi33i川肋iii

あつ　力・1ま　し　1ゲ　　（嘉）　朽ヴカ　　i力巳　／ 　　　　　　　　　　　1あつかはしさ　　　　　　　　i源’

あた（仇） 　　　　　　　　　　」／i　i　i　i　i　li　i　i　i　i2i／i　i3 あつかひ　（捉）　　　　　　i線！夕 あっかひうしろみる（堀し伎匙）上一i源／

〔注〕
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あ惨（徒’脆）約働 ’i’iii2レ8ii∫igii8i8ii あつかひおこ　なふ（才及《rP　，　i元原　’ あつかひおもふ（級是） 四i源1

あだあだし　（徒徒）　形 iiii’iタiiiiiiii あつかひぐさ　（坂4皇） i源3 　　　　　　　　　　　1あつカ、ひさ・わぐ　（ホ及騒） 廿pi源1

あr二かたき　（イ九敵） iiiii2i／UU∵i あつがひしる　（扱知）四 i糠／ あつかひそむ　（扱初）千二i源1
あたご（斐宕） iiiii’ii’iiiiii あつかひ｛τす　（扱為）　四

i源／ あつがふ（扱）厨 i…原36

あ〆しの　（徒野） ∫iiiii／iiiiiiii あプかワあザがる（預預入ρi紫 ／あプさがゆ　（小豆粥） i主1

あだな（徒危） i　i　i　i　i　2i　i　i2i　i　i　i　i あゲさなし　％ 1万3 あフきみ（敦仁） i人ノ

あだなみ（徒ラ良） iiiiiiii∫illiii あつ｛†　と　る　　（預玖）　四 i更1 あつさ　（梓）
1
万
3
‘

あr二ひ（価） 2i／iiii　iiiiiii！i／ あっざね（敦曳） i尺1 あフレげ（篤成） i徒．／

あだびと（徒人） iiiii3ii／i5ii／iii 〃）つしさ（篤）
i
線
1
1
あつただ（敦忠）

i
犬
ζ
・

あた，3・（能）四 i／i／iii　iiiiiiili あつヒレ　（敦敏） i犬孕 わつひ　勧 i源’

あたら　（可惜）副 ／i／iiii／2ii／i／iiiii3 あフひら（敦平） i穴3 あプ∂うど　（東ん）
i
徒
3
，

あナニ　ら　し　　（新）　杉 i　i2ili3i！5i／2i2i3i　i／i　i　i あプまがた（東方） i頭／ あプまぎね　（東絹）
昧
l
I

あ　た　ら　し　　（1『『牛音）　　杓 ii3iii33ii／iiiiii あづま　ごと　　（勇ヒ琴）
i
源
ノ
1

あプまごゑ　（泉声） i源1
あ　fこ　ら　し　さ　　（『「惜） 一ノiii’ii川iiii あつまりいプ　（集出）　千二i枕 ’ あつ　ま　ク　くヤ　ゐ　る　（集釆居）よ一i伊　’

．

あγノ｝（辺）
7i／i　7i／i　3i／6‘iタi　6i　6ci／i　2i　2i　8i3’　‘　‘　°　‘　　‘　’　”　　l　l　‘　’

あつまりゐわんず（集居念）情コ随／ あつまりを1　（集居）　ラ更i上／

あたりあr二り　（辺辺） iiliii6iiiiiiii あプまをのこ．（東男）
i
万
1
． あプまεみな　（東女） i万／

あたる　（当）四 タii／6i2；4i33i5i3ilii2iU あフみ　（厚見）　〔地危フ i更1 あつやす（敦康） i大1

あぢさなし　（味気熟）形 　　　　　　　　　　　12i2i　i　i　i66i8i4i／i　i3ili　i まっつよ　ししんわう（敦イ義親王）コi犬 ’あつらへ（銚） i線’

あザはひ　（味．）
2i　i／i　i　i　∫i　i　i　i　i　i　i　iI　　　　．　　　　．　　　　I　　　　l　　　　　　I　　　　l　　　　I　　　　I　　　　I　　　　I　　　　．　　　　．

あつらへつく（詫付）千二i吉1 あて　（足代）　〔地名〕 i方／

あつ　（当）千二 2ili5i／i／i午i3i3ii1－　ii あ了　（？）名
i
蜻
1
1
あマ　梼 i太2

あつかはし　（嘉）形 iiiii5i／iiliiii あてあマ　（当当） i嫌2 あておこなふ　（当行）　宙 i尺1
あつカ・ワ．ほ） iiiii／4ii／iiiiii あマおんゑ　（当御拾）　コ i大／ あマさ（貴） i源1

あザヵ、る　（預・チ）・
2i　i　i　i　i　3i　3i　i　i／i　i　i　i■　　　　■　　　　■　　　　■　　　　■　　　　　　●　　　　タ　　　　1　　　　■　　　　I　　　　I　　　　■　　　　1

あτたがふ　（当違）⑮ i穴∫ あて，∫こぽ）上二 頴1
あプく　（預）予二 i　i．i／i／i　タi　i2i　i／i　i　i／i あと（足音）

i
万
／
． あと　（陶戸）　〔地倉コ

i
万
2
．

あつげ（嘉）形動 iiiii／i／iiiiiii あど① i尺2 あど　副 i万9

あプげおく　（預置）四 ／iiiii／iiiiiiii
〔注〕Φ「～うつ」の・
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あつ　ごゆ　　（厚月巴）　千　二 iiii／i仏i／iiiiii i あとかた（跡形） i才1 あとカ、ぱなみ　（方r疲，リラ皮）iプ2

あつご　（薯） 1：1：1仏1311111…1　　　　■　　　　■　　　　1　　　　■　　　　　　．　　　　’　　　　‘　　　　1　　　　・　　　　l　　　　l i あと　カ、1ざね　　（手麦姓） i犬／ あとかはやなぎ（門疲”1楊）i万2
1

あプさゆみ（梓ろ） i　i　i　i　i　！i　i　i／i　i6i　2i i3’ あとどころ　（跡所） i万1 あとぴ（跡火） i枕／

あつし　（是）膨 1ii6i／ii／6i／仏ばiii2i i／ 　　　　　　　　　　　．あピ◆ひたっ　（i季立）　千二i万　／ あどもふ（孝）㊨ i万6

あつ　レ　　（篤・　厚）　紡　　〔ク　ラ客〕 i　／i　’i　　i　　i　2i亨i　　i　i　　i　　i　　i i’ あとり　〔鳥看〕 i万1 あなしがは（痛足川） i万’

あつ　し　　（篤）形　〔　シ　7　多乞〕 ii／iii8iiiiiii i あなせ　（痛背）　〔地危戊
i
万
l
l
あなたがち（彼労方） i祝’

あづま　（東） 3i　i／i£　　i／2i　i　i　i　i　i4i i8 あなたが’（彼方戊形勧 i源／ あなたこなた　（彼才此方）畑e／

わづまあそび（東遊） ii2iiiliiiiiii … 　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1あなブ　ら　は　レ　1丁　　（イ笥L）　書4釦i元原　2 あな　づ　ら　1≠　し　さ　　（イ毎） i源’

あづま■（東路） i　i／i十i　i　2i　i　i仁i　i！i　i i2 あなプワこと　（侮亭） i穴’ あなプ　ワ　くピま　　（侮稀）　1τ多富ヵi源　’

あづまびと　（東人） iiiii／iiiiui
i∫ あなづりそむ　（侮初）　千二i源2

1

　　　　　　　　　　　‘あ字プり　1二く　1デ（イ毎萎亀）形皇ηi膓原　’

あづまや（東屋） iiiii十i／iii日　i i わなつ“り　1二く　し　　（侮ま臣） 紗i源卒 あなプうはつ　（侮果）千二i源∫
あっま　り　く　（集釆）　ヵ　曳 iii／iii2iiiii！i i あななひ（廊控） i竹タ あなに　尾 i万2

あっま　ワ　ま　ゐ　る　　（集牛）　四

ii／iii／iiiiiii … あなん（阿賃筐）ヵ i源／ あにビの　（冠殿）
；
穴
．
2
‘

あっま　りゐる　（集居）　L一 1iiiiii3i／iiiii
i
「 あねおもL　（句う御許）

i
元
原
／
． あねきf＞のがた　（々申’じ方）i糠／

あつまる（集）四 3ii5i／i／i〃i・3i8iiii3i2：i あねぎみ（伸名） 誹5 あの　（キ努）　〔地危フ i方2

あつ‘ま　をLと　こ　　（東易） iiiii’iiiiiii
i
’
｜
あば（阿挙）　〔地危フ i万1 あ1‡しま（粟島） i万6

あつむ（集）千二 　　　　　　　　　　I　　　　I2i　i5i　i　i　6i　i　i　i　i　i　i’i わはずまに　（会）副
…
1
万
／
1
あはピいプ（合出）千二

，i源’

あつもの（愛） 2iiiiiiiiiiii、
i’ あ1穗弍ζい　と　なむ　　（含嘗） 声i源／ あはぜくる　（合繰）　頃 腕／

あマ　（貴）形釦 　　　　　　　　　　li　i4i　／i弔　79i　3i　i　i　i　i6i　／i あはせなす　（合威）・ i祝／ あはゼやる（含重）曽 i万1

あてき　　【ん危〕 iiiili3iiiiiii i あはそが　形勧 i大／ あはた　（襲θ）　〔人危） i人2

あてはか　（貴）形働
：　l　l　：　：／21　1　’l　l　l　：　11　　　　　　　　　　1　　　　11　　　　1　　　　1　　　　，　　　　I　　　　　I　　　　　　‘　　　　‘　　　　｝　　　　1

… あ1エたぐラ（粟θロ） i穴2 あ1びたどの　（粟田殿） i人’タ

あマびと（貴人） ㍍’iili2iiiiiii i あは㌢（？） i万’ あ1♂ゲしエヤま（：炎路島山）i古　’

あてやが（貴）形勧 i　i　i　i　i／2i3i　i　i　i　i　ill
‘
あはちちうめ（膓費路夷ヤ）i工／

1

あはっか（淡）約勧 i源∫

あと（跡・後）
雇5i5iタii55i3i屈ノ8ii6i4i■　　　　■　　　　■　　　　I　　　　I　　　　　　I　　　　l　　　　I　　　　I　　　　I　　　　．　　　　‘ i8 あぱつけさ　（裁） i源3 あはつ1ナびε（ラ炎人） i源／

あとぼか（跡針） i　i　i2i　i　仏i　i／i　i　i’i　i i あばつの　（粟埠野） i祝／ あは1二　劃 i万ノ

あな　（良） ／仏ii3i4i6iiiiiii3i／1 あ1富〆（鰻） i万’ あばびたま　（鰻壬）
1
才
6
1

あな（鳴呼）鹿 ノoi　　i6i8i　gi／72i2句36i　’i　　iθi3i∫i8］

〔注〕
9
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あない（案内）ヵ 3ii7ii2i／7i3i’iiiiii あはや　慮 i人／ あばや（足速） i万／

あながち　（強）形勧 i　i2i　i’iノ〃i　2i　i　i　i　i　i／i あはら　〔飽危り ’i大1 あばら（荒）静働 li伊2

あなし（只師）　〔地危フ iiiiiiiiii／iii2 あばらヤ（荒厘） i源’ あはれあはれ（哀哀）亮 i古’

あなた（彼方） ／i　i／i’i4i　69i〃i／3i　2i　i4i！i　i 　　　　　　　　　　　1あ1字れしワがほ（哀知願）棚源1 　　　　　　　　　　　1あ1富れびお1霊レ　ま　す（憐彪」）ロi易豪　／

あなた」さ’ま　　（彼方様） iiiii5ii∫iiiiii あ1千れみ（憐） i労／ あ1まれむ（憐）虚 iカ3
あなづら1まし　（イ毎）　静 iiiii／3i3iiiiiii あ1さをろ（専：皮1臼

i
万
’
1 あひ（逢） i万ヨ

あなプる（侮）四 ii3ii2i21i6iiiiiii あひあらそふ　（相争）ゆ i才／ あひいひそむ　　（オ百宅セ多）千二i万　2

あに（兄） i　i3i　i　i　3ili　i　i　i　i2i　i あひいふ　（相言）碑 i停3 あひう　（相得）下二
i
停
1
．

あに（立）剖 ii｝iii／iiiiiil 15あひうつなふ（相括）田 i万1 あひうらむ　（相恨）上二 i源1
あにぎみ（兄君） ii’iii3iiiiiiii あひおぽす　（相思）四

i
源
2
‘ あひおもひかはす（相思交）四i源’

1

あね（櫓） i　i2i　7i　i　8i／i　i　i　i　i／i　i あひカ、たる　（相籍）四 i万1 あひカ、つ（遠堪）千二 i万’

あねみや（・ゆ宕） ii／iii4iiiiiiii あひかふ（相支）下二
i
後
／
1 あひかよふ（相蓮）悔

i
伊
’
‘

あの（彼）連俸
i　i6i　3i　i4i2i　2i　i　i　i　i2i’　”　　1　”　　L　”　　i　l　l　l

あびき（網引） i万3 あひさほふ（相競）曹 i万／

あは（粟） i∫iiii　iiiiiiii5 あひく　（逢来）　ヵ曳 i古ノ あひこす（珪）⑮ i才／

あは（キ房・阿三皮） iiiiii／iii／iiii3 あひこたふ（相答）千二
｜i靖／

あひごと（逢，亭） ．i伊1

あは（淡）形働
u’…………，………………i あひさがゆ（相東）千二 i万1 あひしらふ（応答）千二 i源／

あはあはし　（炎波）勧 i｝ii／i／5i∫iiiiiii あひずみ（相住）
i源／
あひすむ（相柱）・ li徒／

あ1‡し　（淡）砲 ∫i　i　i　i　i　2i　i　i　i　i　i　i　i あひそふ　（相添）千二 邉ノ あひた寸く　（相助）千二 i源’

あ1客す（合）千二 2i　i5i’i　2i字oi〃i　3i　i　i　i4i　8i あひたたカ、，∫・（相戦）1⑤ Ii竹2 あひたのむ　（相頼）　声 li珠2

あは也（袷） i　i　i　i／i　4i　i　i　i　i　i　i　i’ あひつ（透剃 i後／ あひつぐ（相継）四 i線1

わはたやま　（粟田山） iiiiilii3i㍑iii あひつね（会埠嶺） i万／ あひと　よiし♪　（相響）　、回 i万2

あはザ（淡路） i　i　i　i　i　2i　i　i　i3i　i　i　i7 あひなる　（相慣）　千二 i伊’ あひぬ　（ネ8袈）　千二 i万’

あし工ぢレま　（多炎跨島） ii｝ii2iiiiiiii あかのむ　（相飲）四 i万2 あひはなる　（相筆）千＝
i
停
’
1

あ1才ブ（菜斉） i！ii’ii　i∫ii’iiiii あひひさ”まゲく　（相脆） 四i源ノ あひまく　（相巻）四 i万／

あはつ1ナし　（浸）　吾多 iiii／i’8ii／iiiiii あひまじはる　（相更）田
i
労
ノ
1 あひむきたっ　（相伺立）

声i万∫　1

あはひ（間） 2i　i2i　i3i　33i　2i　i　i　i　i／i　i あひわふ（相毘）四 i万6 あひやどハ（相宿） 1役’

〔注〕
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あはむ（ラ炎）千二 iiii／i〃iiiii㍑i あひよばふ（相結也）¢ i方ノ あひよる（相薯）・ i万1

あはゆさ　（叛雪） iiiii2iiiii’iii あひわが．る（相別）千＝
li万3 あひわたる（逢汲）・ li後1

あばる（荒）下二 iiiii3i／iiiiiii あひゐる　（相居）　上’ i徒／ あかゑむ（相笑）四 i万1

あはれ（哀）形勧① 37i　！i66i孕4i15i　94タi87iタ9i／6i　5］20i／／i　4i　9 あひをしむ　　（逢十昔）　・ i後／ あふ（合）千二 ’i大’

あはれがる　（哀）　四 ii／i弁iけ3i／ii／ii4i2i あふ　鹿 i蜻／ あぶ（浴）上二 i枕1

あはKげ　（汲）粥働 i　i　i2i　i20i　i2i　i　i　i　i　i あふぎがへす（南返）西 i枕1 あふぎこひのむ（仰句初・i万1

あ1びれさ（靭 i川川3iiiiiiii あふぎゐる　（仰居）上＿ i源／ あぶくまがは　（阿武隅川1）i後／
あ｛牡tぷ（憐）四 ili’iii／iiiiiiii あふこ（勅戊

i
蜻
2
1
あぶさふ（余）留

i
方
’
．

あひあふ　（相垂）田 ／iばii／iiiiiiii あふさわに　副 i万2 あふせごと（仰富） i尺’

あひおもふ（相思）ロ i　i／i　i　i　4　　i　i2i　i　i2i　i！3 あふち†ピん　（棟牟炎）　づ
壕
1
‘ あ」・なあふな　刷

i
4
サ
1
，

あひカくたし　　（鍾ヒ難）　司ら iiiii／ii∵i川！i6 あふひかプら（葵覧） i魏ノ あふひぐさ（葵草） i源1

あひカ、たら，3・　（ネ目書吾）　四 1i　i　i　i　i　2i　i　i　i　i’i∫i　i’ あふみ（↓炎海）〔培通危調〕i方
　
1
， あふみ（近ラエ・相覧）〔人危〕i源6

‘

あひ　し　ら」・　（応答）　四 ／iiiiはi∵iiii あぶみ（鐙） φ／ あふみあがた　（淡海嘉） i万／

あひし　る　（相矢ロ）　ロ9 iiiii4iiiiii3ii／ あ，3く　ら　つ　く　　　（月旨イ寸）　　ロ宮

i
徒
1
． あぶらび（殖ヲo i才’

あひそふ（相糸）● ii／iii／iiiiiiii あぶウころす（嫉殺）四 i大’ あぶう13す（灸千）◎ ‘i万2

あひだ（間）
　　　　　　　　■　　　　．　　　　　　　　⑯　　　　．
／／i‘i3i　i　i　5i　2i　3i　i／8i　i3i　2i2 あふワやうし　（押領侯） ヵi徒1 あぶワをハ　（矢居）ラ支 i批1

あひ　と　ふ　　（ネ目∫じ3）　、声 iiiii／iiiiiiii’ あふる　千二 i源1 あぶる（灸）曽 li猿2

あひとぶらふ（相訪〕面
　　　　　　　　　．　I　　　i
iliiiiソiiiii－　i あべ　（キ倍）　〔泡亀〕 i万3 あへぎまどふ（暢惑）・ i彬1

あひのる　（相案）w i川㍑3i㍍iii／ii あへぐ（圃）㊨
i
万
／
． 　　　　　　　　　　　‘あべしまやま（宇倍島山）i万／

あγみす（粗見）千二
lll／ll　lllll：ll／I　　　　l　　　　I　　　　I　　　　I　　　　　I　　　　‘　　　　1　　　　‘　　　　1　　　　．　　　　1　　　　　　　　　　　’

あへしらひ（丸潜） i諌、2 あヘレらひゐる（充塔居ル＿i源’

あひみそむ　（相見初）千二 iiU－iiii／iii3 あべおち1ギな　（穫陪P橘） li万1 あへてる（照）σ i万／

あひみゐ（途z）上一 ∫i　i　i　i　i3字i　i2iηi　i／2i　6i　i7 あへぬく（相貫’）四 i万5 あへまく（合巻）面 i万／

あ，∫・（令・逢）四
2争i　i27i　li　6i曾8i2争i22iZ2i2i63i36i／5i3元　1　　　　‘　　　　o　　　　‘　　　　1　　　　　　‘　　　　■　　　　■　　　　l　　　　l　　　　l　　　　．　　　　．

あへ杉の（韮物） i大／ あ1‡やま（阿保山）
i
ラ
5
’
1

あふ（敢）千二 i　i／i　i　i　7i　2i／i　5i　i4i　i　i2 あまうへ（尼ユの　コ i源3 あまえいナちし　朽 i靖∫

あふぎ（扇）
2i’i／7i〃5i36i32ばiliiiili／■　　　　■　　　　■　　　　●　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

あまお‘3ひ（雨覆）
i
従
2
． あまがっ（天児）

i
源
／
．

あふぎちらす（扇散）●
　　　　　‘　”　　1　’　”

iiiii∫i／iiiiiii あまヵ《っや　う　　（ヌL児樟） コi源／ あまヵ・は（雨革） i蜻1

〔注〕①危詞・鹿釦洞εふくむ・
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’ i方i大i更i紫i源i枕鯖i後i土i古i伊i竹i

あふぎみる　（仰E）よ一 iiノ㍍iii㍑iii
i
ノ あまがへるf雨蛭） 煽／ あまぎらす　（天嘉）回 i方3

あふぐ（仰）四 ／ii免　ii4i！iiiiii i6 あまぎらふ（天嘉）w
‘i万乎 あまぎり〔雨弗） Ii万’

あぶくま（阿試隈） i　i　i　i　i　i　i2i／i　i！i　i i あまぎる　（天．霧）　● i古／ あま　くだツびと　（天．Wト人）i枕∫

あふさカ・（逢坂） i　i2i　3i　i2i／ぴタi／7i　i8i／i iノ あまぐり（甘栗） li祝／ あまけ（雨如 己’

あふさかやま　（逢坂山） iiiii／ii’i3ii2ii i あまごぜん　（尼御前）　ヵ i徒’ あまご毎る　（雨麗）曽 i万3

あふさきるさ　（往来） ／iiiii／iiiiilii … あまごろも（天衣） i源2 あまごろも（雨衣） ．i古／

あふちぽ幻 ／iiiii／i3i／iiiii i あまさ’カ、る　（天離）　枇 i万2亨 あまざはり（雨碑） i万2
あふひ（葵） 7i　i’i’i　i　7i夢i　4i　2i　i　i　i i／ あまし（甘）勃 i才’ あます（余）・

i
ガ
’
1

あふみ　（近ラエ）　〔妃危） ii’i’i’i2ii2i6ii2i／i
i
／
あますがた（尼…ξ）コ i源／ あまそそぎ（雨ラ生） i源3

あふみち（近江路） iiiii　iii／iiii i3 あまそそる　（天費）　・
i
万
’
‘ あまたがけ　（数ラ荷）

鴻
／
1

あふ9（偉椛）
l　　　　l　　　　■　　　　■　　　　■　　　　　　■　　　　↓　　　　‘　　　　I　　　　I　　　　‘　　　　‘

i　i　i　i　i　li　2i　i　i　i　i　i i あまたカ・さね　（散チ宴） i…源1 あまたかへり（数多逐） i遁1
あべ　（卓イ告）　〔人名〕 ii’iii’iiii’iii3i あまたみや（数タ害）

i
源
l
l
あまたよ（敬ラ夜） i方2

あへしらふ（応答）粗 ｛…2i6ii3iiiii i あま　たら　す　　（矢L足）　● i方∫ あまち（天道） i方3

あヘマ（敢）副 ’iiiii　iiiiiii i3 あまっがみ（天神）
i
万
1
1
あまつきり（天醇） i万／

あへなし（敢熱）杉 ii∫iii2タi3iiiui’…
．

あびっ　しる　し　（天1そP） i万2
あまつそで（天袖）　　　　　、 ．汰’

あま　（尼）ヵ 亨ii7i舛i5／i3i3iii／i田 … あまづたひく　（天4云釆）オ支i万 ／ あまつたふ　（天イ云）・ i万チ

あま　（海人）
／i　i2i　2i　i38i　3i亨i’8i　2i／gi　8i’　‘　‘　び　’　　‘　‘　”　　‘　l　l iカ あまつつみ（雨璋） i万2 あまっひれ（天領巾） ‘i万1

あまがける　（天掬）　ロ9
：　：2：　：　：　4：　1　：　：　：　1　；1　　　　．　　．　　　　l　　　　l　　　　　．　　　　・　　　　　　　「　　　　．　　　　　　　　　「　　　　．　　　　　　　　　　　，

i’ あまつほし（天星） i古’ あまつみかど　（天御門） i万’

あまがぜ（雨風） iiiii’iliiiiii … あまっみつ（天水）
；万2
あまっ’ら（甘葛） li枕1

あまぎみ（疋、名）　コ i　　i　　i　’i　　i／20i　　i　　i　i　　i　　i　　i … あまっ左とろ　（天〔乙｛τ） i後’ あ∂…てらす（天照）ロ i万2
あまくだる　（天降）ロ ii日1i／iiiiiii i’ あまマる　（天照）・

．i万亨 あまてるおんかみ（天烹御神）i更4
．

あまぐち（天雲） i　i　i　i　i　　i　i7i　3i　i2i　2i iρ あまとぷ　（天飛）　● i方9 あまのいはと　（天彪戸） i源’

あまぐも（雨雲） iiiiili’iU2iii i あまのがはぎり　（天珂霧）i俊’ あまのカ、はせ　（天河ラ頼） 1万／

あま　そぎ　（ノε削）　コ
iiiii∫i／iiiiii … あまのか1工ぢ　（天）’1跨） i万／ あまのかはつ　（天河多章） i万2

あまた（数多）副
’｛ri　’i2gi　2i　7i／96i佛132i与i∫i　6i　7i　7i’θ’　’　’　’　’　　’　”　　‘　’　1　’

，

あまのかはヒ　（天Pl門） i才’ あまのかはなみ（天珂波）i更’
．

あまたくだワ　（散多領） ：　1　：　l　l　2：∫1　：　l　l　：　11　　　　1　　　　‘　　　　●　　　　，　　　　　　■　　　　●　　　　‘　　　　■　　　　■　　　　■　　　　1

… あまのがはぺ（天珂辺） i更∫ あまのさカ・て　（天逆牙） i伊ノ

〔注〕



徒防i大i更i紫i源i枕i蜻i後i土i古i伊i竹i

あまたたび　（数多度）
lii7i／1．　　　　I　　I

ii8i6i3iii／i ㍍’ あまのさぐめ　（天裸セー） i方／ あまのしらくも　（穴白雲｝i万2

あまたピころ　（数タ所） 2ii／i ii／iiiiii ii あまのとゲし　く天戸鎖）
Ii蜻／ あ’まのはそτ　（天羽袖） Ii源／

あ8　た　と　し　　（数多茗ト） l　l　l
l　l　l ii2ii4iii ii あまのひつξド　（天臼高司） i方5 あまのみそら（天柳空） i万3

あまっかぜ（天孝風）
l　l／ll　　　　l　　l

ii　iiiii／i ii あまはし（天檎） i万／ あまびたひ　（尼額）　コ i埠2

あまっそら（天堂） l　l　l
l　：　： ii∫ii／ili・i3iハiiノ あまびと（海人人） i吏∫ あまひれがくる（天領中脆渇万2

あまねし（遍）彩 i／ii il／5iii’iii
：：21　　　　1 あ∂ほふし　（泥宏師）　ヵ i犬’ あまみや　（ノ巴ち）　コ

i
源
2
1

あまのη《は（天河） iili ii／ii’i22i／i6i4i，i50 あまめ（海女） i万1 あまやと叩　（雨宿） 雁／

あまのか1‡ら　（天笏原）
1　：　：，　　　　．　　　　．

ii　i’ii2ii5i’1，i’o あまりこと（余与）
i
枕
’
‘ あまワさへ（剰）馴

i
う
r
／
‘

あまのと（天戸） iiilliiiii4ii2i ii’ あまをとめ　（天処セ） i万20 あまをぷね（泡人小舟） i万3

あまのばごろも　（天弱衣）
l　l　：，　　　　．　　　　．

ii　iii2ii i／i3i あみ（網）
i
万
3
‘ あみ（網）　〔陀島〕 i万2

あまのはら（天原） ：　1　：

1　：　1 iiiU／ii2i iiノ あみさわぐ　（浴騒）● i靖∫ あみだ（阿跡陀）〔絶る戊ヵi枕／

あまびこ（天彦）
i　l　lI　　　　I　　　　I

ii　i／iiii2i ii あみだきやう　（阿弥陀綬）ヵi源
　
’
1 あみだだう　（阿弥陀堂）

ヵi大21

あまぶね（海人舟） l　l　l
：　l　l ii3ii、iiii ii3 あみたつ（縞立）下二 i袖1 あみだぼとけ（門弥陀仏）コi線’0

あ3ま（雨朋）
：　l　l．　　　　I　　　　I

iiiiタiiii
…iタ
あみマな1字　（網を絶）

i
万
1
‘ あみど（縞ア） i徒’

あまゆ（甘）千二 ii2i ii／oiiiiii ii あみとり（網敢） i万’ あみを（縞嬬） li大’

あまよ　（雨夜） l　l　ll　　　　I　　　　I ll2111　1111　　　　1　　　　　．　　　　‘　　　　．　　　　↓　　　　↓　　　　r

ii’ あむ（浴）上二 i六’ あむす（浴）宙 i万’

あまり（余） gil，i28i／i　5i／4’i！gi　2i　2i　3i　i i
i
あめ　　〔地あ戊

｜i枕ノ

あめうし（頃牛） i抗1

あまる　（余）・ 2ii〃i igi37i2i2i3ii ili’i4 あめく（叫）・ i枕1 あめつし　（天地）　〔束膏コi方2

あみだ　（桐弥陀）ヵ i／ii ii2iiiiii ii あのひと（天人） i万2 あ杉（母）　〔泉悟’
i
才
’
．

あみだぶつ　（阿弥陀仏）ヵ i／i，
：’：／1　：：：：1：　．　　　　‘　　　　　．　　　　．　　　　．　　　　1　　　　，　　　　1 ii あレし　し　（母父）　　〔東詔｝〕ir万　2 あもとじ（母力自） （章謝iガ’

あみの（網目） l　l　l
l　：　1 i－ii’iii ii’ あもワつく　（天降・付）机 i万2 あもる　（天降）　L二 i万午

あむ（縞）・
l　l　lI　　　　「　　　　「

ii／iiiiii一，i3
あやし　ヵぐり　し、，3、　（怪言） ゆ鴻／ あやしぶ（怪）． i源’

あめ（雨｝
I　　　　I　　　　l

6i／igigi／i侵i臼iθi20i8i／タi／2i　　　‘　　　　，　　　　　‘　　　　I　　　　I　　　　l　　　　I　　　　l

，i85 あやしみ（怪） i徒2 あやしみ励ふ（性⑤司魂／
あめ（天） iili ：　：／7：　121　1　1　121　　1　　　　‘　　　　．　　　　魯　　　　II　　　　．　　　　　　　．

，i” あやしむ（怪）西 i徒乎 あやつる（棟）宙 i才’

あのかぜ（雨風） ノiiili，i5ii3ii2ii ii あやなさ（文無）
i
線
1
． あやにあやに（碕身）動 i万’

あのがち　（雨ノ晦）形働 l　l　lI　　　　I　　　　I ll　l’1111111　　　　1　　‘　　　　1　　　　1　　　　↓　　　　　　I　　　　l ii あや　1〔二　く　　こ・　こ　　ろ　　（生憎ハO）　i》湧L　1 あやにしさ（綬錦） i碧1’

〔注〕
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徳方i大i更i紫i源i枕蜻i後i土活i伊i竹i

あめっち（天地）
i　i’i　i　i2i　i／i　i　i　i　i　i∠l　　　　l　　　　l　　　　■　　　　■　　　　　　■　　　　‘　　　　‘　　　　‘　　　　1　　　　■　　　　■　　　　■

あやのこうち（絞小路） i徒1 あやはピ診（危）句 i万／

あめもよに（南）副 iiiii’iiliiiiii あやふぐ寸（危jF）
li杷／ あやふげ（危）栃勤 i頭6

あや　（級）　（おりψ力， iiii6i25i／oi∂／iiiii あやぶみ（危） i徒／ あやべ　（績萄P）　〔人危ハ i竹’

あや　（丈）　〔◆よう］ i　i　i　i　i　2i　i　i／i／i　i　i　i あやほかど（危）句 li万／ あやむしろ（象受席） けノ

あや　杉勧① i　i　i　i　i’2i　2i　i　i　i　i　i　i あやめ（ラ莫ヤ） i万ノ あゆ（章風） iプ乎

あやおワもの　（紋織物） iiiii　iliiiiii∫i あゆ（吾子？） i六’ あゆこ　（鮎子） i万3

あやし　（怪）豹
’6i　2i臼i‘i　gi●gi％i楚7iめ2i　3i　3i’2あゆち‘　　　　　．　　　　　．　　　　　．　　　　　．　　　　　　　‘　　　　　‘　　　　　．　　　　　｝　　　　　‘　　　　　‘　　　　　‘　　　　　‘

（地」もコ i万1 あゆちがち　　〔培危フ i方2
あやしがる　（怪）　θ i　i　i　i　i　5i　2i∫i　i∫i　i　i2i あゆひ（足結） i万5 あゆまひ（歩）

i
瘡
，
1
‘

あやし1デ　（怪）　劫勧 ii／i／ii’i／i4iiiii あゆみあワ〈　（歩歩）声 i枕2 あゆみお1ます　（歩托）θ i源2
あやしさ（怪） ii／iii’i／iiiii！ii あゆみつづく　（・夢続）・

i
大
1
1
あゆみならぶ（歩並）・

i
紫
／
1

あやな　し　　（叉熟）　約 iiiii〃ii2i7i’i7i2ii あゆみのく　（歩1亘）・ i犬’ あゆみわたる　（夢波）w i埠1

あや1；（有）副 ii∫iii　iii’iiii，：29あよく（動）・
i
万
1
1
あらいそかげ（荒」疏喰）

i
源
∫
．

あやにく（生憎）豹働 ii’iii27i／i3iiiiii あらいそなみ　（荒磯液） i更’ あら乞〆す（荒夷） i促’

あやにくがる　（生憎）四 ii’－iiliiiiiii あらカ・（居所） i万2 あらがき（荒檜） iズ／

あやにくピつ　（生†管立）声 iiiii’i’iiiiiii あらかじめ　（予）副
i万5 あらがひ（争） 1粍1

あや，」・㊨ミる　　（危）　・ iiiii3i’iiiiiii ありがひかくす　（・争脆）θi鋤ノ あらカぐひろんず（書・論）サ曳コi枕　’
あやふさ　（危） ii’iii’iiiiiii’i あらき　（荒木）

…i万’

あらき（新墾） ．i万／

あやふし（危）物 5i2i－i27川ノi3i’iiii あらきだ（新墾田） i万’ あらくさ（荒宰） i万／

あやぶむ（危）● ’iuii∫iiiiiiii あらくま（荒熊） i万1 あらくまし　（荒）砂 Ii梯’

あやまち（過） 司　i3ii∫i45iiiiiiii あらげ（荒）朽勧 i上1 あらこ（鹿篭） i竹’

あやまつ（遁）愉
2　i2ii’i／2ii’i’ii乎ii／i．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　I　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

あらさんみ　〔荒三仕）コ i夫1 あら　し1才つ　　（荒』た）　千　二 ．i汲仁

あやまり（誤） 9…iii…51’…iii…il あらしε（荒易） i万3 あらすごかへす（疎鍬返）声i古’

あやまる（懐）■ 6iiiii6ii㍑ii／ii あらずげ　（有）　豹勧 i八∫ あらそひいプ　（考卜出」）　千二i溺〔／

あやめ（菖蒲） 2i　i　i　i　i3i　2i乎i　i　i　i／i　i あらそひおっ　（・争尭ト）　」二ちi源　∫ あらそひごころぐ争心） i源’

あやめ（文目） ii｝i’i∫亨i2i7iii’iii あらそひさわぐ　（争騒）●i味　1 あらそひちる　（争散）ψ
法
1
1

あやのぐぐ　　（菖房1羊） …………／………………／i…61’2あらそひにくむ　（争憎） 国i従1 あらそひ1才しワの‘奮『ゐ（争え］」）四i徒　／

〔注〕①「（冒も）あや1こ」



徒i方i大i更i紫i源池i蜻i後土i古i倒竹i

あゆζ鮎） ／iiiii！ii！iiiii i〃 あらぞめ（聾衆） i才ノ あらぞめごろ多　（」蒔染衣）i方ノ

あゆ（落）f二 　　　　　　　　　‘iiiii　i4iiiiii i3 あらた（荒田）
1賭’ あらち（顕〆）形勧 ．練2

あゆ（肖）千二 Uii／iノ川i／iiii i あらf≧あらナちに　（新新） 副i万1 あられレ（新）形 i方6

あゆみ（ザ） i／i　i　i／i2i　i　i　i　i／i　i’iノ ありだつ　（荒立）四 i源2 あうだっ　（荒1L）千二 ’i源1

あゆみいつ（形幽）　下二 i　i／i2i　i　6i　5i　6i　i　i　i　i … あうちへ（荒竹） iス87 あら杉3りが了ちレ（改観）形i線1

あゆみいる　（形入）慣 iiii／i3i2iiiiii
i あらたのいそぐ　　（改急） φi源／ あらためかく　（改若）　・ i諌！

あゆみく　（歩釆）汐麦
」　　　　I　　　　l　　　　I　　　　I　　　　　　｝　　　　I　　　　I　　　　■　　　　．　　　　l　　　　l

iい／－2i3i2－　i㍑
i あら　ナニダ）ρくナちし　　（改難）　禰吻i源　！ あらちめかはる　（放叉） φ嫁！

あゆみのぼる　（ケ上）● iiiii／ii／iiiii … 　　　　　　　　　　　1あらたのくはふ（改加）千二ほ原2
‘
　　　　　　　　　　　1あ　ら　ため　し　つ　ら　ノ3、　〔改） のi堀…2

あゆみゆく　（・ケ行）　四 iiiiii／iliiiii i あらγ：ダ）られヵぐfこし（ヲ叉難）晋多i徒　’ あらたよく新代）
1
万
3
．

あゆみよる　（歩身）声 i　i　i　i　i2i／i／i　i　i　i　i … あらたよ（新夜）
i
万
3
1
あらちやま　（有乳山）

i
方
／
’

あゆむ（労）四 i／iiii6i宇i／iiiii i3 あらつ　〔地る〕 i万5 あらプくリ（荒作） i更2
あらあ　ら　し　　（荒考し）　朽 2i　i　i　i　i／oi仁i　i　i　i　i　i … あらどこ（荒床）

i
万
1
1
あらなみ（荒浪）

i
万
／
，

めらあら　し1デ　（荒荒）　著移勧 iii／ii！iiiiui i あらの（荒野） i万5 あら信レこうル　（顕衣） i源1

あらいそ（荒峨） i／i　i2i　i　　i　i　i　i　i　i　i … あら1ゴ　し1審つ　　（顕果）　千　二i淵…　1
1

あらばr・け（荒葛） i就’

あらうみ（荒海） iiiii／i／iiiiii i あらばれ（遮莫）句 i蜻1 　　　　　　　　　　　oあらはれいプ　（現出）アちi大’

あらがき（荒垣） iii－∫iiiiiii
i
∫ あらはれいでく（’昆出釆）ヵ夏i舜2 あらはれそむ　（硯初）千ちi三原／

あらがひごと　（争争） ii／iiii／iiiiii i あらひぎぬ（洗衣）
…i万／

あらひすすぐ白庖濯）四 li∋／

あらがふ（孝・祷）。9 2i　i　i　i　i　8i劣　　i／i　i　i　i … あらひつくろふ（沈繕）四i杷／ あらびゆく　（荒行）● i万2

あらし（嵐）
3i／i／i　4i　i　タi　2i／i∠i　i4i　i’　　　　‘　　　　r　　　　r　　　　r　　　　　　’　　　　■　　　　’　　　　’　　　　”　　　　　，

iロ あらふ（顕｝四 i伊1 あら∂ご（荒）上二 i万3

あ　ら　し　　（系，・　粗）　形 i　i／i／i　i14」i　3i　2i　2i　2i　2i　i i8 あらまし（予期） i徒2 あらまし（荒）形 i湯∫3

あらす（荒）● iiiii3iiiiiii i／ あらましがちハ　（予脅） i源ノ あらま　レ1プ　（荒）　形勧 i劇
あらそひ（ぞ） ’iiii／i覇　iiiiii i／ あらます　（予期）四 i徒2 あらまほしさ（菊） i枕／

あらそひかぬ　（争ズ堪）千二 iiiiiliiiiiii i あらめ（荒挿〕 iエ！ あらやま（荒山） i万ノ

あらそふ（争）四 ’2i　3i　i　i2i∫9i／i　’i　i　i　i　i i8 あらやまなが　（r荒山中） i万2 あらやま　みち　　（聾し少」直） i方／

あらた（新）形動
川3i∴ガ　∵　い　川ノi●　　　　■　　　　■　　　　●　　　　‘　　　　　　‘　　　　■　　　　■　　　　■　　　　■　　　　‘　　　　‘

‘

あられまつばら　　（地力〕1万1　／ あらゐ　（荒蘭戊　（佑后〕 ；万／

めらたヨiの　（新宏）　批 i　i　i　i　i　　i　i　i7i　i3i！i 寧6 あら左（荒雄） i才7 あらεだ（荒小田） i吉ノ

〔注〕
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あらf二まる　（改）ロ ’i3i∫ii／i／4i！i3i2ii3iii1 ありあけ（肩明）　【人危〕i尺∫ あケあふ　（屑合）四　　　　i土〆

あらたむ　（改）千二 44i　i　i　i　i2gi　i　i　i　i　i　i　i 　　　　　　　　　　‘ありう（肩得）千二　　　i万5 　　　　　　　　　　1あワかす　　千二　　　　　　i後ノ

あらたのつくる　（改作）● i／iiii2iiiiiiii あクかず（有教）　　　　　i古1 ありがたさ　（有難）　　　i源／
あらのら（荒野） iiiii　i’iiiiiii ありかつ（有堪）千二　i才6 　　　　　　　　　　，ありかぬ　（屑矛堪）　千二　i万3

あらは（顕）働釦
ii4i2i／i4gi8i3iiiiiil　　　　l　　　　l　　　　■　　　　■　　　　　　l　　　　I　　　　’　　　　‘　　　　‘　　　　l　　　　l　　　　■

ありかね（在朱）　　　　i徒1 ありがほ　（屑顔）形働　　ij源6

あらはす（表）㎡ 2i　i　i　i！i　23i　i／i　i　i　i　i i亨ありがほし　（肩欲1　形　　　i方／ 　　　　　　　　　　‘あクがよふ（有通）ゆ　　i万’8

あらはる　（硯）千二 5ii6i／i2i23i6ili／ii仁iii3 あり　きそむ　（歩初）　千　二　　i枕　／ ありさうがふ　（形遭L）　四　i蛸／

あらひヒがみ（硯人坤） iiliii　iiiiiiii1 ありぎぬ（絹衣）　　　i万3 ありきまかる　（ザ罪）醇　i竹＾’
あらふ（洗）・

十i　i　i　i　i3i　5i　i4i／i　i2i　i21　　　　‘　　　　l　　　　l　　　　l　　　　　　l　　　　l　　　　I　　　　■　　　　I　　　　I　　　　r　　　　■

ありくに（肩國）　　　　　i紫／ ありこす　（肩欲）　下z　　　i万！断

あらまレごと　（予亭） i　i　i2i　i　gi　i　i　i　i　i　i　i ありさまありさま（肩樟楕得）i源ノ　　　　　　　　　　’ ありさる（屑去）w　　i万3
あらまほしげ（有）形1吻 i－iii2i／iiiiiii あワすがは（肩福川　　　i従’ あワそケみ・（荒磯纏と）　　　i才1
あららカ・（荒）形勧 ／i　iゲi　i／i／2i／ili　i　i　i　i　i ありそべ　（荒磯超）　　　　i万／ あワそまつ　（ヲ記磯拡）　　　i万／

あられ（敷） iii／ii4璃ノi2ii2iiレ あワそみ　（荒磯週）　　　　　i万2 あタそむ　（肩初）　下二　　　溺［丁
あられヴ（薮地）コ …－Uノ…，…い……ii ありたつ（有立）西　　i万2 ありたもとほる　（有回）　面i万／
あり（蟻） ／iiiiii3iUiiii あワちがた（柾千鴻）　　涜1 　　　　　　　　　　⑯あり　つきカくf3（肩イ寸顔）形錬更　／

あり（有）ラ更① 　　　　　　　　　　‘％i81i397i’6gi〃oi4タ5∂i■Qシ〃6i2／タi’θ口i’％i2／タi〃8iZθ あウつブ〈（猛続）’　　i蜻／ ありつね（有常）　　　　　i伊3

あり　（肩）　〔危鋼戊 iUii7ii／iiiiiiノ 　　　　　　　　　　｜ありつねがり（肩常）　　i伊／ 　　　　　　　　　　1ありとぐ　（肩逆）千二　　i蜻／

ありあ1ナ（有明）
　　　　　　　　1　　　　．　　　　　　　　1
2i　i’i51　’i／2i！oili4i　i3i　i　i3 あ　り　なぐ　ミr乙、　（孝「鯉）　下　＝iスゲ　2 あハ　な　し　（屑撫）　　　　　　　　i更　’

あ　り　　あ　　リ　　（ノ肩　肩）　　ラ　　支

i∵2ii5ii∫iiiiii ありなみ（有香）　　　　i万3 　　　　　　　　　　、ありならふ（有慣）四　　i汲／

ありか（有処） iiiii5い　i／ii！iii あワなる　（在’度）　千二　　　i穴／ ありにくし　（肩驚）形　　iガ／
ありがた1ア　（肩難）形鈎

iiiii6i／iiiiiiiI　　　　「　　　　．　　　　o　　　　’　　　　　　■　　　　」　　　　I　　　　I　　　　I　　　　l　　　　l　　　　l

ありねよレ　　祝　　　　　　i万／ あクひら（狂術♪　　　　i人！

あワが♪ニレ　（肩難）　形 〃ii8ii／i！20i5iiiiiii∫ あワふさ　（肩房）　　　　　i徒／ あワますげ（有馬壱）　　悌2
あワさ（夢）

ii握　iiタ2i／i〃iiiiiliI　　　　I　　　　I　　　　‘　　　　I　　　　　　I　　　　．　　　　l　　　　l　　　　I　　　　l　　　　■　　　　1

あハまつ　（屑得）吟　　　　i万7 あワむね（有象）　　　　　i徒／

ありく　（歩）西 ／i3i　5i　3i　2i　22i2τ7i　i　i　i3i　5i あ　り　め　く“　ろ　　（ノ盲戊匡1）　　四　　　　　　i万　2 あ　ろ　　（生）　　千　二　　　　　　　　　　i：∬　2

ありく　（屑来）ガ妥 iiiiiiiiii／iii2 あろじカぐ1ま（主顔）彬動i埠／
あるじがクをワ（主雇）ラ吏i源1　　　　　　　　　　↓

あワげ（肩）形勧 i　i3i　i　iSi　i2i／i　i　i　i　i ある　し’どの　　（主ノ曇隻）　　　　　　i犬一／ あるじまうけ　（饗設）　　　i伊’

〔注〕①「あら31きし」εふくむ・
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ありさま㈱梯）
1　　　　■　　　　■　　　　■　　　　，　　　　　　‘　　　　‘　　　　，　　　　I　　　　I　　　　I　　　　l

ノタi6i58i　3iノタi’98i2／i　2i　i／i　i／i右
1

あろ　ベカ・し　　（有）　形 i汲7 あろまじげ（屑〕形釦 i埠杉

ありそ（気磯） i　i　i　i　i　　i　i　i2i　i　i　i
i
3 あろみ（荒海） Ii万3 あ久（」拓礼）　〔犯名〕 i万／

ありそうみ（荒磯海） iiiiiiii／ii！u i あれ（り iゲrl あれく（生釆）ヵ曳 i万2

ありつく　（屑付）● ・・……・・iiiiii i あ但つざく　（生継来）力剰万／
1

あれつぐ　（生継）国 i万2

ありどころ（有所） ii川ii2iiiii！i … あれ1よ（？） i伊1 あれほど（彼程） i徒／

ありLほし（蟻止） ii／iii　iliiiii … あれます（・荒増）・
，i靖1 あれわたる　（荒渡）四 li源2

ありのまま　（有債）彬動 2i　i　i　i　i　7i　i2i　i　i　i　i i あろじ（主） i方／ あわたたしさ　（慌） i源！

ありはつ　（菊呆）千二
i……／…！…8iii……／1… … あわだつ　（〉包立）⑯

i
古
1
1
あわ7まどふ　（慌惑）慣 i源2

ありはら（在原） ／iiiiiiiii／ii3i i あ乞（青） i大／ あε　（英亘五）　τ地ろ〕 i万’

ありふ（有経）千二
i…………・8…i日・iii… … あεいね（肴稲）

i
靖
／
1
あ乞いろ　（肴色）　〔党L右〕i枕’

’

ありまやま　（有馬山） iiiiiiiiii／ii
i2 あεいうすがf三　（肯色婆）i1脆’ あをLり（肴衿） i才／

ありやう（有糠）コ i／iiiilii／ii／iii … あεかきこもリ　（肴垣隠）i万　／1 あをがきやま　（青垣山）
i
方
2
1

ありよし　（有良）彰
iii／ii／iiiiiii°　　I　　I　　I　び　　゜　　°　　°　　°　　l　　l　　l i∫ あεかぐやま　～青香具山）i万1 あをぐむ　（青雲）　〔累劇涜ノ

ありわたる　（有）度）⑮
：　l　l　l　l　：　：　：　：　：　1！：⑯　　　　I　　　　I　　　　I　　　　I　　　　　　’　　　　1　　　　1　　　　1　　　　1　　　　1　　　　　　　　　　1 i3 あεぐも（青劇

i
万
タ
‘ あをごま（青駒） i万／

ありわぶ　（有佗）」ニニ 1日1ii…iiiii／i i あεぎし（青樹
1
枕
！
‘ あεし（襖子）ヵ li源／

ある（荒）千二 　　　　　　　　↓　　　　13i／i　3i　3i　i32i　3i　8　i　5iタiクi　2i　2i22
1

あεすヵ《やま　　（青看山） i万／ あをすそこ　（青ネ居濃） i枕2

ある（或）止俸
4」gi　　i　3i　　i　／i　　6i　乎i　gi　　i3乎i　　i／oi　8i　11　”　　1　，　　，　‘　’　1　’　”

｜
あを■（青姥）コ i源2 あをな（青菜） i万／

あるいは（或）榛 1i22i5iii　iiiiiii i あεなみ（青波） i万2 あを1二（青丹） i源’

あるさ（歩） iiiiiiiiili∵
i’ あをにびいろ　（青鈍色） i更／ あ乞によし　祝 i万28

あろく（ウ）・
：　：2：　1　：　　：　l　l　l　：　l　l‘　　　　I　　　　I　　　　I　　　　I　　　　　　I　　　　I　　　　I　　　　I　　　　I　　　　l　　　　l i2 あをね　（青根）　〔治危］ i万1 あをねろ（青嶺） i万2

あるじ（主）
7i！i2i2i2i十クi6i6i3i8i　iノ／ilil　　　　I　　　　‘　　　　‘　　　　‘　　　　　　I　　　　I　　　　l　　　　I　　　　I　　　　I　　　　I

1

あをぱ（看羽） i煉1 あをはた（肴旗） ‘i才3

あるじかた（差ガ） ノiiiii釘　iiiiii i あをへど（青承吐）コ i竹／ あをみいつ（青出）千二 i諌／

あるは（或）痔
・3i　i／i　i　i　7i　2i／i　i　i　i　i7il　l　‘　”　　　↓　’　”　　1　｝　’

1

あをみプら（青角髪）拭
i
万
／
1 あをみやす（肴泉）千二

i
源
3
．

めれ（吾） i　i2i　i　i　／i／i　3i　i　i／i　i
i
乎 あをやが（青）彩釦 i枕2 あをやなぎ（青柳） i万’

あれ（彼） ／ば2国囲8i2㍍1ば 1 あをやま（青山）
i
万
7
’ あんきもんゐん俊喜門脚力i徒’

あれ1まつ（荒果）千二 iii／ii5iiiiiii
i あんげん（皐元）ヵ i方／ あんし（専子）ヵ i穴2

〔注〕

17



18

徒i方i大i更i紫i源i枕鯖i後i土i古i伊i竹i

あれまさる　（荒勝）四 iiiii5ii／i／U／iii あんじさだむ（案足）千：コi従メ
　‥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

あんしやうじ　（皐杵寺｝ヵ1伊2

あれまどふ　（荒惑）四 iii／ii仁iiiiiiii 　　　　　　　　　　　1あんしよう　（略証）カ　　i従1 　　　　　　　　　　　‘あんじろ　（網代）　　　　　繰1

あれゆく　（荒行）糎 iliii；ノiiliiiiii／ あんじろぐるま　（網代車）i源／ あんじゐる　（蒙居）」ニーコi徒／
あわ（泡） i／i　i　i　i　4i　i／i　7i　i6i　i　i あんな　（字和）　ヵ　　　　　i大2 　　　　　　　　　　　1あんう　（毛羅）　ヵ　　　　　i人／

あわた杉し　（慌）形 2iiiii52ii4iiiiii あんらく　（キ楽）カ　　　i徒1 あんらくじ　（キ楽寺）ヵ　i人／
あわたちしげ（慌）彩動 i　i　i　i　i　3i　i2i　i　i　i　i　i あんεんた・’へい停稔泰乎）ヵ爪！ i

あわつ（慌）千二 iiiii2iii㍍i／i／i … …

あわゆき（ラ包雪） iiiii／iii∫iiiii／5 i 1

あわを（沫縄） iiiiiiiiiii／ii／ … …

あε（襖）ヵ iii／iili3iiiiiii
i i

あをいろ（青色） iiii8i♂iヲii日iii … …

あとうなばら　（青海原） i…　ii　iiii1－　ii／ i i
あ　ε　う　ま　　　（青　馬　　・　巨r　馬） i　i　i　i　i　2i　2i　2i　i／i　i　i　i／’　’　’　”　　‘　’　‘　‘　’　　　　　1 i …

あをくちば（肴朽葉） …………1／…3…………［… i …

あをし（青）形
2i　i4i／i紹　6i／8i　2i　i’i　i／i　i2　　’　”　　　‘　’　l　i　l　l　　　l

… ｝

あεずり（青摺） ii………212……………il i i

あ乞っブら（青葛） iiiiば／iiii／iii
i i

あεにび（青鈍） iiiii！タ照iiiiii 1 …

あをば（青案） ／i　i　i　i　i　2i　2i　i　i　i　i　i　iノ i i

あ左ぶう（肴淵） iiiiii／iiiiiii／ … …

あεみわたる　（肴疲）戚 ／i　i　i　i　i2i／i／i　i　i　i　i　i i i

あεむ（青）西 ／iii／ii4i／iiiiiii
i …

あεやか　（肴）形動 iii／ii5iiiiiiii
i i

あをやぎ（青柳） i　i　i　i　i3i　i　i3i／i　2i　i　i〃 … …

あん（案）ヵ
ii／－　i／iiiiii／－I　I　l　l　l　　l　．　I　I　I　　　I　I　　　　　　　　　　｜ i i

あんず（案）ザ更コ 2i　i　i　i　i　li　i　i　i　i　i　i／i … …

〔注〕
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あんち（宇麗）ヵ 2川∵ばIUUU
… …

あんない　（案内）ヵ i　i　i　i　i　6i　2i　i　i　i　i　i　i i i
1　；　l　l　l　　；　：　：　l　l　l　；　：
l　l　l　l　l　　：　；　：　1　；　1　：　1

i …

l　l　l　l　l　　l　l　：　l　l　l　l　：《　　　　’　　　　タ　　　　オ　　　　’　　　　　　”　　　　　♪　　　　”　　　　　，　　　　” i …
い l　l　l　l　l　　l　l　l　：　l　l　l　l

：　l　l　l　：　　1　：　；　l　l　l　l　l
i …

い（網）　〔〈杉の～フ 1iiiii　ii／i／i－　ii い（医）カ i徒2 いあつ　（射当）千二 i源1

い（寝） 2…2ii3i／i2ii／i3ii／i2° いいいけたる　句 i竹1 いうし（遊子）ヵ i枕2

いう　（優）形勧力 4i／i！6i！ii6iiiiiii／i いうしやうぐん（お将軍）ヵi源ノ1 いうそくそうカでう（肩職イ曽4同友iメLノ、

いうそく　（有職）　ヵ ジi　i7i　i　i12i　i　i　i　i　i　i　i いか　Ox千）ヵ i大’ いが（伊唄） i大／

いか（五すヨ） i　i2i　i2i　5i　／i　i　i　i　i　i　i いかうに　（一向）副コ 隊2 ㌔’カ・o・る（懸）輝 i万1
いカ、（女ロ何）　形動①

4！i4i　9θi22i22i6ア8i／泊’」｛3i　26　3i／4i　5i　7i　83‘　　　　‘　　　　｝　　　　I　　　　I　　　　　　l　　　　I　　　　l　　　　‘　　　　‘　　　　‘　　　　S　　　　‘

いかさわたる　（鍾r渡）悔 防／ し、ヵ’く　る　　（鷹）　下　二 i万／

いη’が（如何〕副 17i　3i60i／oi　4i253i　36i　49i　ヲi　6i　5i　6i　gi いカ、ごやま　（伺「香止〕） i万2 いη’し（厳）形
i
源
2
1

いカ、が♪き　（伊香加崎） ｝ぶii／i部目ii； いカ’た（鋳型） 腱ノ いかた〔地多フ i更！

いがき　（斎垣） ……………2i／i…ii／i！ii／
いがたうめ（伊貿専女） i源1 いかプち　（雷）　〔姥ろフ i方∫

いがく　（沃掛）下二 iiiii／ililiiiiii’　‘　L　‘　‘　　i　‘　’　i　i　i　l　i いかプちやま　　（雷山）
｜i才／

し、カ、でもレ、カ、で杉（やイ可☆ロ何）巳田易原　’
1

いかさま　（や何楳）形動 i　　i　　i　i　　i／9i　　i　　i　　i　　i　　i　　i　　i　7 いかにいがに（や何如何〕副i源8 いかにもいかじ凱如何如何）副i源’5

いかだ（筏） ii／iiiiiiiiiii3 いかふ（錆替）千二
…i徒／

いかへす（射返）ゆ i人1

いかづち　（酩） 　　　　　　　　　　．　　　　，i／i？iii亨i／iiiiiii／ いかほヵ、ぜ　（伊香保風） i万1 し、　カ、　1ぽ　ぜ　　　（伊　香イ呆　え） i万1

いがで　（セロ何）副② 6i　i36igi5i335i67i35i8i／i／i／3i’2i’　’　”　　‘　　’　’　’　”　　1　’　1

いかほね　（伊香イ暴a）
｜浮ノ
いヵ’ほろ（伊香裸） i万4

いカ・ほ（伊沓イ釆） i　i　i　i　i　　i　i　i　i　i　’i　i　i2 いかよふ（通）四 i万／ いがり（矩） i派1

いヵ・めし（敷）形 ／ii2i／ii76ii／uiii’i し、　カ、　り　　う　　ら　む　　　（絶恨）　　」ニ　ニi徒　　／
1

いかりもちく（刈持来）ヵ更i才2　　　　　　　　　　　1

し、カ、ヤフ　う　　（・ζρイ可才拳）　形動コ ii2iii／9i～i3iiiii／i いがるが（斑鳩）　〔地名戊i万 J いかん（・巾何）剖 i方’

いかり（碇） iiiiii2iiiiiii3 いき　（生） i万2 し’き（を岐）　〔地別 i八2

いかる　（怒）θ 2i　i　i　i　i　5i　i　i　i』　i　i　i　i’ い《キあカ、る　　（そ与男ID　　千」ち 鰯1 し、ご†　う　し　　（4ヨ憂）　勧 i古∫

いかるが（磁鳩）　（吻物戊 ㍑㍑ll／i㍑㍍日2
y、く午ガ、〈　る　　くfテ臆）　千　二 ‘

瀦
／
1
いさかヘクびとく生逐人）濠’

．

いさ　（自’“） 　　　　　　　　　　i　’
5　i’il一ノ3i／i2iiiii2i5 いきがへる（生返）・ i源仁 いぎ†二なさ（寝ラう） i源∫

〔注〕①へに’へにも，～なゐ・～1ゴリ’り・②「いがでがu9）」εふくむ・

Ig
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いきあ、あ　（行遇）四 ii2iiiiiノ日日／ii いきちる　（行散）沙 i源2 い1キプヵ、し　　（鳥）　形 i万2

いきいつ　（生島）　千二 ii／iii／oiiiiii3i／i 　　　　　　　　　　　‘いきづきあかす（息明）◎：万3
‘
　　　　　　　　　　　1いきづきあまる（息衝余）四i万2

いきかよふ（行通）四 iiiU3iiiiii3∵ いきプ、キわたる（鳥衝濃）四i万2 いきつ’きをハ（亀衝刷戎i万3
いきざし（鳥差） iiliiilii／iiiiii 　　　　　　　　　　　1し、《キつく　し　　（愚衝）　形〔彙樹i万 ’いミキどに〔る　　（憤）　㊥ Ii万／

いきしに（生死） i　i　i　i．　i　2i　i　i　i　i　i　i　↓ i／し、｛キ　と　ま　る　　（行留）　1ロ
源6 いきのε（鳥緒） i万／6

いきすぐ　（行過）上二 iii／ii　－／iiiiii いきはなる　（行離）　千二 Ii枕1 いきぶれ（生角蜀） i源／

いさ寸だま　（生霊）
i　i　i　i　i　2i／i　i　i　i　i　i　iI　　　　．　　　　ぐ　　　　．　　　　，　　　　　・　　　　1　　　　‘　　　　I　　　　I　　　　I　　　　r　　　　’

いきほ（勢？） i大／ し、き　ま　じ　る　（fそ雑）　四 i源／

いごドたなし　（寝；考）　1灼 iiiii7i3iiiiiii いVキめぐ　らλ・　（生廻L）　四 i源1 し、　き　4シ　て　　ゆ　く　　　（行行）　　四　　　　　　　　　　　1i靖2
いきちが！3・（行違）⑮

iii／ii　i3i／iiiiii‘　　　　I　　　　I　　　　I　　　　l　　　　　　‘　　　　．　　　　．　　　　．　　　　．　　　　l　　　　I　　　　I

いきわがる　（行別）千二 浸1 いきゐる　（行居）工一 i枕2

いきつく（行箔）四 i　i　i6i　i　6i　3i　2i　i　i　i　i　i いく　（生）上二
i
徒
l
I

し、　　く　　カ、　さ　　ね　　　（　幾　重　）

i
蜻
／
・

いきプく（鳥）四 1iiii－iiiiiii いくき（穴樹） i後1 いぐし（斎辛） i万1

いき1手ひ（勢） 3i／i／i　2i　i38i　i　i　i　i　l／i／i いくしほ（残入）
i
蜻
1
． いくそ（幾）

i
後
／
P

いさほふ（勢）声 一　ilii／i㍑　川　i㍑’　’　’　”　　1　1　”　　l　l　l　l いくだ（残）副 i万3 いく仁’1（銭人） i源2
b、き　ま　く　　（鳥巻」）　四

∫iiiii／iiiiiiii いくザ（膓観道）　〔党るコ
i
万
l
I
いくち’だび（幾千度） i更ノ

いきもマいく　（行行）間 i　i　i　i　i　　i2i　2i　i　i　i　i　i し、く　ち　とせ　　（残イ秦0
1
ヱ
’
・ いくち1‡ち（残千穣）

｛i後／

いきやる　　（㌘了ま豊）　ロヲ 　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　l　　　　I

i－／ii　i／iiiiiii いく■やま　（渚」直山）
i
万
／
…

し、　く　　メラ　よ　　　（須掴ぺ） i紫／

いく　（行）四
i　i5igi／i2／i70i／戊　　i2i　i3’i4i6’　’　’　’　’　　’　’　’　’　”　　l　i

いくプく（，鳥）四
1
万
／
1 いくとピ（幾年） ．i源1

いく　（生）四 9i　i7i／i2i52i4i4ili　i／i　i2i3 いぐ’ひ（杭） i万2 いくひろ（妓尋） i枕／

いく　（生）千二 iii｝iliiliiiiii いく’｝（暗礁）
｜i万1
いくり　（俘久理・）　〔地名りド万1i

いくか（織日） i　i　i　i　i　　i　／i　i　i！i3i／i　i2 い1すがみ　（ラ芭神）　て地危戊i万　／ いけす（ラ削汐 i蜻1
いくかへり　（残返） i　i　i　i　i2i　i／i　i　i　i　i　i い1すf三（ラ芭田）　〔人危コ ↓i万／

い1ナピり（生取） i万1

いくさ（軍） 3……3……iii［………… いけなみ（，芭．皮） i万2 いけはつ　（生果）下二 i源／

いくそたび　（蔑度） iiiiiliiiiii／ii い咋めく　（ラ也）四 i土’ いけやま（ラ巴山） i源2

いくそばく　（蔑多）　副 i2i！i　i　i　　i　i　i　i　／i　’i　i　i いご（以後）カ 淀／ いこう（乙講）ヵ i大／

いくた（生宙） iiiiii∫ii2iiiii いこぎむかふ　（膓奮柄）Y9 i方1 いこぎめぐる　（漕廻）口
i
才
l
l

いくたが（幾皮）
：：1…　l　l：1／u　i／il．　　　　‘　　　　‘　　　　I　　　　I　　　　　　「　　　　・　　　　‘　　　　‘　　　　‘　　　　「　　　　l　　　　I

し、　こ　　ぎフ←つ　ナニ　そ）　　（ラ曽Z雇〔）　　四
i万2 いこぐ（漕）四 β／

〔注〕
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いくつ（幾）
i　i5i　i　i4i　i2i　i　i／i　il　　　　l　　　　l　　　　‘　　　　I　　　　　l　　　　l　　　　I　　　　‘　　　　斥　　　　‘　　　　1 i いこず（掘）エニ i万／ いこふ（鳥）四 i万3

いくばく（幾）副 3i／i　i　i　i／4i　2i～i　i　i／i～i i6 いこ　またかね　（生駒喬嶺）i万．　’ いころす　（射姓）　四 1舛3

いくよ㈹世） iiiii3iii6ii＋i2i i2 いざいざ　庵 i紫1 いざかし　感 擁’

いくよ（織夜） ／…　i』一　／－　iiiii iタ いざカ’ぼ（…竿川
i
万
l
I

いさきめ　ぐろ　（聞延）　1］9 ．i方∫

いく．ら（幾）副 iiiiii／ii／ii／ii i1 いぐζ　ぎよ　し　（ラ禦）　形 i徒2 いぐさけわざ（寛‘階） i工／

し、　〈　　わ　んノ　　（　衣」冠）　　　ヵ ／i！i／iii　－　iiiii i
いご「さ　むら　た1†　　（秦田多孝汁ケ）　i才　　／ いさ“と　1デ　　（寝耳だ）　¶移菅ヵ ’i源／

いけ（膓倒
6i　i3i　2i　8i　2gi2／i　4iヲi　3i仁i　i‘　　　　l　　　　l　　　　‘　　　　、　　　　　I　　　　l　　　　l　　　　l　　　　l　　　　l　　　　． i

2
…

いさなとり　祝 i万∫2 し、　㍗　な　　ひ　　r：　つ　　　（　誘　　江　）　　　千　　二　i琢　　／

いけみつ（弛水） i　i　i　ili2i　i　i2i　i　i　i i4 し、ぐドな　ひ　と　る　　（彦芳取）　ロ9 瞬ノ 　　　　　　　　　　1いさ1二は　（伸佐庭）　〔地島コi万！

いこま（生駒） iiiiiiiiiii／i
i
l いさまし（勇）形 i徒1 いごみ　　〔把島〕 i才／

いこまやま（生駒山） iiiii　iiiiii／i i4 い叉め（寝覚）　〔地危フ
i
杷
’
1 いさめおく　（諌置）四 i源1

いさ　副
バ　　i　i／i／i23i　3i／i　8i　i3i／iL　　　　L　　　　、　　　　、　　　　1　　　　　　、　　　　、　　　　、　　　　L　　　　L　　　　1　　　　、 i2 いさめかへす（諌返）四 罐’ いぐやが1才　（チ矢ロ裁）ID i方2

いざ　鹿 ／i　　i　li　／i　／i／2i　7i　6i／／i　　i／3i　4i／i2 し、　ごr　ら　カ《　1さ：　　（細）り）

i
源
／
⑯ いさらゐ（細ネf）

i
源
2
1

いさかひ（詩） ／ii！ii…iiiiii i し・さツたく（漁焚）・ i方／ ㌧、さ“リ　つ　る　　（フ魚釣）　　ロ9 i万／

いさカ・ふ（詩）四 2i　i　i　i　i　／i　i　i　i　i　i　i … いざる　（漁）四
i
万
∫
1 いざわ　薦 i万／

いささか（些）形動
弁i／i〃i3i　3iタoi23i　6i　i3i　i2i亨i／‘　”　　‘　‘　　　　　　　　　　　　1 し、し　　（五一「師）　　〔地右　コ i万2 いレうら（后卜） i万／

いささめじ（葬晩）副
　　　　　”　　i　l　；　il　：　l　l　l　l　l　l　：　：／l　l‘　　　　‘　　　　l　　　　I　　　　I　　　　　l　　　　‘　　　　．　　　　．　　　　」　　　　，　　　　’

i
3 し、し　カv「5　　（后月券）　形勧 i蜻1 ㌧、し　カ、1才　　（后1’1）　　〔党）も〕　i】万　2

いこ㍗と　し　　（寝月篇）　形 i　i　i　i　／i　2i　／i　i　i　i　i　i「　‘　‘　’　’　　’　”　　l　l　l　i …
…
し、しカ、1まま　る　　（ノ6nlタし）

｜
け
人
／
1

し、しカ・1‡ま　ろ　　（后川ノ管） i穴／

いさ・なひいプ　（誘出）　千二 iiii／iliiiiiii i
いし　く午　を　る　　（柘才『）　四 i万／ し、　し　ナZf二み　　（釆ラ畳） 1大2

い評なふ（誘）四
i－　ii／3iiliii／i／il　　　　l　　　　I　　　　‘　　　　l　　　　　I　　　　l　　　　l　　　　l　　　　l　　　　．　　　　‘ i2 いレプき（石突）

｜
1
大
1
1

し、　し　つ　く　ハ　　（石作）　〔人危戊i竹　3
’

いさむ《勇）四
3：lll：・lllll：：I　　　　I　　　　l　　　　I　　　　■　　　　　　l　　　　l　　　　I　　　　I　　　　I　　　　■　　　　．

i／ いレはし　（万階） i蜻∫ いし1ダし　る　　（ノ∈｝走）　四 活’

いさむ（諌）千二
liiliii35iiliiii∫iη　　　　■　　　　1　　　　‘　　　　，　　　　　　1　　　　■　　　　●　　　　↓　　　　I　　　　l　　　　l i2 いしばひ（石反） i沈2 いし・3ミしやう　（ノ巳↓尺ネ泉）　　　　　　　　　　↓コ泳1

いさの（錬）
∫1　；　l　l　l／Ol　：　l　l　l　：　lI　　　　I　　　　I　　　　I　　　　I　　　　　I　　　　l　　　　l　　　　I　　　　I　　　　．　　　　1

… いしまろ　（λラ麻呂） 防／ し、し　やま　ま　う　で　（天ラ㊤ま旨）　i戊ミ　／

いさよひ1（頃踊・†六夜）
i…　ii4iu　い／いl　　　　I　　　　■　　　　■　　　　1　　　　　　■　　　　，　　　　‘　　　　‘　　　　l　　　　l　　　　I

i
～ いしゆ（鷺趣）ヵ

i
徒
l
v
いじゆつ　（医網）ヵ

i
徒
l
l

いさよふ　1ρ iiiiiliiiiiii i9 いしよ（医・書）ヵ i徒／ いしゐ　（尼叶）　〔乎通痴飼田更’

いぐり（漁） iiiiiii／iii／日
i
／
2
｜

いしゐ　　（石ヰ）　　（’巴糸戊

i
万
／
1 いずし（始買鮪）

i
工
1
t

いさりび（：魚火）
　　　　　’　”　　‘　’　i
l　l　l　l　l　l　l3：／；　：　1／1‘　　　　l　　　　I　　　　I　　　　l　　　　　I　　　　」　　　　6　　　　‘　　　　．　　　　‘　　　　1 i3 いせ（五十瀬） i後／ い七し　ぶ・　（イテ勢集）　コ i矢1

〔注〕
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いし；（あ）
10U午i’i1Bi∫i2i　i／口6i2igl　　　　l　　　　‘　　　　‘　　　　1　　　　　　L　　　　■　　　　1　　　　，　　　　1　　　　‘　　　　1　　　　‘

いi玄じま　（イ予4吾島） 遠’ いせっ　（震説）ヵ i徒1

いレ（碕子）カ iiii／i4i／iiiiiii いせをとめ（伊勢処ヤ）
Ii万／ いそ　（磯）　〔人危〕 ，i徒1

いレずゑ（礎） ／iiiliiiiiiiiii いそがくハゐる（磯隠居）上＿i万／ いそがく　そ　　（磯隠）　四 悌ノ

いしづ（后浮） i　i　i2i　i　　i　i　i　i’i　i　i　i いそヵ＜＜　る　　（顧是’亀）　千　二 i源／ し・そカ・げ（綱影） li才／

いレま（后闇）
■　　　　l　　　　I　　　　‘　　　　｝　　　　　　l　　　　I　　　　｝　　　　‘　　　　1　　　　■　　　　1　　　　1
：　l　l／：　：　21　｝　：　／：　：　’；　l　lI　　　　‘　　　　．　　　　1　　　　．　　　　　　1　　　　‘　　　　1　　　　‘　　　　．　　　　I　　　　I　　　　l し、そがしいつ“　（急出） 千二i糠1 い．そがし　がろ　（忙）　四 i太，1

い　しや　う　（衣裳）　ヵ ／i　i2i　i　i　　i　i　i　i　i　i　i　i 　　　　　　　　　　，し、そカVし　γ二　つ　　（そ』立）　千　二i源　／ いそがしやろ　（急重）　百9
i
蜻
l
l

し、しやま　　（メラ↓L】）　　〔地右〕
ilii3iigi／i5i㍑　㍑　iI　　　　l　　　　・　　　　1　　　　．　　　　　↓　　　　I　　　　I　　　　‘　　　　．　　　　．　　　　．　　　　1

いそがはし　（忙）　形 i従’ いそがひ（磯貝） i万／

’し、レよ　く　　（衣食）　ヵ

li∫iiii　iiiiiiii i祉1 いそぎあふ　（亀合）四 i勧
いせ（伊勢）

亨i　i／i2i4i　gi2i　igi　i5i　6i　i’0」　　　　‘　　　　1　　　　‘　　　　I　　　　　　l　　　　■　　　　I　　　　I　　　　I　　　　I　　　　■　　　　‘

いそ　ぎあり　く　（え…ジ歩）　09 i源1 いそ　ぎし’く　（急行）　セ9 i枕／

㌧、ゼrびと　　（伊勢人） i－　i／i∫iiiiiiii いそ　ぎいる　（急入）　四 i源2 いそ　ぎお　こ　す　　（急起）　憎
i
枕
1
1

いピものがたハ　（伊勢物語）
’i　i2i　i　i　／i　i　i　i　i　i　i　i‘　　　　．　　　　I　　　　l　　　　l　　　　　　I　　　　‘　　　　1　　　　．　　　　‘　　　　■　　　　‘　　　　1

いそぎおしありく（急才甲形）wi枕／ いそぎおはす　（急オ三）　四 瞬1
いせ乞（伊勢） iiiii3iiiliiiii し、そ　ぎお【ぎイ　　（急肥』）　四 i源／ いそ　き’おる　（急千）　エ　ニ

i
人
1
‘

いそ（蝋）
～iii’｝i5iiぼ5ばいi51　　　　1　　　　‘　　　　‘　　　　L

いそ　ぎく　（急＼釆）　力　叉 i祝1 し・そさ“とりいる（亀あし入一）下二i枕　1

いそがし　（忙）形
　　　　　’　‘　I　l　l　l　l　i

iiiiiタi／i／iiii／ii
し、そ　き“まヵ、づ　（急麗8ム）千二i燦　2 いそ㍗まさる　（急勝）● i蜻1

　、いそがしヒド　（忙）　形・動
iiiili2iiiiiiii■　　　　‘　　　　I　　　　I　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

いそ　ぎみゆ　　（急見）　千　二
…i蜻’

いそき“みろ　（急昆）L一 i枕’

いそがす（急）四
　　　　　”　　1　｝　｝　l　l

iii－4i3iliiiiii
いそ　ぎわナニろ　　（急》度）　■ i蜻1 いそ　さ“き　　（磯崎）　　（培あ］　i巧　　／

いそぎ（急）
2i　i　i　i　i30i／iちi　i　i　i　i　i’’　’　”　　1　　”　　‘　‘　｝　i　｛　1 いそつ』たひ　（碑イ云）

｜iラ原／

いそな（磯菜） i古2

いそぎいプ　（急出）　千二 iiiii！6i∫iliiiiii いそのカ’み　（石」」） 〔人名〕i竹3 し、そ｛ボひ　乞　う　　　ラ　史 i方／

いそぎおむふ　（急思）四
i　i　i　i　i　2i　i／i　i　i　i　i　i‘　　　　I　　　　I　　　　I　　　　I　　　　　　．　　　　‘　　　　I　　　　I　　　　I　　　　’　　　　■　　　　■

いそふ（働）ψ

i
万
／
1 いそふり（磯角め iエ’

いそぎかへる　（急帰）四
1　：　l　l　l　　：’121　1　1　：　l　lI　　　　I　　　　’　　　　l　　　　I　　　　　8　　　　1　　　　‘　　　　．　　　　．　　　　1　　　　1　　　　1

いそま（磯間） i後／ いそま　〔地名〕 i万／

いそき“たっ　（急立）　四
i　i　i　i　i！2i　3i　2i　i　i　i　i　i．　　　　　‘　　　　　1　　　　　‘　　　　　．　　　　　　　I　　　　　I　　　　　．　　　　　．　　　　　．　　　　　I　　　　　I　　　　　l

いそ字くら　（石杷） i万／ いそまつ（磯松） i万1

いそぎまゐる　（ゑ参）田 iiii／i　i／iiiiiii いそみ（磯廻） i方7 いそもと（磯本） i万／

いそぐ（急）四
6i　i8i　2i　4i〃亨i’gi／5i　2i　2i　i　i　i．　　　　‘　　　　‘　　　　■　　　　l　　　　　　l　　　　I　　　　‘　　　　■　　　　‘　　　　1　　　　■　　　　■

いγ：（板） li沈4 いた　　創 i”2

いそし（動）形 iiiii∫iiiiiiii／ いたがき（才反垣） i：原1 いだか小（才芭）千二 i竹’

いそ■（五ヤ）
i2i　i　i　i　2i　i　i　i　i　i　i　i．　　　　1　　　　．　　　　‘　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

い陥がる（痛）問 iエ’ いだきあつかふ　（抱級）慣i源／
1

いそのカ’み　（石」巳）　枕
　　　　　’　1　’　”　　1　‘ll／1／ll力　1213115111／0‘　　　　I　　　　I　　　　l　　　　l　　　　　　．　　　　I　　　　I　　　　l　　　　’　　　　1　　　　，　　　　1

いだきうつす（抱移〕四 i柴2 いだ穴お二す　（抱起）ゆ i徒／

〔注〕
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いそべ（磯辺〕 iiiiiiiii／i／ii‘i！いだきおろす　（才習千）　¢ i源十 し、だく￥　カ、　く　す　　（？色，蔦）　ロ9 i源1
いrどきいつ　（才乞出）　千二 iiii／i2iiiiiiii

いだきカ、し　つく　　（才包イ専）
旨・i源／

し、　†二　　1ず　　　（　痛　）　　　抑多　富ヵ Ii源／

し、　rど　　き　　し、　　る　　　（　才乞　入）　　　千　　二
i　i　i　i　i　3i　2i　i　i　i　i　i　iI　　　　l　　　　I　　　　I　　　　I　　　　　　I　　　　I　　　　l　　　　■　　　　■　　　　．　　　　‘　　　　‘

いたさ　（痛） i靖／ し、　↑≧　し　し・一プシ　（　出」　出）　　千　　多 i枕！

いだ～Fとる　（抱取）四 i　i　i　i　i　2i／i　i　i　i　i　i　i b、　†言　し　レ、　ゐ　　（8ム　入）　千　　二 i糠／ し・ナ≧し　う　ち　ぎ　　（出ネ圭） Ii枕／

いだきもつ　（才乞椅）●
／i　i　i　i　i　2i　i　i　i　i　i　i　i‘　　　　I　　　　l　　　　‘　　　　l　　　　　　l　　　　I　　　　I　　　　．　　　　‘　　　　．　　　　．　　　　．

し、だ　し　f二て　ヵミ彦し（此立葵崖）形i源　／ し、だレ1び　なつ　　（出方《）　四 i源3

いだく　（抱）恨 i　iタi2i　7i　2／i　5i／i　i／i　i　i／i し、γこ　し　や　る　　（出遣）　四 i伊1 いただ（板田） i万／

いたし　（甚・痛）形①
／2i　i22i　3i　8i3％i色2iユ2i　3i　6i∫i12i　7i∫■　　　　l　　　　l　　　　’　　　　■　　　　　　l　　　　l　　　　l　　　　l　　　　‘　　　　ψ　　　　l　　　　l

いr：だき・も　うひ　　（載壱苛） i紫2 い桝パもプ（載・拷）四 i万／

いr二じき　（板歎） 2i　i　li　i　i　　i3i　／i　i　i　i　／i　i いたう　（鍵） i源2 　　　　　　　　　　1いちちなげかふ　（立嘆）wlフヲ’
1

いだし　ぐ　る　ま　　（出車） ii亨iii2iiiUiii いたつ　（立）四 i万1 い托ブが‘はし　（皆）　肴多 i従／

いだしすう　（晶垢）千二 i　i　i　i　i2ili　i　i　i　i　i　i いたプらいね（徒寝）
i
後
l
l

いT二つ’らびと　（徒ん）
1
源
3
1

し、だ　し　r二　つ　　（ぬ　立）　　千　＝ i　　i　／i4i　　i．ノ7i　／i／5i　　i　　i　　i　li　2i し、fち　rプβフ　3：　し　　（そ乏臥） i源∫ いたブらや　（徒屋） i枕／

いたす（致）ゆ ／i　i／l　i　i　／i　i　i　i　i　ili2i いたどハ（虎杖）
i
批
／
． いたどりよる　（辿寄）四

i
万
／
．

いだす　（あ）rβ し、f二【オ　し　　（痛）　　形 i蜻／ い†パ判　（・労） i源7

いただき　（頂）
　　　　　”　　；　’　i　l　i　i
／i　i／i2i2i　5ili　i　i　i　i　i2i し・ナち1ま　り　か　し　つ　く　（労イ専L）四i源　2

・

し、　7F二　1てF　　ハ　　の　　ぞむ　　　（労望） 四i源ノ

いちだく　（叡）四 ／i㍍i2i2iiiiiiii∫ いたぶらし　形
1
万
／
， いたぶる　　恒

li才／，

し、　ナこ〔　プ　　く　　　（労）　　喧 　　　　　　　　．　　　　．　　　　．
iiiiilii／川　ii！ii し、†っま　し　　（痛）　形 i徒3 いたむ　（桶）千二 i徒1

し、　r二　　づ　　ら　　　　（　徒）　　　形　釦 8i／i　i2i　i2タi／i　i〃i2i　7i亨i　2i1ゲし、たむ　　（廻）　エ　ニ’　’　’　’　’　　’　’　”　　l　l　i　l
｝i万／’

いため’（板目） i才1

いちど（放戸） iiiii　iiilii／iii亨
し、　fニ　グ）　し　1蓉　　（文ケ堪〔） i枕／ いたりあふ（到合）田 i蜻／

いrち1苫し　（労）　形 iliiiiξi’iiii川　i’　1　，　’　’　　’　’　”　　i　‘　‘　’ いたりかかゐ　（到掛）四
｜i靖／
いすごる　（至）　〔人右〕 Ii伊4

㌧、r二｛ま　る　　（労）　、鎗

ii／iii3iiiiil2ii いたゐ（板汁） i古1 いちえい（一栄）カ i穴1

い已パ（板葺） iiiiiliiiiiiii／ いうがらん（一椥藍）ヵ
’　　　　　　　・｝
人
／
1

し、　ち　　1ず　し、　　（　一　彦民　）　　カ i徒2

いたま（板閥） ii／iii／iliiii／i．ii いちご（覆盆子） i枕2 いう　こ　ち　了　う　　（壱越言周） カi源1

いたむ（痛）声
3i　i　i　i　i　　i　i　i　i　i　i　i　i21　　　　　．　　　　　，　　　　　．　　　　　1　　　　　　　‘　　　　　．　　　　　．　　　　　．　　　　　．　　　　　‘　　　　　I　　　　　I

いr5こつてう　（壱越調）　　’カi源／ いうごんはうだん（一葛芳談）ガ徒／
1

いたや（放屋） iii／ii3i5iiiiiii いちざ（一産）ガ 橡／ いちし　〔草烏戊 iプ／

いナニリ（至） 2i　i2i　i　i∫2i∫i　i　i　i　i　i　i‘　’　’　’　’　　’　”　　‘　‘　l　l　’

いちじて一時）ヵ i徒2 いち　しろし　（芳）　形．
冶
「
2
0
1

いた’1つく　（夢膚）四
：　：　：　：　：　／l　l31　1　1　：　：　：I　　　　I　　　　I　　　　I　　　　I　　　　　　l　　　　「　　　　1　　　　‘　　　　1　　　　．　　　　‘　　　　1

いちだい（’代）カ i更／ いちfこいじ　（一犬一亭）　ヵ i徒／

〔注〕①「いrパ」「いr二う」とふくひ・

23
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いたる（到）四 〃i7i　7i　i　i／5i　レoi　i∫i　3i　8i／i30 いちだいなごん（一大ξ内害）ヵi穴2 し、ち　rこ　う　　（一立）　ヵ i徒2

いち　（一）ヵ 2i　3i19i　2i／i　2／i’2i　i　i　i　i　i　i いちぢ（市遣） Ii才／ し’う　ち“やう・　（一丈、）　ヵ Ii枕／

いち（市） i／i／iiii6iiiii／ii3 いちぢやう　（一定）ガ i徒2 し、写　て’　う　　（－4←）　〔一オじ〕　カi徒　1

いちぐ（一具）ヵ ／iiii／iliiiiiiii いうでうせつしやう　ピの i大2
し、　ち　で　う　む　う　ま　ち　　（一　名←室i宇乏　　／

1

いちご（一期）カ 1iliiiiiiiiiiU （一茶摂政殿）コ … 町）コ i

いうじ（一事）ガ 6iiliii　iiiiii一 　　　　　　　　　　　1いちでうゐん　（’朱院）
カ
1
犬
2
2
1
いちでうゐんτんわう　（－i人／

‘

し、　う　　じ　よ　う　　（　一　つk）　　ヵ
一liii　i／iiiii－「　　　　■　　　　■　　　　1　　　　■　　　　　　l　　　　l　　　　I　　　　I　　　　I　　　　I　　　　l　　　　‘

… 朱院天望）ヵ i

いち　じ　る　し　（渚｝　4移

iiiii8i／i／iiiiii
し、ち　で，3、　（一サ広）　カ i源／ いちマんが（一天下）ヵ

i
大
2
1

いち　〔z“う　　（一条）　　〔地危〕　カ
ノi／i13iiiノ与i5i3iiiiii‘　　　　■　　　　1　　　　↓　　　　■　　　　　　1　　　　‘　　　　‘　　　　I　　　　l　　　　I　　　　■　　　　‘

し、　寸ラ　な　ん　　　（一　男　）　　カ i人仁 いちに（一二）カ i源／

いちでう　どの　（’集1殿）　コ iigiii　i2iiiiiii いちにぐわつ　（一二月）　ヵi穴　／1
し、　ち　　1二　ち　　し、　ち　　でつ　（一冒一液）フク；翔巨　／

‘

いちでうわたり　（一原辺）コ ／iiliiiiiuiiii いちにちまぜ（一日）　コ i秀／ し、’　1二ちや　う　　（’二町） カiガ／

し　、　ち　　ど　　　（　一　度　）　　　ヵ

li／iぼiii　i－　iiiii
し、　ち　　1ニ　　ピ　　　（　’　　二　　度）　　　カ

氏
l
l

し、　rぢ　　1：〔　ひ　ミキ　　　（　’　　二　疋）　　フワ

i
犬
／
1

いちにち　（一日）カ 4i　2i　i　i　i　　i　i　i　i　i　i　i　i し　、　ち　　1二　　ん　　　（　’　　人　　）　　　　カ

i才2 いうねん　（°一穿）カ
1
穴
2
1

いちねん　（一念）　カ
　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　．　　　　l　　　　l　　　　‘

3iiiii／iiiiiiii いちばん（一番）ヵ
i
犬
！
｜
いちひ（橡） i万／

し、「5　1まやし　　（逸、遠）　曹〃 iiiii4i／iちiiii／ii’　’　’　”　　　｝　”　　l　l　l　l　i いちひつ（榛律）　〔招多川万／ いちの（市女） 「i源2

いうぶ（一抑）カ 1ii’iii／iiiiiiii いちもう　（一乞）ヵ i徒∫ し、　rち　　｛シ　ち　　　（逸物）　　　ガ 汰ノ

いつ（伺時）①
’oi　i5i　／i　i7gi’7i∫oi2gi　4i／3i　7i／i∂8’　1　’　‘　’　　’　’　’　”　　i　；

いちや（一夜）カ
｝i方2
いちらく　（一落）カ i大ノ

いプ（あ）・F二 　　　　　　　　　　　　｜！仏i5i60i∫7i∫6i35：2i78i73i20i∫邨i33i26i’oi／θ いち’1つ（一律）：カ i徒1 いちゐん（一院）ヵ i犬2

いつか（五日）
／i　i5i　2i多」i　6i　5i1／i　i2i　i　i　il　　　　l　　　　l　　　　‘　　　　1　　　　　　‘　　　　．　　　　‘　　　　‘　　　　‘　　　　‘　　　　1　　　　‘

いつ（俘豆） i万2 いプ（何処） i才／

いブη・ち（何ガ） 5i　2i　4i　i　i60i／i／i　5i　i　i／i　i いつが（一象）ヵ i人2 いつかし’ （巌櫨） i方’

し、　ブ　カ、　f二　　叉　ま　　　（　イ可　才　キ華）
iiii∫i’iiiiiiiil　　　　，　　　　I　　　　l　　　　l　　　　　　‘　　　　・　　　　‘　　　　‘　　　　‘　　　　‘　　　　l　　　　I し、つ　ヵ、　し　　（祈）　　形 i源7 いつがへり　（五返）

i
ガ
1
．

いつかむいか　（五六日） i　　i　　i　li　　i　gi　　i　6i　　i　　i　　i　　i　　i し、　つ　カマ　リ　　あ　ノ3、　　　　四 i万／ し、　っ　ヵv　つ　芝ζ　つ　　　　ラ　　更 i万／

いつき（肴）
i　i3i　i　i　li　i　i　i　i　i「7i　i／”　　l　l　’　　1　‘　”　　‘　1　”

いつさ（斎槻） i万！ いつぎいつぐ　（継継）悔 i万1

いつく（斎）θ iiiii4iiiiiiii5 し、つξキカ、し　つく　　（斎イ尋） 惚i源1 いつきすう　（斎垢）千二 i舜’

いプ〈　（何処）
8i／i　6i　2i　i37i　6i十i／i　i2i　2i　i2’　タ　’　1　‘　　‘　”　　‘　i　l　’　‘

いつぐちつ　（祈立）千二

i
ラ
原
’
」 いつきむすろ（斎恨）

i
元
原
午
1

し、　つ　く　　し　　（厳）　　廿多 l　l〆l　l　l／6121　1　1　：　l　l　l／■　　　　I　　　　I　　　　‘　　　　1　　　　　　1　　　　1　　　　■　　　　l　　　　l　　　　‘　　　　l　　　　　　　　　　　l し、　つ　ξ午　や　し　な43、　（停養） 宿i竹1 いつく　（一句）ヵ i徒1

〔注〕①「いつか」「いつも・とふくむ・
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いつくわん（一巻）ヵ ∵／ii2ii；ii日u いつぐ　（継）四　　　　　　i万ノ いつくす（屡）ロ　　　　iカノ
いプこ　（何処） i　i2i7i／i43igi6i7i／i4i2i　i 　　　　　　　　　　　．いつくへ（何処辺）　　　i万／ 　　　　　　　　　　　1いプこ　も　と　　（イ可処君午）　　　　i大　／

し、　つ　　ごr　し、　き　や　う　　　（一切経）　　カ ／iiiiii2iiiiiii
し　、　つ　　こ　　ん　　　（　一　献）　　　カ　　　　　　　　　　　　iZ疋　　’ いつさい　（一切）　ヵ　　　i徒1

し、つ　ご「　う　　（一　タヌ）　　カ 1ii1－iiiiiii’ ii
し、つさし、しゆじやう（一切象生）ヵi穴　／ 　　　　　　　　　　　1し、つ　し　　（一チ）　ヵ　　　　　　　iメζ　／

し、つ　し　カ、　（何吟）　昏］
i　i／i午i2i　3チi／516i　7i　i2i　i　il　　　　・　　　　，　　　　l　　　　I　　　　　I　　　　｝　　　　I　　　　l　　　　．　　　　1　　　　．　　　　　　　　　　　　‘

いつ　し　　（一ネ支）　カ　　　　　　　　i枕　’ し、づし　　（イ可r方）　　　　　　　　　　i万　／

し、つ　し　やう　　（一生）　ヵ 8iiiii　iiiiiii／i 　　　　　　　　　　　1
し、つし［ず　（厳柴）　　　　　　　　i万　2 　　　　　　　　　　　1いつしは『［ま　ら　　（廠煤原）　　i：万　／

いつしやく　（一尺）カ ii2i／i2i2i2iiiiiii いつしやう　しや　う　じん　　（－i犬　／ し、つ　しん　　（一身）　ヵ　　　　　　iラr2
いつ　しやく　よ　　（一ノく余）　カ i－　i／i　iliiiiiii 生精追）カ　　　　i

i

し、つ　し　ゆ　　（一首）　カ ／ii／iiiiiiiiiii いつピ（’芭）カ　　　　i源／ いつせい（一芦）カ　　　i枕／
いっすん　（一寸）　カ 一1iii　i’iiiiiii

いつ辻つな（一刹習のヵ　i徒1　　　　　　　　　　　‘ いつ亡ん　（一・銭）カ　　　　：徒3　　　　　　　　　　　1

いつたり（五人） iiii∫－iiiiii3i いつせ人ノきうひやく　しうじノ3・i六L　／ し、つナニ人ノ　（’旦）　副力　　　　i徒　／
いプち　（何才） i　i　i　i　i／2i　5i／i　3i　i3i／i　2i　3 さ∠、ねん（一千丸6七†三駒ヵi　　　　　　　　　　I i

し、　つ　ち　や　う　　（一町）　　カ i　i2i　i　i　i　i／i　i　i　i　i　i じ、つ　ちや　う　　（一張）　　カ　　　　i方　　／ いつフき（五月）　　　　誹ノ

いつつ　（五）
　　　　　　　　I　　　　I　　　　I　　　　l　　　　l
／i　i2i／i　2i　5i　i　i　i　i／i　i　i／ いつつ乞（五縄）　　　　i徒1　　　　　　　　　　　． いプマ　（仔豆4）　　　　　i万／

いつつむつ　（五六） iiiii2i2iiiiiii し、つ　一τ　う　し　　（一了周チ）　　ヵ　　　1徒　∫　　　　　　　　　　　1 　　　　　　　　　　　1いプ了ぶね　（停豆争舟）　iオ’

いっとピ（五昇） i／iiiiiiiiiiii
いつと二　こ　ろ　（五」所）　　　　　　i六」2　　　　　　　　　　　｜ いつぬきがは（貫川）　　i枕／

いつ　とぜむとゼ：　（五六」年） i　i　i　i　i　2i　i　i　i／i　i　i　i‘　’　‘　”　　　1　”　　l　l　‘　l　l

いつ1針二やま（五幡山）　i枕／
．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

いつは　リ　カ、くrる　　（イ為飾）　θiz走　’

いつはた〔五幡）　〔地危）
ll：：：　：1：∫llll：11　　　　1　　　　1　　　　’　　　　，　　　　　　I　　　　I　　　　I　　　　I　　　　　　　　　I　　　　s　　　　「　　　　　　　　　　　　‘ し、　つ　12〔　つ　　な　　る　　　（偽馬・’1）　　　「F　二　i三原t　’ いつぴさ　（一疋）ヵ　　　i穴’

いつはり（偽）
3i　i　i　i　i　3i’i　i2i　i忌　　i　iI　　　　l　　　　I　　　　I　　　　■　　　　　　I　　　　l　　　　l　　　　I　　　　‘　　　　I　　　　I　　　　I

　　　　　　　　　　　．し、つ　びや　く　き　う　じ　ノ3、ミヤ、、　　i犬　　／ 　　　　　　　　　　　1いつぴやくしちじふろくねi入’
し、つ　1ま　る　　（偽）　ロ9 2i　i　i　i　i　／i　i　i　i　i　i　i　i （一吾九十歳）カ　　　i ん（一百七十志坪）カ　i

いつへ（五重）
i　i　i　i7i　／i　2i　i　i　i　i　i　i‘　　　　・　　　　I　　　　I　　　　‘　　　　　I　　　　I　　　　‘　　　　I　　　　l　　　　‘　　　　I　　　　I

　　　　　　　　　　　1いつ〆やくぺん（一百止）カi人1 　　　　　　　　　　　1いプへ（何ガ）　　　　i啄3

いつへがさね伍重襲） iiiii／i／－　iiiii し、つ1ずん　しξキぷきやう　（－i大、2 いつま　（畷）　〔東語戊　　i万’
いつぼん　（一品）　ヵ

i　i／5i　2i　i　7i／i　i　i　i　i　i　iI　　　　■　　　　l　　　　I・　　　　I　　　　　　l　　　　l　　　　I　　　　‘　　　　1　　　　．　　　　．　　　　‘ 」』　式砦P‘，P）　　ヵ　　　　　　　　　　　　　　　i i

いプみ（泉） 1i㍑　ii仁ii3i－　iii いつ≠さ（五巷）　　　　便／ いつ字でぐさ　　　　　　　i礼／
いつみ（和泉）〔地危戊 川i／u211iil6il2］7

いプみ（和※）　〔人危7　潴／　　　　　　　　　　　1 し、つも　　（厳籠）　　　　　　　　　　　i万　2

し、　づみカく　1コ〔　　（　4…L｝ll） 　　　　　　　　i　　　l
i　i　i　i　i2i　i舛　　i　i／i　i　i5 いつも　（？）　　　　　　　i沈’ いつも　とやな　ぎ　（五株柳）　i：万　／

〔注〕
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㌧、づみしきぷ　（4ロ泉i汽杏？）　コ ii3iiliiiiiiiii いr〆もむし　ろ　（出名笈）　　i靴／ いつむち　（額）③　　　　i才’
いつも（必雲） 2i　i3i　i　i　／i　’i　i　i　i　i　i　i2 　　　　　　　　　　　　｜いマ　（射手）　　　　　　　i噛’ 　　　　　　　　　　　　．いであっま　る　（出集）　℃g　　i荊ヒ　’

レ、つも　じ　　（あ」タこ字）　コ iiiii／iiiiii／ii し、であイ、　（出敢）　千　二　　　　髭原　1 いでありく　（出砂）吟　　　i源2
いプら（何方） i　i　i／i　i／5i　7i乎i　2i！i　3i　3i　i2 いτし’りさへつる（出ぺ剰四i靖／ 　　　　　　　　　　　　．し、　で　し、　り　　な　ら　寸　（出入馴）冠giラ療　　1

いつれ（何）
〃i／i20i／i　2i　80i　6i　6i2／i　3i　6i　4i　3i／2　■　　　　I　　　　I　　　　I　　　　I　　　　　　‘　　　　．　　　　1　　　　■　　　　び　　　　I　　　　I　　　　I

b、てψい　り　な　る　　（畠入’卜貫）千二i枕　／ いτおはしましがたし（出在難畑i六　／、

いで　鹿 ／i　i18i　i2i／／／i／Oi　gi　i　i3i　i　i6 　　　　　　　　　　　　1いでおはす　（出在）千二　i源3 　　　　　　　　　　　1いでη’へる（出、帰）・・　i万／

いで5）ふ　（出含）四
2i　i　i　i∫i　∫i∫i　i　i　i　i　i／i■　　　　　■　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　　　I　　　　　．　　　　　．　　　　　．　　　　　．　　　　　．　　　　　‘　　　　　1

いでぎえ（出消）　　　　　i源3 いできが†二1ア（出来難）微擁1

いでいで　兎 ii3iii／iiiiiiii
し、で《キカVた　し　　（出　釆難）　予多i源　／　　　　　　　　　　　　1 いτきそふ　（出来」療）　宙　　i》原　／

いでいり（出入） iiilii7ii2U／iiii／ し、でしづま　る　　（出脅）　四　　i源　／ いでそふ　（出珠s）　●　　　　　i穴／
いでいる　（出入・）● ／i／i　i　i／i／5i　7i　i　i／i　i　i　i いでそむ　（出初）四　　　i枕／ いでたちかつ（出江堪）千二i万／　　　　　　　　　　　　‘

いτおはします　（出柾）ゆ i　i7i　i　li　6i　i　i　i　i　i　i　／i いでたちかぬ（出立千堪）千二i源　／ いでおちきく　（出立聞）四i万／

いでおはす　（出柾）四 i　i／i　i　i　2i　i　i　i　i　i　i　i いでたち　しのぶ（出立イ是）四i万　／ いでちちならす（出1L平）四i万／　　　　　　　　　　　　1

いでヵぐたし　　（出難）　骨多 ノiiiiiii’川iiii いでγ二ちまゐる　（島立参〕wi源　1 いでたちみる　（出立見）上一i万／
いでかつ　（出堪）千二 iiiiiソiiiiiliii2 いでたちむがふ（出立句）苗i万2　　　　　　　　　　　　． いτぱえ（出映）　　　　i源3

いでく　（出衆）　力隻
4」i2i22i3i4i／2fi23i　gi　i4i　i6i4i！3”　　I　　I　　I　　’　　‘　　‘　　’　　；　　l　　l

し、ではじ　γ）　（出初）　　　　　　i人　／ 　　　　　　　　　　　　■いではつ（払果）千二　　i蜻／

いでさす　（出止二）　四 　　　　　　　　　　　　｜
iii／iiliiiiiiii

し、て”ま　し　　（行穿）　　　　　　　　i万　ξ いて”ましどころ　（行章処：）i万2

いでたち　（出立） ii／iii6iuuiii＋
　　　　　　　　　　　　｜いでまビふ　（幽惑）　四　　　i徒　’ いでみ（出見）　〔地后）　i万／　　　　　　　　　　　　1

いでたちいそぎ（出立急） iiiii3iiii／i；ii いでみる　〔出見）　工一　　　i万ノ2 いτ杉のす　（出）　ザ更　　　i線5
じ・て“f二つ　　〔出立）　四

｝　　i　／i3i　／i　39i　3i／3i　／i　∫i　　i　／i　　i2亨I　　　　　l　　　　　l　　　　　I　　　　　‘　　　　　　　■　　　　　．　　　　　l　　　　　l　　　　　l　　　　　l　　　　　I　　　　　●

し、　τやす　し　　（出　易〉　抑多　　　　i復　！ いτゆく（出行）・　　i方3

いでつかふ　（出仕）千二 いて”わづ’ら，3・　（出煩）　四　　i蜻　／ いとか　（糸鹿）　〔地危フ　i才／

いでにしる　（出走）　四 iiiiiii／iiiiu’
レ、
　と　け　な　し　　（幼）　　杉　　　　　　　i方　　／ いヒこ凌チ）　　　　i万／

いでぽなる　（酷離）　千二 iiiiilii／iiiiii いとすぢ　（糸筋）　　　　　　i古／
いと　た一ナ　　（糸竹）　　　　　　　　i徒　’

し、　て〉　ま　う　rr　く　　（出修来）　　ヵ　蓑』 i　i／i　i　i　6i　2i　i　i　i　i　i　i いとなみあふ　（営含）四　i従2 いとなみいだす（営出）四i徒ノ　　　　　　　　　　　　1

㌧、で’ま　じ’ら．3・　（出交．）　ロ9 ／iii／ii　iiiiiiii いとなみおはす（1彦丘）四i源1 いとなみおじふ（営毘）回裸1
いで’むカ・ふ　（出句）● iiiii／iiliiiii／

し、L　なみカ、し　つく　（セ≧イ4F）wi源　　／　　　　　　　　　　　1 いLなみつかうまつる（鷺仕）糎i埠3　　　　　　　　　　　　1

いでやる　　（出ヨ互）　四 i　i　i　i　i2i　i／i　i　i　i　i　i いとなみののしる（営喧）四i源／ し、となみヨ…つ　　（営餐｝）　恒　　ぽ乏／

〔注〕
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いでゐ（出居）
i　i　i　i　i　2i／i　6i　i　i　i　i　i，　　　　I　　　　I　　　　I　　　　I　　　　　　I　　　　I　　　　I　　　　↓　　　　．　　　　・　　　　I　　　　l

いとなみゐる　（曽居）上一i源1 いとのき　マ　　　副　　　　　　　　　i万乎

いでゐゐ　（出居）エー i　i　i3i　5i　7i　6i　2i　l　，　，：　：　：　i十i←い　ヒ1ざし1ず　（厭）　r膨勧　　　　i徒　1 　　　　　　　　　　　’いヒひ　（厭）　　　　　　　　i源∫

いと　（糸）
3i　i／i　i／i　6iヲi　3i／2i／iタi　i2i　8し、と　ひヵvっ　　（厭趨…）l　　　　l　　　　l　　　　l　　　　I　　　　　I　　　　l　　　　l　　　　．　　　　．　　　　I　　　　I　　　　‘

千二　i源／ いとひが1款　（月巨β負）　形勧　　i須［／

いヒ（甚）副 6ヲi2iヨ62宵i／嬢影23τ／句臼6igi／タiタi勿i31iβし、とひきこえヵぐ｛まし駄聞彦夏）形働i源　／ 　　　　　　　　　　　1し、と　ひく　　（厭釆、）　力　契　　　　i更　／

いといヒ　副
iiタiii5－　iiiiiil　　　　．　　　　・　　　　．　　　　l　　　　　l　　　　I　　　　I　　　　l　　　　l　　　　‘　　　　‘　　　　1

し・　ヒ　ひすつ　　（厭捨）　千　二　　　iラ原　2 いとひi5つ　（ノ猷果）　千二　　i後／

いヒきな　レ　（ムカ）　形 3i－　ii7口／iiiiii
し、とひはな　る　　（厭離）　千　二i源午 いとひめぎみ（級臣㊧　滝1『

いと1デ（糸毛） iiii／i／｝iiiiiii いとほしみ　　　　　　　　　　　　i源2 いどま　しさ　　（‡兆）　　　　　　　　i源2
いとこ　（従兄第） ii／iii／i／iiiii3ii いとまぴ（暇日）　　　　i源’　　　　　　　　　　　1 いとまひま　（暇隙）　　　i蜻／　　　　　　　　　　　1

いヒど（一層〉副
2i　i23i　6‘i　7i　335i　8i〃i／！i／i　3i午i　iI　　　　I　　　　I　　　　I　　　　I　　　　　　I　　　　l　　　　l　　　　‘　　　　I　　　　I　　　　I　　　　I

いどみ・あはす　（斑含）千二i源／ し、　とご　み　あ　，3、　　（才）ヒノ｛≧】）　　冠g　　　　　　i膓原［　　／

いとどし　形 iiii／i36ii／i字iiilii
し　、　と　　み　え　　き　　†乙　　ワ　　　　　　　句　　　　　　　　　　　　　i紫　　　／　　　　　　　　　　　」

いどみかくす（挑脆）四　i祝／
し、　し　な　し　　（日殴無）　形 i　i　i　i　i　／i　i　i2i　i　i　i　i いどみか1よす　（挑文）　⑮　　i源4 いどみがほ（挑顔）形動　i源／

いヒなみ（嘗） ／i2i　i　i　i／タi　i　i　／i　i　i　i　i いどみこころ（挑’さ）　　i源／　　　　　　　　　　　’ いどみつくす（非兆各）碑　i源2　　　　　　　　　　　1

いとなみいつ（営出）千二
／iiiii／iiiiiiii‘　　　　l　　　　l　　　　I　　　　I　　　　　　，　　　　1

いどみどころ（挑所）　　i源／ いどみ∂す（挑増）ロ　　渚／

いとなむ（営）治
　　　　　　　l　i　l　l　l　l
8i／－　i／i16ili／iiiiii

し、とろLや　　（幼唇）　　　　　　　　i∂蒙　2　　　　　　　　　　　｜ し、と　り　く　　（頁又来）　ヵ　曳　　　　i万　／

いヒはし（厭）形
i　i　i　i2i／8i　i　i　i　i　i　i　i／’　‘　‘　”　　　　‘　1　；　｝　｝　｝　｝ し、と　る　　（取）　慣　　　　　　　　　i万　’ 　　　　　　　　　　　1し、　と二　る　　　（身寸取）　　Yθ　　　　　　　　　　　　i易原　　’

いヒふ（厭）⑮ 　　　　　｜2i　i　i　i　i／5i　i　i6i　i〃i　i　i 8いなおほせピリ　（稲賀鳥）i・占2　　　　　　　　　　　　… いなかへじ　〔笛危〕　　i枕1

いヒほし（可憐）勧 ii〃i／i5i33笥2°iロiiiii／i いなきをレめ　（稲置丁女）i万／ 　　　　　　　　　　　1いなさ13そえ　（弓1イ左三系田膓工）i万　／

いとほしがる　四
1：llll〃15；／lll：llI　　　　．　　　　，　　　　l　　　　I　　　　　「　　　　l　　　　l　　　　．　　　　．　　　　．　　　　．　　　　1

いなださ　（ゴ頁）　　　　　　i万1 レ、なな　く　　（噺）　・　　　　　　　　i蜻　2

いヒほしげ　形勧
i　i／i　i　i2／i’i　2i　i　i　i　i　i「　’　’　”　　　‘　ぐ　1　”　　i　1　’ 　　　　　　　　　　　｜いなのめの　杷　　　　　　1万／　　　　　　　　　　　1 し、なびカく↑二し　　（香雄）　砺　　if乏　／　　　　　　　　　　　1

いとほレさ レi2i　i　i〃i’i　i　i　i　i　i／i いなびつrま　　　〔地危戊　　　　iスゲ　1 いなびどころ　（看所）　　　i源／

いLま（岨）
8i　i　i　i　！i　63i　4i　6i　／i　i　i2i　2i〃I　　　　l　　　　l　　　　I　　　　I　　　　　　，　　　　■　　　　■　　　　■　　　　’　　　　．　　　　．　　　　．

いなふち　（淵）　〔地筋戊　i視1 　　　　　　　　　　　’いなみ（印簡）　　　　　　i方∫

いどまレ（挑）形 i－　i／iτ　iiiiiii し、なみく　｜二はら　（’P南匡1、原L）i万　／ いなフナプ3…　　　〔党箔コ　　　　iフ∫2

いどみ（挑） i　i　i　i　i　2i　ili　i　i　i　i　i 　　　　　　　　　　　．いなむ（印簡）　　　　涜1
いなむ（辞）慣　　　　　i靖／　　　　　　　　　　　1

いどむ（桃）口 　　　　　　　　　　・i　i／i　i’i／ちi2ili　i　i　i　i　i いなむしろ　（稲蓬）　　　　i万2 いなら　（伊奈良）　〔地舟〕i万／

いな（香）施 ／ば1／㍍513ば／ば2i／i2i〃 　　　　　　　　　　　1し、な　リ　ヨrう　て“　（稲荷言旨）　　　i人　／ し、　毛C　「ノ　や　ま　　　（稲荷山）　　　　　　　iま膏　　／　　　　　　　　　　　1

いなづま　（稲手） 　　　　　　　　l　l　”lllll　ll／lll：／1：：I　　　　I　　　　I　　　　l　　　　l　　　　　　l　　　　l　　　　「　　　　「　　　　，　　　　．　　　　．　　　　，

いなをかも　　句　　　　　　　i万3 いじしへがたり　（右語）　裸1

〔注〕
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いなば（稲葉） ’i　i　i　i　i　　i　i　i　i　i3i　i
i
l いにしへざま　（古様） i源3 いにしへただいま（古束今）i犬／

いなぱ（因幡） liiiii／iii／i川ii i いにレへびL　（古人）
i万／
いにしへをとこ　（古北士）i万／

，

いなびの（印南野） iiiiiiii／uii
i／ いぬ　　〔人痴〕 i大／ いぬがひ伏飼） i大’

いなびはつ　（否果）千二 i　i　i　i　i　2i　i／i　i　i　i　i i いぬき　　〔人危〕 」i源2 いぬしま（犬島） ’i彬／

いなぶ（否）上＝ ii3iii6iiiiiii2i
．

いぬじψの（犬） i二5／ いわがぬ（寝不堪）千二 i才／

いなぶね（稲舟） i　i『／i　i　i　　i　i　i2i　i／i　i … いねさわぐ　（寝騒）四
i
枕
〆
1 いねふす（寝臥）声 i万／

いなみの（印南野） iiiiii／iiばii
i6 いねぶたし　（寝）形 i枕／ いのちなが（命哀） i大／

いなり（稲荷） i　i2i名　　i　　i2i　i　i　i　i　i i いのうながさ　（命長）
i
源
5
1
いのりおもふ　（祈思）ロ9 i太／

いにしへ（右）
8i　2iloi　2i／i／ooi　i3i　5i／i　4i　6il　　　　I　　　　l　　　　I　　　　I　　　　　　I　　　　●　　　　●　　　　‘　　　　‘　　　　■　　　　1

i
£ いのり右の（荊物） i枕／ いは（家）　〔牢勧 i万3

いにしへいま　（吉今） iiii／i／iiiiiii … いばゑちつ（鳴立）四
i
才
／
1
いはがき　（彪垣）

i
源
’
．

いぬ（犬・狗・バ）
gili2i　ili　3i’5｛　／i　i　／i　i／iI　　　　　．　　　　　‘　　　　　，　　　　　1　　　　　　　．　　　　　．　　　　　．　　　　　，　　　　　．　　　　　．　　　　　1 i2 いはがきぬま　（后垣ラ召） i万1 いはがきふう　（后垣淵） i万3

いぬ　（往・去）ナ曳 2i／i　3i　i2i／亨i　3＄i　6i亨i　2i　5232i3 し、1♂カ｛き　もみう“（岩垣象工葉L）i苔
　
∫
1 いはがくる　（彪脆）’

i
万
／
1

いぬ（覆）下二
2i　i　ili　i　／i2i　i　／i　i　i　i’　’　”　　1　　‘　l　l　l　i　i　i

i
／

いはカ・どΩ昌門） i源1 いはがね（后根） i万7

いぬかみ（犬上） ii川ii　iiiii／ii
i／ いはがまへ（岩構） i方’ いはき（兎…城） i才／

いぬふせぎ（犬肪） ii／i／iii3iiiiii i いはきみ（后名）
｝i犬’

いはきや≠　（磐城山） i万／

いぬゐ（れ） ……1……1iiliiiii i いはくえ（砦崩） i万／ いはくにや≠　（磐囹山） i万／

いね（稲） iiiii＋i3ii／ii3ii i十 いはこすげ（岩小箸）
i才／
いはしろ　（岩代） i才6

いねカ、つ　（寝堪）　千　二 一……□iii…2ii
i
1
・
いはせ（石禰） i万／ い1ま古の（石瀬野） iプ2

いのち　（命）
／8i　3i〃i　6　i　／i！22i　4i／4i！3i　i／3　i／i　8i78’　l　l　”　　　‘　l　l　’　，　i　l

1

いはせやま　（岩頼山） i後／ いはだたみ（磐畳）
i
万
／
1

いのり　（杵）
1！1121　1　14012：31　1　：　l　l／lI　　　　‘　　　　‘　　　　I　　　　I　　　　　　l　　　　l　　　　・　　　　l　　　　l　　　　l　　　　I

1
いはたの（石●野） i万／ い15つ　（泊）千二 i万！

いのりおく　（祈置）　頑 ii’iii／ii－iii i い1エプな　（x…綱） i万2 いはつば（彪壷）
i
更
／
1

いのり　く　（寿斤来）　力　更 …ii……i……1…／…／…… i いはと　（彪戸） i万3 いはとかしは i万／

いのりまうす　（祈申）　ロ9 iiiii6iiiiiii i／ いはビこ（岩床）
坑
3
1
いはなし（岩梨）

i
労
’
1

いのる　（祈）声 ／i　i2i　2i　i〃i／i　3i　3i　5i　i／i／i いはなみ（老戒） i古1 いはなみ（后並） i万2
いは　（落） ／i／i／i／ii1°iii3i2i3i4i

i
2 いはば（言）副

遠
2
‘ し、1ま1ゴし　る　　（ズラ走）　ロ9

i
万
5
，

いはがくK（岩胞）
l　l　l　l／131　：　：　：　l　l　：I　　　　　I　　　　　I　　　　　l　　　　　I　　　　　　　‘　　　　　・　　　　　1　　　　　‘　　　　　I　　　　　l　　　　　‘ i いはひく　（斎来）ヵ曳 i万／ いはひご（斎児）

1
万
／
1

〔注〕
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いはかげ（岩陰）
iiiii／iiiiiil　　　　I　　　　‘　　　　I　　　　I　　　　　　‘　　　　I　　　　I　　　　‘　　　　‘　　　　d ii！1　　　　’

いはひごと　（祝夢） i源2 し、1富ひ　し　ま　　（ネZ島） i万2

いはき（后木） i　i　i　i　i　2i　i2i　i　i　i／i i3 いはひすう　（斎据）　千二 i尺1 いはひそす（祝遁）四 ‘i蜻1

いはくら　（岩倉）　〔地危〕 ！ii／iiiiiiiii ii／ いはひそむ　　（ネZ初）　千　二 i伊／ いはひつき　（斎槻） i方／

い1‡しみつ（岩楕水） ノii3iii！iiiii3i ii いはひプま　（祈字）
i
万
／
． いはびし（豪人） i万／

いはtと（老瀬） iiiii／i2ii／iii ii3 いはひと　ビむ　（衛留） 千二i万1 いはひふす　（葡↓尺）間 洛／

いはた　（岩田）　〔党筋］ iiiii　iliiiii ii4 いはひべ（祈貧） i万9 　　　　　　　　　　　1し、　13　　ひ　｜穿　　ワ　　す　　う　　（ノ藁「霧ノち）千：」i万　　3

いはつつじ　　（ヌら蹟P蹟i）
iiiii／iii－／il　　　　■　　　　‘　　　　●　　　　■　　　　　　・　　　　■　　　　斥　　　　I　　　　　　　　　I

i
i
2
1
　
1

い1∫ひま　つ　　（祈《考）　ロ9 i万／ いはひまつる　〔考r衆）w i万3

いはね（岩根）
　　　　　　　　　｜
i　i　i　i　i5i　i　i　i　i／i／i i伜 いはひをヒはる　（葡）四 i万3 いはひわちる　（斎渡）● i万／

い1まばし（后橘） iiiiiiii／iii
ii〃1　　　　．

い1エひを　うがむ　　（旬才手） 四i万2 いはぶち　（石淵） i方／

いはひ　（祝） ii∫iii3i／iiiii ii い［まふね（磐船）
i
万
2
1
いばほすげ’（石荒看）

i
万
／
1

いはふ（祝・斎）四
／i　i2i　i　i　6i／i　i3i　i3i／il　　　　I　　　　I　　　　‘　　　　．　　　　　　．　　　　‘　　　　I　　　　l　　　　I　　　　‘

，i36 いほほろ　（伊汲保）　〔地后〕i万 ／い1工ましごと　（言言〕 i…原／

い19ほ（厳） i／iii／i〃iiiii3i
ll〃I　　　　l

いはみ（石見）
i
万
6
1

いはも　と　（ノら2FL）〔箸血渇壱司〕i万2
1

いはま　（岩間）
i／iiii／iiiiii／i‘　　　　l　　　　l　　　　I　　　　I i いピ∫杉　と　（岩本）　〔ネ申序去多］iそ是2 いはrレ　とす1ず　（饗i本ノ管）

；
万
2
’

いはむや（泥）副
　　　　　i　l　l　l　i　i
3i7i3i　i　i　／i　ili　i　i

　l　i
i／ili いはもるちゆう　じやう （岩i源／ し・に‡ヤラ　ヒ　　（石室戸　） i万／

いはや（塔屋） iiiii3iiiiii ii3 循中将）コ i
いにrろ　（象）　　〔東語〕 i万2

いばゆ（噺）千二 iiiii2iiiiii ii／ いはゐつう i方2 いひ　（家）　〔象語」 i万∫

い1まゆゐ（所謂）垂停
ノi／i3iiiルiiiii．　　　　．　　　　．　　　　」　　　　1　　　　　’　　　　‘　　　　．

i
i
i
　
；

いひあつむ　（言集）千二
｜
1
源
仏
1
いひあふ（言敢）千二 i源2

いは抵（磐余） 　　　　　　　　i　l　l
iiiii　i／iiiii ii いひあや参る　（吉6臭）四 i枕／ いひあらがふ　（言争）四 i源ノ

いはゐ　（后丹） iiiii石iiiu iり いひありく　（言歩）．宙
｝i源2

し、　ひ　し、　ろ　　　（　言　　入’）　　ロゥ にノ

いひ（飯） i　i2i　i　i　i／i　i　i　i　i 1／：乎●　　　　‘

いひうしむ（言疎）千二 遠／ いひうなプく　（言領）⑮ 泌／

いひあかす　（言明）四 iiiiii3i／iiii ii 　　　　　　　　　　　1いひおきはじむ（言置始）千二i源／ いひおこづる　（宕誘）’四 i大／

いひあつ　（言当）下二
：　l　l　：　：2：3：　：　：　：　lI　　　　I　　　　I　　　　I　　　　‘　　　　　　I　　　　l　　　　l　　　　l　　　　I　　　　L ii いひおとし、む　（宕敗L）　下二i源／ いひおどす　（宅脅）　四 i源3

いひあつかふ　（言扱）四 i　i　i　i　i2i／i　i　i　i　i’：li いひおどろく．（言驚）　口 ，i更ノ いひおぱさうず（言狂）畦濠！
‘

いひあはす　（官含）千二 i　i　i　i2i／7i／3i　4i　i　i　i ii いひおほす　（言頁）下二 i※／ いひおもひなす（言思為）但i湯i／

いひあふ　（畜合）問 2日日i／φ／i日2ii ii いひかかプらひいプ（多出）千二i珠
　
／
1 いひかかづらふ　（畜）　四

池
！
1

いひあらは寸　（・多表）。9 ……………／…2i………i ii いひカ’ρ’る　（多掛）輝 i源2 いひかくす（宅鴨）声 瞬’

〔注〕
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し、　ひ　し、　†≧　す　　　（　言　出　）　　四
3iiii／i5i／i3iiii／iil　　　　　‘　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　　　‘　　　　　l　　　　　I　　　　　I　　　　　‘　　　　　1　　　　　‘　　　　　1

いひかたらひつく（多2吾付〕千二i源／ いひがなふ　（言∀†）　ψ9 i徒1

いひいプ　（首出）　下二 3i！i午i3i3i29i／5i／i　li／i　ili　i い．ひかぬ　（言千堪）　千二 i万2 いひカ・ひ（飯匙） ．i伊∫

いひいひ（官吉）
iiiii／ili／iiiiiiI　　　　　I　　　　　l　　　　　I　　　　　I　　　　　　　‘　　　　　‘　　　　　‘　　　　　‘　　　　　．　　　　　‘　　　　　1　　　　　「

いひかまふ　（宅楕）　千二 i｝原／ いひきす　（言期）サ隻コ i沈／

いひいふ　（壱言）● iiii／i！iiiilii／ii
し、　ひ　き　　る　　　（言　七刀）　　・ ‘i源／ いひく　（官釆）　ガ隻 i源2

いひいる　（言入）　千　二
／i　i2i　i　i　／i2ili　i　i　i　i　il　　　　　I　　　　　l　　　　　」　　　　　l　　　　　　　l　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　‘　　　　　’

いひく杉す　（言朽）ロ9 i源2 いひくらべゐる（畜比居）L－i枕ノ

いひおく　（多置）● ／i　i2i／i　i／6i／i6i　i　i　i　ili いひくんず（亨屈）ザ曳コi枕／
1

　　　　　　　　　　　1いひこ　し　らふ　　（言拷」）　千　二i易星2

いひお二す　（葛虚）　千二
2i　i　i　i　i　／i　i字i　i　i　i杉i　il　°　‘　°　°　　‘　‘　1　’　‘　1　°　i

いひこと（言亭） i太2 いひさだむ　（言・足）　千二 i徒1
し、　ひ　お　　ヒ　「す　　（富　口≦」）　　四

iiiii十i3iiiiiii いひさねく　四
i
伊
ノ
1 いひさわがす（言騒）φ

i
源
／
1

いひおもふ　（言思）悔 iiii／igi／iiiiiii いひしたたむ　（吉調）　千＝i源ノ いひし　1奮ろ　　（宮）　四 i源／

いひかく　（宮掛）下乙 2i　i　i／i／i　2i　2i右　　i　i　i／i／i
し、　ひ　　し　　ら　　セ数　あ’3、　（言如敢）T…二iラ原　　／　　　　　　　　　　　‘

いひ可さぶ　（宅）　四
i
源
／
‘

iiiiili／iii／iiiiI　　　　　■　　　　　■　　　　　l　　　　　l　　　　　　　‘　　　　　‘　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　l　　　　　‘　　　　　＄

いひすさむ　（官．）　ロ9 i源／ いひすべす（言滑）口 i源／

いひかたらふ（畜語）θ i　i2i／i　i　　i　i　i　i　i　i　i　i いひそ　こ　な、5・　（r多ネ負）　●
i
枕
l
l

し、ひそ　し　る　　（言誘）　ロ9
i
枕
／
1

いひかはす　（葛交）四
／ii／i／i／i／oi萄　iiii／ii’　”　　ケ　l　　l　’　　　　l　　　　　　i　l

いひそす（言）⑮ i源1 いひそそのかす　（吉唆） 四i線／

いひかへ寸（言返）四
　　　　　　　l　　　i　l

iiiii3ii／iiiiii
し、　ひ　rニ　カミ　メ《、　　（　言　違）　　　千　　二 i大／ し、　ひ　　た　　つ　　　（富　ゴL　〕　　ロ9 腕1

いひカ・よ，3・（ち血）四 iiii／i2iiiiiiii いひたプぬく言尋）下二
｜i源／

いひr二のむ　（言頼）　・F二
‘i枕∫

いびき（靭）
　　　　　　I　　　　I　　　　　　　　　I　　　　．　　　　．　　　　l

iiiii5i／iiiiiii いひちらしゐる（害散居）エーi源 ／いひつかはす　（官ヨ重）　四 i源4
いひきカ・す　（言閉）千二

3i　i　i　i　i　7i　3i　i　i　i　i　i　il　”　　1　び　　’　1　’　l　i

いひつかふ　（言使）ロ9

i
エ
／
斥 し、　τハ　つ　カミ　ノ3、　　（吉　継）　　、口 ‘i万／

いひけつ　（古消）四 　　　　　　　　　　i　l　i’l　l　l　：　：61　1　1　1　1　：　：　：‘　　　　．　　　　‘　　　　‘　　　　．　　　　　　‘　　　　I　　　　　　　l　　　　‘　　　　’　　　　．　　　　．　　　　‘

いひつぎ（畜継）1 i：52 いひつぎく　（富継来）1ヵ捉i万3

いひさす　（畜止）四 iii‘ii3ii／i／iii／ii 　　　　　　　　　　　1いひつぎゆく　（吉継行）
悔1万2　1

いひつく　（畜イ寸）　・ ．iづヂ2

し、　てノ・　ミ「　ヨ三　γち　　く．　　（　畜　妨）　　千　　二 l　l　：　1　；2：　：／：　l　l　：　：　1’　　　　　l　　　　　l　　　　　l　　　　　■　　　　　　　‘　　　　　l　　　　　I　　　　　，　　　　　「　　　　　l　　　　　l　　　　　I

いひつくレみやる（壱与見遣）・i※／ いひつつ　（言杉1）、千二 紡／

し、ひご　わぐ’　（畜騒）　● iiiii／”i2i争iiiiii いひづら，3・（言）田 i万1 いひとがむ　（言螢）千二 i剃
いひしらす　（言知）　千二 i　、i　i／i　i／Oi2i／i　ili　i　i　i いひLぢ’む（壱閉）千二 i沈1 いひと　と」のふ　（’詰多用）　千　二iラ原　／

いひしる　（言知）田 i　i　ili／i／7i3i　i　i　i2i／i　i いひとどむ　（名止）千ち
玩
／
1 し、ひとほる　　（亨3竃）　wg

i
源
ノ
‘

いひしろふ　（宅合）四 ／iiii／i6iiiiiiii いひなが寸　（老ラ洗）・ i源1 いひなほす　（老直）・ i源1
し、ひ　寸　く“し　　（畜過） ii／ii／ii／iiiiiii いひなやます　（言悩）　⑯

i
源
2
．
し、ひな　らふ　　（官慣）　四

i
源
／
1

いひすつ　（畜捨）　千二 1iiiii／iiiiiiii し、　ひ　な　　ら　ノ3ミ　　（言　並）　　門F　　ニニ i※／ いひなる　（言馴）　千　二 i波／

〔注〕
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し、ひそむ　　（多多刀）　千　二 i日㍍5｝わ2iii自 いひのがる　（言逃）　乍二 i源／ いひの托て i大∫

し、　ひ　ナニ　つ　　　（　き多　2L）　　千　　二＿ liiiii3iiiiiiii いひのぶ　（言延）　下　二
燦
l
I いひはげます　（奮励）　四 i源2

いひたぽぶる　（言戯）千二
1iiiii3iiiiiiii‘　　　　　l　　　　　l　　　　　．　　　　　1　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　1　　　　　」　　　　　L　　　　　‘　　　　　‘　　　　　　　　　　　　1

いひはつかしむ　（宅辱）千二i徒 ’いひはやす　（富映）声 i源／

b、ひち　ぎる　　（言契）　ゆ 　　　　　liiiii　い／iiii／ii いひはうだつ　（奮腹江） 四i枕／ いひはらぷ　（宅稲（）千二 i方／

いひちらす（畜散）四
3iiii／i4ii／iiiiiiI　　　　l　　　　l　　　　r　　　　l　　　　　‘　　　　．　　　　l　　　　I　　　　I　　　　I　　　　I　　　　l

いひひろぐ　（彦拡）　千二 i源1 いひひろむ　（rε払）　千二 i徒’

いひつく　（畜付）　下二 ／i　i　i　i2i　3i　／i　i　i　i　i　i　i し’ひ・3・㌣し1二　く　し　（言触憎）豹i穴 ／いひぽ（飯粒） iエ1

いひつぐ　（多継）　四 iiばiii／iiiii： 17いひまがふ　（言紛）　千二 漠ノ いひまず（傷雑）千二 i源ノ

いひつくす（言尽）⑮ iii／i／i／i／i／i－iii いひま1才す　（菅廻）田
i
源
ノ
1 いひみだる　（官4し）四

i
ら
原
’
1

いひつちふ　（言伝）　千二
3ii／iii15i3iiiiii／i‘　　　　，　　　　■　　　　■　　　　，　　　　　　1　　　　1　　　　■　　　　■　　　　l　　　　l　　　　l　　　　‘

いひむかふ　（言向）　千二 玩／ いひむつカ、る　　（享’ト重）　q9 i椛～

いひつづく　（多続）千二 ／i　i6i　／i　i3’i／i　2i　i　i　i　i　i いひむろ（・甑室） i人5 いひ杉らす　（畜残）四
i
諌
十
1

いひなく’さむ　（言穂）　千二 ／iiiii仁i／i／iiiiii いひやぶξ｝　（宅破）　四 i源／ し、　ひ　　ゆ　　づ’　る　　　（　畜　‡農）　　　θ i桂／

いひなげ’く　（言歎）四 i　i　i　i　i　／i2i　i　i　i　i　i　i し、　ひ　よ　　し　　（畜　良）　　方ち

i
人
／
’ し、ひよ　ワ　がrちし　（言身驚）衿i多原　’

1

いひなす（言為．）四
2i　i2i2i　i60i3　7i／i　ili　i　iび　　’　　‘　　‘　　‘　　I　　I　　　　　　l　　l　　｝　　｝

いひワひもち　く　（拾才寺釆）ヵ変i万　／ いひわく　（言分）アニ 誹／、

いひなる　（官成）四 ……………1……卒ii一一 　　　　　　　　，．いひわぶ　（老花）　上二 瞬2 いひ　をがす　（彦4E）　間 i源ノ

いひ1ちく　し　　（r多蓼筐）　形 i　　i　／i　　i　　i　　i6i　／i　　i　　i　　i　　i　　i し・ひを　しノ3、　（言放）　千　二
…i源／

いぶかしさ　（謂） li靖／

いひのこす　（言残）　四
　　　　　l　l　i　　　，　1　．　．

iiiii／ii／iiiiii いふかる　（諮）◎ i万／ いぶき（俘吹．） i枕／

し、沙のの　レ　る　　（「多ロ宣）　四 iiiii／i3i妬iiiii
し、，3・き　ま　ビ1ます　　（ロ欠惑）

　…
慣1万l　l し、！≧、　す　　　（射イベ）　　「F　　：二 li靖／

し、　乙く　1コ：　じ　　む　　　（　老　《t））　　　1F　：二
　　　　　　　i　　　i　l　I　．
i　i　i　i　i　　i／i　i　i　i　i　i2i いぶせ1ず　形勧 i徒／ いぶせさ i元原8

い沙ぽつ　（言果）〔F二 iiiii乎ii3i！ii！］i いノ」《せむ　θ i万！ いβ・る（触）千二
i
万
／
，

し、　ひ　1ま　な　つ　　（言お〔）　　慣 ／iiiii5iii2iiiii いへ（象）〔地る〕 i万、／ いへうつワ（象初 i婿／

いひふる　（言鰐）　千二 iiiii5i／iiiiiU いへかぜ（家風）
．i万ノ
いへこL（象言）

i
万
！
1

いひふゐす　（言古）⑮
l　l　l　：　：　1／1／l　l　l　：　l　lI　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　　　，　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　g　　　　　　　　　　　l　　　　‘

いへしま（象島） i万2 いヘプかさ（象司） i源／

いひまぎらはす　（言紛）四 iiii／i6ii2iiiiii いへづくり　（象造）
i
ラ
原
／
1 いへつレリ（象鳥）

i
万
／
1

し、　ひ　　毛シ　マ　）、　く　　　（言　字「r）　　tτ9

iiliiiliii－　iii いへで（象出） i才1 いへどころ（象姥） i万！

し、ひも　てゆ　く　　（言ψ了）　ロ9 ／1ば㍍7㍍／U日i； いへなが（象長フ
i
徒
／
． いへばと（象鳩）

湯
1
1

いひもよli‡す　（言催）四
　　　　　　　　1　　　　　　．
ii／iii／…　iiiiii いほえ（五百枝） i万2 いほさき　（厘前）　〔地危戊i万！

〔注〕
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いひや’む　（言止）四
万　i－　i　川　㍍　一　i、　　　　、　　　　⑱　　　　、　　　　、　　　　　　、　　　　、　　　　、　　　　、　　　　L　　　　、　　　　、

… いほしろを‘だ（五后代小田刀万／ いほ亨（五百箇） i万／

し、　ひ　や　る　　　（　言　遣）　　w9 3i　i2iタi　i／6iデi〃i　i　i　i13i i／ いほつつどひ（五■集）
｜
1
万
2
‘
いほっつな　（五百綱） i万2

し、　ひ　　よ　　る　　　（言　〆皇｝　）　　四
iii／ii／3i／iiiiii「　　　　I　　　　I　　　　I　　　　I　　　　　　I　　　　L　　　　‘　　　　±　　　　シ　　　　I　　　　I i いほつビリ　（五百鳥） i万1 いほとピ（五后歳．） i方／

いひわナニる．（言旗）　四 ／i　i　i／i　i　2i　i　i　i　i　i　i i いほな（五百右） i万1 し、　13　1‡　た　　（　五　函　横） Ii万1

いひわづらふ　（言煩）四 i　i　i　i　i　2i／i　i　i　l　i　i i いほ1‡ら（庵原） i万／ いほへ（五百宴） i万亨

いひわらふ　（言笑）ロ iiii／i　i3i／iiiii … いほへなみ（五■重波） iガ3 いほへやま（五百重山） i方’

いひゐる　（言居）　L一
～i－／iliタi2iiiiii／i‘　　　　l　　　　I　　　　l　　　　、　　　　　　■　　　　l　　　　I　　　　I　　　　‘　　　　l　　　　l

x

いほよ（五百夜） i万～ いほようづ　（五看万） i万1

いひをり　（言居）ラ史 iiiii　i／iiiii／i … いほる　（虎）四 iτ2 いまいま（今ケ） に／

いふ　（富）四
乎i／7i223i〆20i　6giん？26？5i争66i　8？iん2亨i　62i／3乎i／47i2‘　　　　I　　　　I　　　　I　　　　l　　　　　l　　　　l　　　　l　　　　．　　　　．　　　　l　　　　I

1

いまうへ（ケL） i枕1 いまき　（今未）　〔地乃〕 i万2

いふいふ　（言言）声 iiiii3ii4iiiii i いまぎさき　（今后）
i
源
3
1
いまきわたる　（巻遁）声

i
万
／
1

いぶかし（請〕形 2i　i　i　i　i／5i　i／i　i　i　ili
：
15し、まさう　ず　（生）　サ　史 i人2 いまレ（汝〕 i万5

し、ノ3ミカ、　し　カく　る　　（了育）　τロ i　i　i　i　i2i　i　i　i／i　i　i … いましき　（今）副
i
万
／
’ いましめおく　（戒置）声

i
祝
！
1

いぶせし　柏
／i；il畑212㍑　川　㍑’　’　”　　‘　　”　　l　l　l　l　l i9 いましめおはす　（戒在）千二i源1 し、≠　レめお1…～す　　（戒仰）千二i源　3

いへ（象） 24i20i29iタi　i8乎i紹i2孕i　2i　7i　i／5i28ソ5フ
…

じ・ま　しめま　うす　　（誠マ）　四巨原　／ いましのもの　（城着） i枕／

い）＼あろ　じ　　（家」主） i　i／i　i　i　5i　2i　i　i　i　i　il　l　’　l　l　　「　°　i　i　i　l　i

i
｜
し、ますカ、ら，3・　（狂）　四

｜i源／
いまそカ、り　（在）　ラ　更 Iiげ6

いへいへ（家家） ／iiii／i字i／iiiiii i し、ま　だレ・　り　　（ケ内塞ヒ）　コ
i
沈
2
…
いまだし（未）形 i源／

いへ■（家路） iiii／i3iiili／ii’　1　‘　’　’　　”　　l　l　l　°　1
i
／
0
｜

い≠巨ち　〔地危〕
岐
l
l

し、　　ま　　てφ　カく　1ま　　　（　今　出　　，日　） i徒3

いへづと（象包） i／iiii　iii／ii／ii iよ いま｜‡（臨終）
i
源
2
3
1
いまひめぎみ（今姫名） i源3

いへとうじ（啄刀怠）
i　i　i　i　i　／i　i　i　i　i　i2iI　　　　　シ　　　　　・　　　　　‘　　　　　l　　　　　　　l　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　l　　　　　l　　　　　5

… いままゐりわらは（今参童）i源∫ いきみや（今嘗） i…原∫

いへびと　（象人） iiiii／iiiiiii
i〃 し、まめカ、しげ　（今）　形動 i》原／ いまめカ、レ《『　（ケ） 湯／

いへゐ’．（象居） 2i　i　i　i　i〃i　i／i／i　i／i　i i／ 　　　　　　　　　　　‘いまやういろ　（今ネ柔色） コi源6 　　　　　　　　　　　．し、ま　やう　ナゴっ　　（ケネ柔輻）四コ1ラ原　！
1

いほ　（危） i　i　i5i　i　　i／i　i／i　i2i　i i2 いみあふ　（忌赦）　千二 悌！ いみヵ・ぬ　　（忌千・堪）　千　二 i後’

いほ’1（庇） 2i7　／i　i　i　7i3i　i　i　ili3il　”　　，　l　　l　°　’　”　　i　‘ i／6 いみじげさ（甚）
i
靖
／
1 いみたがへ（忌蓮）

i
靖
∫
‘

いま（今） 29i／／iβ5i　29i　12　i　8％i　78i！045アi／6i¢タi25i　13i〃／ いみづがは　（射水川D i才6 いみな（‘盆）
け
）
0
‘

㌧、ま㌧、ま・し　　（忌忌）　勃 ii2iU∫o｝iiiiii … いみ｛9じむ　（も始）　千二
i
徒
l
I
いみヤう　（裏危）　ヵ

i
徒
∫
，

いまさら・（今一更）形動 3ii5　ii57i／i3i5ii7ii i17 いむ　（妹）　〔東語］ i万2 いむかひちつ　（向立）・
1
万
2
1

〔注〕
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し、　ま　　し　む・　（戎）　　ρ戸　二
l　　　　I　　　　l　　　　I　　　　l　　　　　　l　　　　‘　　　　‘　　　　l　　　　I　　　　l　　　　l　　　　I

2i　i　i　i　i　8i磐　　l　i　i　i　i　i いむかひをり　（f司居） ラ受iプノいむぺ　（斎砦？） 1ケケ／

いまレめ（戎） 3iiiii5i／iiiiiii いむる（群）千二
」i万／ いめ（射目・） 」i才3

います（在）画 iii…3i／i／iiiii6i3タ いめ（夢） i万〆ロ いめ（夢）　＠也別 i才2

います（在）下二 i　igi　i　i　／i　i　i　i　i　i2i iチ」、め乙バと　　（身声人） Ii万／ いも　（昧）　〔地ゐ〕 i万5
し、　ま　すカ、　り　　（イ王．）　　ラ　　妾二 ii5iii〆iiiiii／i2i いもノカVし　ら　　（考ご豆頁） i徒十 いレこ　（妹） i万／

いまだ（未）副 ／oi／i／2i　2i〆i　2i　／i／i　／i　i3i　2　i　3i’ いレじ　（散） iエノ し’杉てヒ　（セ4「背）　〔培」亘L％7官司〕i…多原2

いままゐり　（今参一） iilii5i4iiiiiii’　’　’　’　’　　’　’　”　　i　l　i い多ゼがは　（嫁貨川） 踏ノ いちなね（昧） 伊ノ

いまめかし　』（今）形
／…………ア…7タ…2…、……………i

い杉なろ　（妹）
i
プ
／
1 いψのら　（妹）

i
プ
／
’

いまめく（今）四
i　i　i　i／i23i　i　i　i　／i　i　i　i「　　　　I　　　　l　　　　．　　　　斥　　　　　　1　　　　η　　　　1　　　　．　　　　．　　　　I　　　　I　　　　I

い杉やま　（株心） i万1 いレろ（妹） i万2
し、…まやう　　（今・祥）　　コ 3i　i3i　i2i　8i　／i　／i　i　i　i　i　i し、やし　う　も　　（る）　畠り ‘i源／ いやす（癒）凶

i
徒
！
1

し、　ま　や　う　　う　ナニ　　（今」才柔歌）　　コ i㍍i2ii／iiiiiii いやたカ、　　〔地冶］ i枕／ いヤフひ　こ　　（イタ夜ノ多）　〔’巴危戊i万　2

いみ（忌） i　i／i　i　i23i　i13i　i　i　i　i　i1 いやめ（る目）形動
i
源
4
1
いゆ　（射）千二

i
才
3
1

いみじ　（甚）勃
抄ノ泌82i2／協功嬢Zヲ…　…6iヲi、‘　”　　‘　L　　‘　，　”　　｛　｛　1　｝

レ・ゆ（癒）千二 旋ノ いゆきあひ　（行相） i万ノ

いみじげ　形動 iii／ii3i2i4iiiiii いゆきあふ　（行遇）四
i
万
／
’ いゆきいf二る　（行至）四 i万．／

いみじさ
iiiii5ii／iiiiii’　”　　‘　”　　；　；　l　i　i　l　i いゆきかへらふ（往還） ゆi万／ いゆきさぐくむ　（行）口 i方2

いむ　（八二）⑮ タi　i　／i　i3i　29i　2i　6i　／i　i　i　i　／i いゆきさくむ　（行）1ρ i万／ いゆきつどふ　（行集）四 i万／

い杉　（株） ／i　i　i　i　i　ケi　i　i2i／i　3i／i　i5’3‘　’　’　’　’　　’　”　　｛　1　｝　i

いゆ、きなく　（行鳴）四

1
万
／
1 いゆきのりたつ（行家立）φi万／

いレうL　（妹）
、，8、・／、22、5Hu：2、i．　　　　1　　　　‘　　　　1　　　　’　　　　　l　　　　I　　　　I　　　　　　　I　　　　I　　　　I　　　　I　　　　　　　　　　　I

いゆきはばかろ（・行悼）四i万テ し、　ゆ　　き　　，3、　る　　　（行触）　　　千　　二 i万！

い占ピ（妹背）　〔地危フ iばi－／日2日川；3 　　　　　　　　　　．いゆきめぐゐ　（f子廻）　声 i万！ いゆ　き　杉　と　IZる　　（4子廼）　　　’画万21

し、もゼニヤま　　（セ未管∂」）
：　：　：　；　：　2；　：／：　：　：　l　lFlI　　　　r　　　　・　　　　ぐ　　　　I　　　　　l　　　　　　　，　　　　l　　　　I　　　　I　　　　　，　　　　I　　　　　　　　　　　I

いゆさわたゐ　（行濃．）栂 i方．2 いゆく（行）四 i万8

いしひ（斎）
iiiii4iiliii；i／iI　　　　I　　　　I　　　　I　　　　1　　　　　　一　　　　ス　　　　ス　　　　l　　　　l　　　　1　　　　‘　　　　‘

いよよ　副 i万5 いよワた杉す　（イ奇f〔）四
i
万
！
1

いや（弥）副
：　1　：　l　l　／：　：／：2：2：3：5：　：／o／‘　　　　‘　　　　I　　　　I　　　　I　　　　　　I　　　　I　　　　l　　　　l　　　　l　　　　■　　　　l　　　　l

いらご’（伊良虞） i万3 いらへきこゆ（答聞）千ち濯／

いやし憤）形
タi’i2i　i　i／5i　5i　3i　i　i2i　8i　3i　5’　’　’　”　　‘　”‘”　　1　” いらへにくし　（答難）形

i
源
3
1
いらへやろ　（答重）四

i
源
3
1

いやしげ　（買藁）　形重ヵ 111111　1／ll：ll：ll　　　　l　　　　オ　　　　l　　　　l　　　　　　l　　　　■　　　　‘　　　　‘　　　　1　　　　‘　　　　l　　　　I

いらへわづうふ（答煩） 四隔／ いららぐ（場）慣 誹2
いよ　（げ予）　〔地石ハ

い5川　i／／i窪一　iii－21　　　　1　　　　1　　　　1　　　　、

いらろ（焦）千二 悌3 いられおレふ　（焦愚）四
i
源
！
、

いよいよ　（愈）副
　　　　　’　”　　i　l　l　’　i51　13：／13：／031／121　1　1／1／；　lI　　　　I　　　　I　　　　I　　　　l　　　　　　I　　　　I　　　　I　　　　I　　　　l　　　　，　　　　1　　　　■ し、ら　ΨしカVま　し　　（隻）　形 i源／ い’1あや（入綬） i源2

〔注〕
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いよす（伊そ笈） ii㍍i2i2ii∵i日 いりおとり（入％） 漸／ いりお1宴す　（入在）’ 1源虜

いらか（瓦） i／iiii　iiiiiiii／ いりがれレ　（入難）形
i源／ いりかつ　（八堪）千二 li方！

いらなレ　（楚）形 ／ii／iiiiiiiiiii／ し、　り　　カ、　よ　ひ　く　　　（　♪＼jj自　来）　力　貨」i二万 ’ し、　　リ　　き　　ナち　　る　　　　（ぺ来）　　　四 i徒2

いらふ（悟）千二 i　i6i／i　i52i22i　3i　i　i　i　／i　i いりぎは（ぺ際） ．i更／ いりこむ　（入込）● li蜻ノ

いらへ（答）
／i　i5i　i5iタ／i／2i　5i　i　i　i3i　i‘　　　　I　　　　I　　　　I　　　　I　　　　　　I　　　　‘　　　　■　　　　‘　　　　■　　　　I　　　　I　　　　I

いりこもろ　（入籠）慣 i徒ノ いハさす（入止）・ i源／

いりあひ（八相） iiilii／i／i4iiii／ii いりずみ（煎戻） i才に2 し、　　り　　す　　む　　　（八俳）　　　φ 挺ノ

いりえ（入ジエ）
日　i3ii4iii／ii／iil　‘　1　°　°　　＄　‘　’　I　l　l　；　° i／0いワそむ（入始）千二 i万／ いりたち（入立）　〔地力戊悌！

いりがた（入芳） ii／iiiタiiiiiiii いりf・ちなる（入立馴）作i掠／1 いりの　（八野）　〔地危〕 ；啄3

し、　り　　く　　　（　入来）　　　ズ7　夷
2i　i　i　i／i／／i／i／i　i　i　i／i　i21　　　　■　　　　I　　　　I　　　　l　　　　　　‘　　　　I　　　　I　　　　I　　　　l　　　　‘　　　　■　　　　●

いり3じる　（入雑）糎 i源／ いり3■（入闇立） i方／

いりたつ　（入江）四 2i　i　i／i／i　7i　2i／i　i2i　i　i　i いりみだろ　（入乱）千二
i
万
／
‘ いりもマお1才す　（入在）千二i源／

1

いリ1まつ　（入果）千二
i　i　i／i　i　6i　2i　i　i　i　i　i　iI　　　　l　　　　l　　　　I　　　　I　　　　　‘　　　　．　　　　l　　　　l　　　　l　　　　，　　　　　　　　　　　‘　　　　1

いり勧マゆく（入行）四 i源1 いワ杉⑳す（入）サ更 i源ノ

いりひ　（入日） i　i　i／i　i　2i／i　i／i　i　i　i　i いりもみ（ヌケ橡）
玩
／
． い　り　もむ　　（灼揉）　亨7

i
湯
／
1

いりふす　（入臥）四 ば；u川川U］ いウゐこふ（入居氾）上二i万／ いハゐなげ㊨、ふ（入房嘆）慣i万／
いりゐる　（入屠）上一

　　　　　　　l　i　l　l　　　i
i　i　i　i　i　8i　3i　i　i　i　i　i　i2 いる　（煎）遠 i徒1 いるま（入聞） i停1

いゐ　（入　卑）四
23i　／i2クigi／oi223i修i25i／3i㌃igiグi〆2i2’　’　”　　　　　　　　　　　l　l

いれう（医療）カ
…i徒ノ

いれかくす　（八聴）四
．瞬」／

いろ（入）千二
　　　i　l　　　‘　l　l　l　l
5i　／i！3i2igi／25i23i20i　／i5i／iタiタi2 いれかrっびら　（入r権チ） i紫／ いれこむ（八櫨）千二 i擁／

いろ　（射）エー 2ii／°iii2i／i／…ii／ii2i3 いKしむ（入染｝千二
｜i源／

いれ杉つ　（入江）千二
．i拍し1

いろ　（錆）上一 ／………1…………ii…一… いKなす（入為）囎 i人ノ いれじくし　（入簸）形 i源／

いゐ　（氷）エー ii〆ば一i／］i｛㍑ いれひも　（入紐） 1古／ いれもの　（入物） ；徒／

いゐさ　（入佐）
l　llll311；／；：l　llI　　　　I　　　　I　　　　l　　　　l　　　　　　l　　　　，　　　　‘　　　　l　　　　l　　　　l　　　　I　　　　‘

いろ（イ有覆）カ i徒／ いうかたち　（色形） i徒2

いろ（色）
／2i　i2／i2i／4i〃6i37i20i芹i3i65igi2i認■　　　　I　　　　l　　　　I　　　　I　　　　　　l　　　　‘　　　　‘　　　　l　　　　I　　　　I　　　　I　　　　l

いうかは（色革） iづア／ いろくさ（色穆）
i
線
1
．

いうめひ（色含） ／iiii5i30i3iiiiiii いろご’うレ　（色衣） i源／ いうず’1（色摺） i採’

いろいろ（色色）
2i　i／i2i6i55i／2i3ili／i2i　i3i∫‘　’　’　”　　　‘　”　　‘　’　l　i　l

いろ也（巳弟）
i
才
／
1 いろプかひなす（色便為）ρら原’

いうか（色香） iiiii／iiiii／iii いろつかふ　（色イ寸）● i万／ いろプき1まじむ（色イ寸初）fちi沸’

いろこのみ　（色好） iiiii3i／i㍍］8i／； いうつや（色艶）
i
枕
／
1 いうどり（彩）

濠
／
1

いろづきわr二ゐ　（色付汲一）四 iiii／i／iiiiiiii いうめがレげ　（色）形勧 瞬1 いろεし　〔人危戊 i徒3

〔注〕



徒i方i大i更i紫i源i枕i蜻i後i土i古i伊i竹i

レ・うつトく　　（色イ寸）　四 ノ川iU8肋2iタiば㍍28 いろ　互し1ズう　　　τ人島） 凝ノ いわかれゆく　r別往）慣 i方ノ
レ’ろどる　（彩）四 ii／iii十i／iiチii／iii／ いわく　（幼雑）千二

…i三原5

いわけなげ（幼維）形勧 Ii琳2

いろふ（絹）慣 ／iiiii2iiiiiii／i し、わ1ナな　し　　（幼椎）　　形 i源57 し　、　わ　　ナち　　す　　　（射波）　　　慣 i方／

いろぷレ（色抑） ／iiii／i／i／i／iiiiii いわたる（ラ及）慣
i
万
十
1 いをさ　（欠） li才／

いうめかし　（色）形 i　i　i　i3i　7i　i　i　i　i　i　i　i いえ！ぐわ　（因果）　ヵ i従1 いんし（胤子）ヵ i矢ユ

いうめく　（色）碑 ／iiiiiヲii／iiiiii いんねん（因縁）カ i徒1 i

い乞（魚り
i3i2i　i　i3i　i3i　i2i　ili　i’　’　’　’　’　　’　’　”　　‘　‘　l　l i …

いん　（印）ヵ ／iii／ii3iiiii．iii
i i

1　：　1　：　1　　：　：　：　l　l　l　l　l
l　l　l　l　l　　l　l　l　l　l　；　1　：・

… …

、
l　l　l　l　l　　l　l　l　l　l　l　；　；l　　　　I　　　　I　　　　I　　　　‘　　　　　　I　　　　I　　　　l　　　　I　　　　I　　　　’　　　　■　　　　■ i i

つ l　l　l　l　l　　l　l　l　l　l　l　l　l
：　：　1　：　：　　：　：　：　：　l　l　l　l

i …

う　（危・卯） iiiii∫i／iii／iiii う　（高）ヵ
i
徒
／
「 う（度）エニ

i
才
／
1

う（鵜）
iiiii／iii；i；i漣’　　I　　I　　‘　　l　　I　　I　　I　　l　　l　　l　　l　　°

う信着）感 i万2 ラo’がひ（統） i靖／

う　（得）千二 ／5i　3i　6i　4i　2i　88i37i／i　2i／i／i　7i　3i〆 うかがひありく　（窺歩）四i源3
1

うかがひく　（窺来）力曳 iラ原1

うう（植．）下二
6i／i2ili　i／4i7i5i／3i　i／2i6i　i31’　シ　’　‘　’　　‘　’　”　　i　l　l　l

うかがひたつぬ　（窺穿）千二i源／
　　　　　　　　　　　‘　　■、

うかがひつく　（窺イ寸） 千二i源2

うう（飢〕千二 2i　i　i　i　i　　i　i　i　i　i　i　i　i／ うがつ（穿）四
i
工
∫
｝
うかねらふ（窺狙）慣 i万2

うかがふ（窺）● ／iiii／i’5i／i／iiiii2i’　‘　’　”　　　‘　’　l　l　l　｝　i　i うかは（御，D
1
万
・
5
1
うヵ・ぴいつ（浮出）千二 i古／

うカ’ひ（鵜飼） i　i　i　i　i　3i　i2i　i　i　i　i　i2 うヵ、びゆく　＠多去）● i万／ うカ、べたつ　　（シ多立）　千二 i穴ノ

うかぶ（ラ多）四
i2i　i　i　i／oi　i4i　2i　i4i　i／i21　　　　1　　　　1　　　　‘　　　　‘　　　　　　I　　　　l　　　　l　　　　’　　　　l　　　　l　　　　I　　　　I

うかべながす　（ラ多流）ロ9
｜
1
万
／
1
うから（親族） i万／

うかぶ＠紛千二 iiliii3i／iiiiiii6　　　　一 うがれゆく　（膓多行）四 i万／ うがんゐ　り　　（人危〕・カ i竹1

うがる優）四 iiii－3∵lui／u うきいブ　（ラ多幽）　下二
Ii万・1 うきぎ（ラ多木）

i
泥
2
、

うきくさ（ラ多算） i　i　i　i／i　　i／i　i2i　i字i　i　i／ うきぐも（ラ多宏） i源2 うきつ（ラ彩孝） i万1

うきレプむ　（ラ多沈）慣 iiiiili－／ii／iii”　　1　1　‘　　1　’　”　　l　i　‘　1 うきぬ〔ラ多…B）　〔地ゐ戊 i万／ うきぬなは　（浮尊）
i
万
！
1

うきしま（浮鳥） i　i　i　i　i2i／i　i　i　i　i．　i　i う　きみる　　（：多海粒） i伊1 う　ミキ　ゐ　る　　（ラ多居）　　エー　’ i方2
ラ　さ　た　　（ラ多田）　　　↓弛）ら　ヱ

㍍㍍一〆㍍〕㍍｛／ う　き　を　ケ　　（ラ多居）　　ラ　麦二 i万／ うぐひす（鷺）　〔地危〕
i
枕
／
1

うさr二っ　（浮立）四 ／iliiii／iiiiiiii うけきらふ（承嫌）⑮ i竹／ うけぐつ（穿沓）
1
方
／
1

〔注〕
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うきね（↓多寝）
㍑　i／i／i2i㍑／一／i一ク1　　　　‘　　　　■　　　　‘　　　　■　　　　　　‘　　　　I　　　　l　　　　I　　　　l　　　　■　　　　l　　　　l

う　1ナ　す　う　　（膓多居）　　rF　二 遠タ うけたまはりあきらむ・（∂（明）千二i源　～

うさは（ラ多棄） iiiii　i／iliiiiii うけれまはりあらは寸（承顕）四i埠／
1

う　｜ナ　rちま　1ホ　リ　さ　す　（彦く．止）四i源2
1

うきはし＠多橘） i　i　i　i　i2i！i　i／i　i　i　i　：11　う　けた」ま　1審り　し　ゐ　（承矢ロ）●i枕　1 う1ナたまはりすぐ’す（承迎L）四i↓原’

うきふね（ラ多舟） iil3－2一　一　ii一
、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

つ1†たまはりつた！3・（承イる）千二iシ象2 　　　　　　　　　　　1うげたまはりとどむ（承止）肩源2

うきめG多海布） iiiii2iiiii／iii う1寸†二まはりな1デく（承歎）ロgi源2 うけr二ま1劃なやむ（承悩）四i源／
うさもん（膓多象文）　コ i　i　i　i／i2i／i　i　i　i　i　i　i うけたまは‘ぼる（鵡・D千二i望喬1 　　　　　　　　　　1う1丁た　ま　1ま　り　1‡つ　（承果）千二i…∂象　1

うきやう（杉京）カ
／－3川　i万2－　i一　川’　’　’　’　’　　”　　1　1　1　1　1　1 うけf二まはり　わく　（承分）四弓原　1 うけf二む　（受溜）千二 i後1

う‘くGわ・ 2i　i2i　3i／i　25i　i旬！oi　i5i　i　i う　1Tfつ　も　っ　　（受保）　四 i穴／ う　1す1工　し　1デ　　（了且）　形重ヵ
i
源
2
1

う．く（フわ千二 i　i　｝　i　i　7i　〆i　i　i　i　i　i　i8 う　げひ4っr二る　　（誓渡）　て夕 i万／ う1↑ふ（咀）千二 i伸／

うく（党）千二 〃i　i7i　i／i／7i2i2ili　i／i／i3i3 う1†ら（π） ｛才← う　1イん・1ズし　　（嬉綱縁）　コ
i
枕
／
1

うぐひす（鶯）
i　i　／i　’i　i23i　4i／2i’7i／i2ちi　2i　i50■　　　　‘　　　　I　　　　I　　　　l　　　　　　‘　　　　I　　　　l　　　　l　　　　I　　　　l　　　　I　　　　　　　　　　　．

うごき（動） i源6 うごきいプ（動出）千二 iイヂ／

うけ　（浮） iiiiiliili／一／iii／ うごきが杉し　（釦驚）　］形
i
太
／
1

う　ごき　そむ　　（動初）　千　二

i
源
／
‘

うけちまばりおく　（承置）慣
／－i－3i一一；一　　　　　　　　　　　　1”　　‘　シ　‘　　’　l　l　i　l　l　i

う　さ　カ、カ｛｜ま　　（鵜坑川） i万〆 うしお仁（牛魅） i枕1

うけたまはる　（承）慣 3i　i5’7　／i　i85i　2i午i　i　i　i　i8i う　し　かひわらは　　（枠俗司童）i批2
｜
うしぐるま（牛車） i源／

うヒF　L　る　　（受取）　ロ9 ii／iii6iiiiiiii うしつき　（牛付） i犬1
〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

つ　レなひ1まつ　　（失果）　1ニニi源　／

う　1Tlゴ　る　　（受張）　四 ……………、6｛2ii㍍iii う　しなひやすし　（失易）形i徒／ うしぱく　（領）四 i万5
う　1丁　ひ　く　　（多＼引）　　四 iiiii’giliiiiiii’　‘　’　’　’　　”　　1　’　i　l　i　l う　じ　1♂　つ　　（倦果）　　下　二

｝i靖2
う　し　ま　ピ　　（牛葱）　　〔地危〕　iフラ　／

1

うげふ（修・岨）四 iiiii2iiiiiiii3 う　　じ　や　　う　　（肩情）　　ヵ i
徒
1
｝

うしやつ（五八） i粋／

うごがす（動）四
i／i’i　i　i　gi’i　i　i　i　i　i！i2’　’　’　”　　　‘　1　’　’　”　　i　l

うしよつ（五四） i祐1
A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

っしろみあり　く（後見、形）四：源2
1

うごく　（動）問 1i　2iヶi　li　i38i　li　3i　i　i　i　i　’i　3 うしろみおぼす（後見毘）四i源／ う　し　ろろ・お老！ノ3・（そ受見蔦）四i湯2

うこん（杉近）カ 　　　　　　　　　　1う　しろみカ、しつく（後見傅）⑮i源　／
一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

つ　レうみがほ　（イ吏1己彦頁）1砂動！源／

うさ（憂） ユliii∫i2・…1∫｛3［2i〔 う　レうみだつ　（後見）四 i沸午 うしろみフカ、うまフる（後見4幻㎡ラ原2

うさ（守佐） iiliiiiiiiii／ii 　　　　　　　　　　1うしろみならふ（後見慣）口i元原／ うしろめたがる　　四
i
源
2
1

うし　（牛・五） ／8i　3i　5i　i／i　十i／3i　2i　i　i　i　i　i2 うしん（有・心）ガ i沈2 うしんしや　（屑心焔）　カ i尺／

うし（菱）形① 〃i／i／oi8i8i385i！7i2ψ5駁　i妬7ii’o‘　’　’　’　’　　”　　‘　i　l　l　l　l うず（髪華） i万3 うず（倦）サ更
i
元
庸
2
1

うし刀’ひ（牛飼）
2113111113　1111　111　　　　1　　　　斥　　　　■　　　　l　　　　　　S　　　　I　　　　I　　　　I　　　　I　　　　び　　　　l　　　　　　　　　　　　I

うすきばむ　（縛黄）声 i枕／ う　ず　く　ま　る　　（鱒ψ舌）　四
1
徒
／
・

〔注〕①「うごく世）」εふくむ・
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うしとら（丑寅） ii21i　i　i　7i　2i　i　i　i　i　i i うすぐも（斉雲） i源ノ う　すごほり　（鶏」司く、） i…原2

うレなふ（失）ψ 7i2i／i i／i2タi　3i　i　i　i　i2i i／ うすごろも　（寿衣） 瞬2 うすすく　四
’i源／

うしほ（潮） ii iliiiii／liii i うすずみごろむ　（舞星衣）i源／ うすだん（涛綾）コ i源／

うしみつ　（丑三） ii 　　　　　　　　　Iiii　i／iiiii／i i うすひ（碓氷） i万2 う　す　む　ら　ミヤ　き　　　（》竃L※） li源／

うレろ　（後）
チii7il　　　　‘

一7i85i22i3i2iiii i う　すや　う　しき　し（薄樟色紙）コi‡尤　／ う　す　や　う　だつ　　（費｝ネ皐）　ロθ　コi》原　’

う　しろ　ざま　　（後林）　彰動 ／ii iii　i十iiiiii
i うすゆき（蒋雪） i源／ うすらひ（涛ラド） ．ド万1

うレろτ（後才）
／iiI　　　　‘ i　i2i　gi　3i　i　i　i　i　i．　‘　’　　’　”　　‘　i　l　l i う　すれゆ　く　　（新圭）　　四 i万／ うぜかくる　（K隠）千二 i枕1

うしろみ（後見） ／ii7i ii／〃7／i／iiiii … う　せ　1ゴ　つ　　（　失果）　　－F　二

i
源
／
1 うそ（癩） i竹1

う　しろみる　（後見）　エー
一3il　　　　　I 　ii〃i3iiiiill　　　　l　　　　斥　　　　　　1　　　　■　　　　l　　　　l　　　　l　　　　l　　　　I

｝ うそむきのぼる　（噛登）四1万　／ う　γ二　（　勾　多　）　　〔歩也危〕 江ノ

う　しろむ　（彼見）国 il／i ii／iiiiiii
i う　rざし・しやうど’〃）（杉犬祷殿）コi源2

1

　　　　　　AうたがたびL　（泡ラ禾人）
i
後
／
1

う　しろめたげ　　形勧 ii ii／i／亨iiiiiii i うf二が右も　副 i万5 うf二がちり　（歌語） i源3

うしろめたさ ii iii6川iiiiii …
う　r三力ぐう　　（歌身券）　肴う働

※
／
1 うちがひあさ’ける（疑ロ朝）問i宇乏／

‘

うしろのちし　形 ii i／i／i！20i　6i　2i／i　i／i　2il　　　　I　　　　i　　　　　　‘　　　　I　　　　I　　　　‘　　　　1　　　　‘　　　　1 i う　rニ　カミ　ひ　お　1ぎす　　（疑思）　ロgiラ原　　1 うたカc3　レ　　（看叉）　γ多 i沈／

うしろめたなし　　形 ii iii4ii／iiiii
i
うだく（抱）四 坑2 うたくづ（歌屑） 1徒／

う　し　ろヤうす《ヤ　（そ父」キ」） ii ii／i21］ii一 … う　rちf三ね　　（転茅匠）　　〔地名，フ　i勇巳2
｛

うたつ’かさ　（稚衆寮） i諌2

うす（欠）千二 8
i

　　　　i　　　　　　　l　l　I
i106i　2i　／i　／〃ぷ　　8i　タi　　　i　　／i　　　i　タi　3i　6

1

う毛マし（転）形 i源／6 うだてんわう　（苧多天里）ヵi大／

うすいろ（薄色） ii／ili／i8i／＋i2iiiii i うたぬし　（歌主）
…
1
工
2
1

う　　た　　ひ　し、　プ　　　（歌　3ム　）　　千　　二 li蹟1

う　す　こ　う　1ゴレ、　（葺季工梅）　コ ／ii i　i　i　／i2i　i　i　i　i　i i う　†三　ひ　カ、ノ3、　（s畠　※二）　千　二 i穴／ うたひかへゐ　（歌帰）四 i蜻／

うすさ（得） i
i iiii／ii／iiii

i う　†二　ひ　く　　（歌来）　力　更 Ii靖1 う〃ひすさぶ（歌遊）㊥ i源2

うすし（蒋）形 1ii 　　　　　　　I　　　　Ii2i5i23igi3i7i　i5i　i i5 うたひすさむ　（歌遊）四 i源／ うたびと（歌人） i万1
う　す「「1手　う　　（薄L蘇才方〕　コ ㍍

ii／i／iiiiiii”　　‘　　’　’　’　”　　‘　1 …
｜
うたひゆく　（歌行）四

i
蜻
／
1 うたへ（新） i徒1

うすずみ（蒋墨） ii／i i　i2i／i　i　i　i　i　i i う巨めく　（歌）四 i工／ う　rっ杉　のカVrニ　リ　　（歌物多吾） i役1

うすにび〔蒋鈍） ば i　i　i3i　2i／i　i　l　i　i i 　　　　　　　　　　　，う杉よみがまし　（歌詠）形1北／
1

う　f二　よ　み　さ“ま　　（吾R了オくネ4L）

壕
1
．

うすふちめゐ　（得二藍） ii iiili／iiiiii i う仁うんぎ　（歌論義）　コ i人／ うち　（勾智） i万／

うすわの（薄物）
2iili‘　　　　， 　i3i／6i　7i　2i　i　i　i　i之　　　　l　　　　I　　　　　　l　　　　l　　　　I　　　　I i うち（才丁）梼頭

i
》
原
／
0
之 う　ちあく　ぶ　（才丁欠、イマ）　ロg i伽

う　すや　う　　（ヌ専様）　　コ ii
　　　　　　　　i　i　　　　　　　｝

ii／i／Oigi／iiiii … うちあげあそぶ　（打㌘遊）四i竹／ うちあさゆ　（残）下二 i源／

〔注〕
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うすらか　（薄）　形・勤 肋iii2iノーiiiii うちあざわらふ　（吻笑） 四i源／ うちあだけすく　（徒好） ・i泳1
うすらぐ（剤　・ i／i　l　i　i　8i　i　i　i　i　i　i　i うちあたる　（当）　四

…i蜻／

うちあはび　（打鰻） i便’

うせゆく　（失行）ロ iiiii／iiiiiiii2 うちあ1でろ　（荒）下二 i源2 ううあふぐ　（扇）ψ i淑／

うそぶきありく　（嚥形）四 ／iiiii／iiiiiiii うちあゆむ　（形）ゆ
Ii源／ うちあらたむ　（改）千二 擁ノ

うそぶく（魂）慣 iii／ii仁ii／∵iiii うちあらはす　（顕）　頂 i蜻／ うちあらふ　（洗）ψ i枕／

うた（歌） ／6i　i28i　5i〃i　33i　7タi亨i　i57i　i36i　8i2 うちいさかふ　（評）　四 Ii源1 う　ちいそ　ぐ　　（乞）　、多 i源／

う　r÷　　（　宇　　多　）　　　〔　人　メら　］ ii／lii／㍍i日日i う　ち　し、rプ才　　（出）　透7 腕十 うちいで（打出） 汰ノ
L一ρ

っだ　（㌘陀）　〔姥知〕
　　　　　　　　　1　　　　，　　　　　　　　　　I

iiiii／i／ii／iiiii3 うちいですぐす　（出過）
四i源1　1

うちいτそむ　（出初）千二i埠2
1

う　r三し・　し　や　う　　（メヨ犬考簿）　　ヵ
i　i　／i　i3iノ十i／i　i　i　i　i2i　il　　　　　，　　　　　」　　　　　L　　　　　I　　　　　　　l　　　　　‘　　　　　I　　　　　I　　　　　‘　　　　　I　　　　　l　　　　　l

う　ちし、で’1二　く　し　　（出葉隻） 形i源2 うちいτよむ　（出詠）四 i彬’

う　f…　し、　じ　ノ（ノ　　（右　六』　臣　）　　カ ii23iii4iiiiiiii うちいひいブ　（多出）　下＝i枕／
1

うちいひさす　（言止）四
煽
／
1

うだいじんどの　（杉穴臣殿）コ 3ii亨iii4iiiiiiii うちいひそ　し　る　（言誘） ⑮i祉’ うちいひうらす（名散） 四i蜻／
う　ナ三　レ’ベ　ノ（ノ　　（えラ　ナ＼キ†　）　　カ i　i　li　i　i　7i　i　i　i　i　i　i　i う’いらふ　（答）下二 i源2 う　ち　い　り　く　　（入来）　力　隻

i
源
∫
‘

うfこかち　（泡沫） ；／㍍㍍／1］／］〆1㍍ うちうごく　（勤）四 i枕∫ う　ち　う　し　なぶ・　（久）　ロ9 瞬∫
う　†二がは　し　　（疑）　形 i　i　∫i　i　i　8i　i2i　i　i　i　／i　i う　ち　う　そ　3ご　く　　（噺）　四

i
源
1
｜

うちう†二ふ　（謡）週9 i祝2

うたがひ（疑） 2iii…／…／6i2i3…／］…／i2i2 うちうつふす　（楯）虜 i蜻2 う　ち　　う　ち〔　†プ　ゐ　　　〔項室）　　千　二i元原　　’
‘

うEがふ（疑）四
　　　l　i　　　　　l　　　．　i
li　3i　〆i　i　li　2／l　i　／i　3i　l　i　i　i うちうめく　（坤）蘭 i源6 う　ち　う　んず　（倦）　サ　更 畑／

うナニれ　（転）副 iiiii2iiiii／ii・i うちえす　（寄）　千z　（栗需〕i万
｜　’
う　ちおき　う　ちおく　（置置）四i源2

1

うγ・おね（転寝） i…i…／i6ili2…i／iii 二〕　『5　お　き　カミf乙　し　　　（置難） 打うi源／ うちおこたゐ　（危）四 i徒’

うEて　（転）副
密　i占　川i／3りi22孕りi／i3ii2i5’　’　’　’　’　　”　　l　l　’　’　” う　ちおさふ　　（彩F）　下　二 i大1 う　ち　お　と　　し　む　　（買乏）　　千　　：二

滝
／
1

うた了げ　（転）彩勧 ii／iii／iiiiii一 うちおLなふ　（者〕　四 i源1 うちおヒなぶ　（穴人）　L二i源／

うたひののしる　（歌喧）　四 iii－／ii／iiiiii うちおとり　（肉㊧） i太／ うちおどろがT　（鷲）　● i嵯／

う†二ふ　〔歌）口 　　　　　　　　　　　13i　i2i　5i　5］3τ／儂　／i　i6i　i2i右　／ う　ちおrぎす　　（恩〕　冑9 源午 うちおほ’　（宇治人路） 液！

うr・ふ（訴）千二 ／iiiiiiiiiii一ノ うちおほビく　四 i源2 う　ちお　13　ど　く　　　千　二
焼
／
1

うたまくら　（歌枕） 　　　　　　　　　I　　　　　I
／ii／iii／i－　iiiii うちお｜琢ひ（覆） 吻1 う　ちお1ずめ　く　　〔月龍）　四 i徒1

うr二よみ（歌詠） i　i3i／i　3i　2i　i／i　i　i　l　i　i うちおもひ（毘） i源1 う　ちおも　ひお　こす（晃ま萱）千二㍑原　／
．

う↑二ゑ（歌絵）コ
　　　　　　　　I　　　　　　　　　　l　　　　I　　　　I

ii／－　iliiiiiiii う”ちおψひす　ぐす（恩過）四i更　∫ う　ちお毛ノひやる　　（毘孟）　四㍑原　’
〔注〕
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うち　（内・内裏）
¢5i　7iク3i22i33i‘2ま∠gi46i5i8i　gi7igi4！1　　　　　．　　　　　び　　　　　・　　　　　．　　　　　　　1　　　　　↓　　　　　’　　　　　．　　　　　1　　　　　．　　　　　・

v

うちおもふ　（思）四 i遁乃 う’おわやす　（面朔り　千二i源　’

うち（氏） ii3ii／i　iiiiiili i2 うろかかゐ　（掛）四
i枕／ うちかく（蓄）四

．i碧…1

う■（学ラ幻 3iii5ii33ii7i／ii2ii i孕 うちがく　ろふ　（隠）　下二 i源1 うちかける　（翔）四 i蜴2

ううあかむ　（赤）四 i　i　i　i2i　6i　i　i　i　i　i　i … う　ち　カ、二　む　　（囲）　．悔 ’i徒／ うちかさ“す（権頭）ψ ’i頬’

うちあかむ　（赤）　千　二
ii／iii窟　iiiiii‘　　　　．　　　　l　　　　l　　　　l　　　　　　l　　　　タ　　　　1　　　　‘　　　　I　　　　I　　　　I i う　「5　カ、さ　な　る　　（重）　⑮ i枕∫ う　ちかレ　こ　ま　る　　（畏）　⑮ i源8

う　ちあぐ　　（工）　下　二 i　i2i　i　i　2i／ili　i　i　i　i i う　ち　カ、　し　つく　　（碍）　四
i
元
原
∫
‘ う　ちカ、ぞふ　　（〕敦）　千　二 i批／

うちあそぷ　（遊）⑮ iiiii／一／iiiii‘　I　l　”　　　‘　”　　‘　i　I　l
i
｜
うちかたむ　（固）　千二 湯1 うちかたらひあはす（官吾令う四i源1

うちあつ　（打当）　千二 ／ii！iii　iliiiiii i う　ち　カ、r二　ゐ　　（多看）　画
i
元
原
2
‘ ううかプく　（械）四 li祝十

う「5あ1才可　（打合）千二
ii／iii5i／iiiiiil　　　　I　　　　‘　　　　‘　　　　‘　　　　　　1　　　　‘　　　　‘　　　　l　　　　l　　　　‘　　　　‘ i う　ち　カ、ブ　く　　（被）　千　二 i源／ うちかなぐる　四

　　．i源／

うちあふ（合）θ i　i　i　i2i／十i　i／i　i　i　i　i i うちかなブ　（秦）　千＝
汰
’
「 うちカ’は亨み（穿ラ診1り液）i万1

1

ううあり　（肩）ラ曳 2iiii／iiiiiiii i うちか1才ゐ　（捉）四 i穴2 うちかひ（交） i万／

ううある　（荒）千二 i　i　i　i　i2i’i／i　i．i　i　i i うちか，3・（交）千二
i
源
1
‘ うちかへ（交）

i
万
／
1

う’いプ　（出）千二
4i　i3i／i3i5りi5i　i／i　i2ili／iI　　　　’　　　　‘　　　　‘　　　　1

うちかへしうちかへす（返返）ゴ源2 ううかヘワごつ（返老）ψ湯1
う　イラ　い　て“　（才丁出）　　〔地危〕

　　　　　’　款　l　l　i　l　i

iii／iili／i／iiiii
i
うちかヘリみる（顧）エーi源／

’

う　「ら　き　き　つ　く　　（聞村）　千　二i》原　　’

うちいふ　（言）四
liiパ／iligiloi5　iiiiI　　　　‘　　　　I　　　　l　　　　l

… う　ちき　きのの　し　る（聞罵）●i紫　’ う　ち　き　ξ号　1〔［　じむ　　（蘭焔）千二i詔巳　’
．

うういる　（へ）千二
　　　　　’　’　”　　l　l　l
／i－　ii　ii／iiiii1：

i
うちきこえこち　（聞） i嫡／ うちき二ゆ（聞）千二 i源2

うちうち　（内肉）
2i　i2i　i　i白　　i　i　i　i　i　i／il　l　‘　‘　‘　　‘　「’　i　l　｝　l　l

うちきゆ　（ラ貞）千二
1瞬ノ

う　ち　ξ㎏　ら　宅「　．（霧）　田 i万1

う　　う　　う　　な　rア　く　　　（点、垂…貢）　　● ／l　l　l　l　：31　：　：　：　1　：　1’　　　　I　　　　I　　　　I　　　　‘　　　　　　I　　　　I　　　　l　　　　I　　　　’　　　　1　　　　’

i
’ うちきゐ（切）● 耽1 ううくちずさぶ　（▽遊）●i源／

うちおく　（置）ロ 2i　i’i　i　i25i〃i　3i　i　i　i　i i／ うちくちぶワ
｜
1
方
1
1

う　ち　　く　1才　ノ3・　　（カロ）　　下　　／ i頒2

う・ラおこなふ　（行）四 iiiii／iliiii一 …
う　ち　く　ぶ　　（焼）　千　二 i竹1 う　「ぢ　く　る　　（刀駈）　千　　二 i批／

うちおどろく　（鷲）　回
i　　i　／i　6i　　i　6i　3i　／i　　i　　i　　i　　i．　　　　　．　　　　　．　　　　　．　　　　　，　　　　　　　．　　　　　．　　　　　1　　　　　オ　　　　　I　　　　　I　　　　　I i うち｜丁さうず1化粧）慨コi源4 うち1すざやぐ　慣

i
源
1
‘

ううおふ　（追）四
：：：ll’：／：：1：　lll　　　　l　　　　l　　　　’　　　　「　　　　　　1　　　　■　　　　l　　　　l　　　　↓　　　　I　　　　I i う　ち1†ぶゐ’（煙）　”7 i源2

・

つちこいふす　（伏）四 β／

うちお14ふ（覆）個 ／ii／i／i－iiiii’ i i うちこえく（越釆）．力爽 i万2 う　・ち　こ　えンみる　　（越見）　迄L　－iラタ　／
’

うちおげゆ（覚）千二 … うちこころむ　（’c見）L二i後／ うちこぼしあつかふ（爆才及）⇒枕ノ

うちおあひいブ　o巴出）千＝ iiii／i午iii－　ii’　‘　’　’　’　　”　　L　‘　i　l　1 i うちこぼつ　（殿）四
i
枕
1
．

う　う　こ　め　く　　（児）　　ロ9

i
原
／
．
　
．

うちおもひめぐらす（思廻）四
：　l　l　l！：21　；　l　l　l　l　：l　　　　l　　　　‘　　　　‘　　　　I　　　　　　I　　　　I　　　　‘　　　　1　　　　「　　　　‘　　　　↓

… う「弓二うす　（殺）　画 i視／ うち二わゲくる　（多作）慣i源2

〔注〕
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ラうおろす　　（下）　辺9 iiiば2i2i2㍍日i．i う　ち　　さ　　う　そ』く　　（装束　）　演　コi霧　　／ う　ち　さ　　う　ど　く　　　　w9　コ　　　　　　　　i》虜し　ノ

うちカ、く　（懸）　千　二 1i　i2i　i　i／4・i　8i　i／l　i　i　i！i　2　うち　さ　く「　ぐ　　（梼）　千　二 i徒’ 　　　　　　　　　　，う　イラ　ぐ「　す　　（才丁メニ）　ロg　　　　　　i》原2

うちかすむ　（線〕千二
iiiii5ili－　liiiI　　　　■　　　　‘　　　　‘　　　　I　　　　　　I　　　　■　　　　■　　　　‘　　　　l　　　　I　　　　I　　　　‘

う　ち　さ　らす　　（9墓）　悔　　　　　　iフヲ　2 うちぎる　（戯）千二　　　iラ原／

う　ち　カ、γ二　，～ミ　〈　　（傾）　　四

iiiii午i3iliiiiii 　　　　　　　　　　1
う　う　さ　　ゐ　カv3、　　（猿衆）　　v”　コi枕　　／ 　　　　　　　　　　1う　一ぢ　し　き　り　みゆ　　（頻夏」）千二iカビ　！

う　ち　カ、　r二　ら　，3・　（語）　　∀日
’i　i　／i　i3i　2gi十i／i　i　i　i　i　iI　　　　　l　　　　　‘　　　　　．　　　　　1　　　　　　　．　　　　　・　　　　　I　　　　　I　　　　　び　　　　　I　　　　　I　　　　　I

う　写　し　f二†ニカ・　（強）　形動　　i枕　∫ う寸ラ　しつ“ま　る　　（鋲）　甘g　　　　i源2

う　ち’カ《にr　（苧ラ昌｝】1） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，iii／ii／iii／iiii i／0う　ち　しつらふ　　（室方し）　四　　i劒巳　／ うちし偏・・　　　巨／
う　ちカ、r儒『「　（突．）　四 i－　ii午iiiii／iii’　‘　’　”　　　‘　‘　‘　‘　1　’　l　l う　ち　しめ　る　　（湿．）　ロp　　　　　　i痂、8 う　う　し　る　　（知）　冠ロ　　　　　　　　iネ党　／

うちη・へす（返）国 ii4iii15i3i3i3iiiii う　ち　し　を」る　　（萎・）　千　二　　　　iシ凍　3　　　　　　　　　　．

　　　　　　　　　　　1うちずうず（錦）サ隻コ　i埠2

うちかへる（反）声 ／iiiiii∫iiiiiii うぢすがす　（嫌）四　　　i視1
う　→ヲすカぐ」、　（ンうぐ）　四　　　　　　i源2

う写がみ（氏神） ii∫iii∫iiiiiilii
うちすぎがたし（遁難）翔源／　　　　　　　　　　1 う　ちす　く　　（透）　四　　　　　　　　iシ原　／　　　　　　　　　　　，

うちかむ（援）⑮
i　i2i　i　i　6i　i　i　i　i　i　i　iI　　　I　　　I　　　l　　　I　　　　”　　‘　　　・　　　．　　　．　　　‘　　　‘　　　1

うちすぐす　（過）　回　　　　　i》原3 うちすげむ　ゆ　　　　　i源／
う　ちカ、よ　，3、　（通）　⑮ ii－　i∫iiliiiiii

うちすごす　（泌）w　　　　i枕／　　　　　　　　　　1 う　うすすろ・3・　（咳S）　慣　　　　i万　／

う　ち　カ、を　る　　（蕉）　　wg ∫－　i目　∫一　一　一　一’　‘　1　‘　1　　’　‘　’　l　l　l　l　l う　ちすて　カ、〈　　（才舎著）　vβ　　ら肩［　／ ううすてざま（惨樽）形酬源1

うちぎ（ネ圭） i　i　i　i8i／Oiチi　2i　i　i　i　i　i
うちずんじなす（舗為）四コi源／　　　　　　　　　　｜ うちそ　（灯麻）　　　　　　　　i万2

ううき“さ　（聞） iiiii2i2iiiiiii うちそこなふ　（損）　四　　　i穴　／ 　　　　　　　　　　　1うちそそぐ　（膓主）　四　　　　i…原6

うちきく（聞）愉 ii∫iii相iiiiiii うちそ1ズむ　　（刷）　⑮　　　　　i源2 ううそげる　（頗）　千二　　　i》原　1
うちきす　（靖）千二 iiiii∫iiiiiiilil’　’　’　’　”　　‘　’　1　i　l　l　l 　　　　　　　　　　｜ううそむく　（背）　⑮　　　　　i源8 う　う　そや　レ　　祝　　　　　　　　　i万　／

う　ち　ぎ「す　カくた　　（ネ圭著L） i　i　i　i　i　7i　’i　i　i　i　i　i　i うちそよめきいプ　（出）千二i源／ うちたがふ（違）千ゴ　　i※∫

う　ちき　る　（着）　エー i／iiiii3i2i2iiiii 　　　　　　　　　　｜うちたちきならす（打叩鳴演蜻1 　　　　　　　　　　　1うちr三たな1エ　る　　（畳）　問　　i彬　’

うちくず（屈）サ支コ
1川1；1　；1ハ　lllll「　　　　l　　　　l　　　　l　　　　l　　　　　r　　　　‘　　　　I　　　　I　　　　I　　　　l　　　　l　　　　，

う　ち　f三つ　　（立）　⑱　　　　　　　　i犬　／ う　う　たニグ）む　　（弓頃）、慣　　　　　　㍑原’ら

う　ち　ぐす　　（易）　iア　曳コ uliii与iiiiii一
う　巧　rち3・す　　（倒）　四　　　　　　i槌　／　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　．うちちむ（廻）エニ　　　i万1

ううくふ（食）四 liiiiii’iiiiiii う　う　r㌢γ戸む　　（ラ也）　千　二　　　　　iラ原　2 う巧れ1弍がみ　（至髪）　　　i源／

うちく匂ろ　（曇）’ i　i　i　i　i　／i2i　i　i　i　；　i　i 　　　　　　　　　　‘う　ちfこ　を」ろ　　（者才年）　プ　　　　iフデ　3 う　う　ち　ワ　そふ　（篇支ラ泰）　■　　i》厚1　　　　　　　　　　1

うちけしきばむ　（原色）ψコ iiiii／i／iiiuii う　ち　寸ラ　リ　まヵく’3、　（散紛）　糎iラ原　／ うぢち1ノわ七ゐ　（散渡）慣i源∫

うちけつ　（消）四 ㍍1一一／11］i口
う　巧　づ』　（出）　千　二　　　　　　　　｛万　2 ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

つ　ちつく　　（イ寸）　四　　　　　　　　汐ミ、　1　　　　　　　　　　1

うちこえゆく　（越行）慣
l　l　l　l　l　　l　l　：／l　l　l　：　121　　　　1　　　　1　　　　■　　　　，　　　　　　l　　　　I　　　　l　　　　l　　　　I　　　　■　　　　‘　　　　　　　　　　　1

うちつく　（イ寸）千二　　　i万／ うちつけここ　ろ　（・心）　　　　i；庫　／

〔注〕



徒i方i大i更i紫i源i枕i蜻i後i土i古i伊i竹i

うちこ｛ぎ寸　（零）㊥
ii…／i　i／iiiiiii「　　　　　”　　　　　　‘　　　　　《　　　　　　　ヂ　　　　　メ　　　　　イ　　　　　「　　　　　「　　　　　’　　　　　「　　　　　「

うちつけごL　（蓄） i源2 うちつけめ（目） i源／

う　ち　こ　1ず　る　　（牢）　　千　二 iiilii／ii／iiiiii 　　　　　　　　　　．うちつづきまうプ（続詣）千二i枕／ う　肩弓　7　う　す‘　（‘周）　サ曳　コ li杷1

うちこゆ　（越）千二 i　i　i　i　i　　i　i／i　i　i　i　i　i2 うちでく　（出釆）力斐 i万／ うちでら（氏寿） i八3
う　ち　さ　ぐ　　（1：）　千　二 iiliii　i／iiiiiii うちLく（解）悔 i批／ うちLけ（解） 1蜥／

うちささめく　（私語）ψ
1i　i2i　i　i〆oi／i　i　i　i　i　i　i‘　　　　　I　　　　　I　　　　　l　　　　　I　　　　　　　I　　　　　I　　　　　‘　　　　　I　　　　　l　　　　　，　　　　　I　　　　　I

う・うとけ二おにrします（角書在）四i源　／ う　ち　ヒ1ナカぐr乙し　　（角オ董乞）　形㍑原　／

う　ちくヤわぐ　（騒）　¶ヨ iiii／i3ii／i／iiiii
う　う　と　1ナカ《1款　　（解顔）

i
》
原
l
l
う　ちと1†すぐ　（解追）　　　　’エニ玩2　．

う弓しき（打薯幻
i　i　i　i　i　3i　2i　i　i　i　i　i　i‘　1　’　1　‘　　l　l　‘　’　〆　∀　i　i う　ちと｜ナすむ　　（角孝イ主）　・ i源1 うち　ヒ1ナ1ちく　レ　（解難）　％i元原　／

うち　レきる　（頻）　¢ヲ ／i　i　i　i　i　7i　i　i　i　i　i　i　i う　イラ　ヒ　1ナ　1ま　っ　　（解果）　　千　＝．i易野ζ　！

1

う　ちヒけぶろ・　（解叉）
i
癌
／
1

ううレく　（教）愉 ii｝／iii3iiiiiii
う　　iう　と」　1す　　ま　　ご「　リ　　　（　角乎月券） i源／ うちヒけゆく　（解行）w i元原3

う　ち　レ　ぐ　る　　（晴雨）　千　二 ／iii／ii5iiiiiiii
う　ち　ヒ　1ナ　オっ　さ“　（解亭）

i
源
2
1
うちどの　（打願L）

i
源
／
，

う　ち　レのぶ　　（偲・忍）　ロ9
i　i　i　i　i／2i　i　i／i　i　i　i　ilI　　　　　‘　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　　　I　　　　　‘　　　　　l　　　　　l　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　I

うちどの　いPラ6殿） i更／ うちながのがち　（眺）形勧i源／
う　ち　　し　1穗　，3ミく　　（η亥）　w

ii／iii6ili／iiiiii うちなきうちなく（泣ラ1L）融源／v

ううなさよう二ぷ（ラ江塔）四i拓／
1

うう千（為）サ更 うちなげきがち　（簑欠）形勧i源／ うちなす（鳴）四 i万／
’

う　ちすぐ　（過）　上二
　　　　　’　i　’　l　i　i　i　i
i　i　i／i　i　8i　2i　3i　i　i　／i　i／i うちなつ　（樵）画F二 i万／ うちなlzす　（直）回 i源ノ

う　ち　うもす　　（論）　サ　曳コ うちなみだぐむ　（流含）’i線6
；

う　ち　なゆ　　（墓≒）　　下・二

i
…
厚
／
1

う　う　「『　つ　　（冷）　　千　二
　　　　　1　‘　ぐ　i　i　｝　i　l
／i　i2i　i　i40i仏i　3i／i　i　i　i　i う　ち　な　ら　し　　（1勾習） i源2 うちなる（成）慣 i源1

うちずみ（内叢住） ／i　i3i　i　i　7i　i　i．　i　i　i　i　i、　‘　‘　，　°　　°　，　‘　i　i　l　i　l う　ち　な　る　　（馴）　　千　ニニ
…i源／
うちに豚はレおく（匂置）声i源／

1

うちずんず（繍）サ更コ iiii／i10iiliiiiii うち1二ほふ　（匂）糎 i源3 う　ち∂なゐ　（濡）　千二 瞬／

うちそふ（赤）四 i／i／i／ii5iiiiiiii”　　‘　L　‘　　’　‘　‘　1　’　’　” う　ち　の　が　る　　　（」垂t）　　rF　：二 i蜻／ う　イラ　の　f二　ま　1審r『　　（宣）　　千　｝・i亦L　∫
‘

うちそ、3・　（染）　千二
1　：　：　：2：14：2：　：　：　：1：　：　ll　　　　‘　　　　1　　　　‘　　　　．　　　　　　l　　　　I　　　　l　　　　l　　　　l　　　　I　　　　I　　　　I

うちのちまひいブ（宣出）・F二i…原／ ううのた‡ひまぎうはす（宣紛）●i源／

うちそよめく　四
iiiii6i3i／iiiiii‘　　　　　‘　　　　　I　　　　　l　　　　　．　　　　　　　l　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　‘　　　　　‘　　　　　I　　　　　I

う　ちのぶ　（層つ　　千　二 i源／ うちのぼる　（上）　ロ9

i
万
’
1
L

う　ち　ちr膓v　（叩）　慣 i　i　i　i　i　ヲi　i2i　i　i　i　i　i うちは（困嚇） iκ／ うちはく（楓）回 i徒／

う　寸う　f，ゆ　　（絶）　千　二 iii／ii4iiiiiiiil　l　‘　‘　‘　　‘　l　l　’　‘　l　l　I うち1‡さむ（挟）　千二 i穴／ うち1才　しだつ　　（才丁‡喬）　ヤ回
i
源
／
1

う　ちちゆむ　　（弛）　ロρ iiiii8i／iiiiiii
う　ち1才　つ　　（才丁果）　　寸ニ　ニ i源3 うちはプす　（タト）　四 i枕／

う　ちたる　（妻）　千二
iりiii　i！iiiiiiiI　　　　　I　　　　　I　　　　　．　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

うちはなふ　エ＝
i
万
／
1 うちはなやぐ　（花）　●

i
魂
l
I

うちぢうす　（散）四
　　　　　’　”　　1　”　　‘：　l　l　l　l　／12　　1　1　1　：　l　lI　　　　I　　　　I　　　　I　　　　I　　　　　　I　　　　I　　　　I　　　　l　　　　I　　　　l　　　　‘　　　　‘ う　iう　1まや　す　　〔薯L）　　09 i蠣1 う　ち1工らγ二つ　　（月隻立）　⑯ i徒／

〔注〕

41



42

徒i方i大i更i紫i源i枕i蜻i後i土活i伊i竹i

うちうる（散）θ
i　i　∫i　∫i　i　5i　2i　／i　i　i　i　i　i‘　　　　．　　　　．　　　　l　　　　l　　　　　　．　　　　1　　　　‘　　　　1　　　　‘　　　　．　　　　1　　　　‘

ううはる　（腹）千二　　　i源1 うちひがむ　（僻）ゆ　　　　i遁1

うちつがふ　（使）ψ i　i2i　i　i　／i　／i　i　i　i　i　i　i 　　　　　　　　　　　‘ううひかゐ　（光）●　　　　i枕1 　　　　　　　　　　　1う　ち　ひ｛γす　　　祝　　　　　　　　　　i才’2

うちつぐ　（次）声 iiii／i3iiiiiiii う　ち　ひご「つ　　　‡肥　　　　　　　　　　i万　2 うちひそみあふ　（聾合）、βi…扉’

うちつげ　〔打付）形勧 i　i　i2ili40i　i2i2i／i3i　i　i う　ち　ひ　そむ　　（響1）　●　　　　　　i源／0 　　　　　　　　　　　1う■びヒ（穿治人）　　　i万1

うちつプく　（続）四
1i／iデ　ii／3ili／iiiiiil　　　　l　　　　I　　　　↓　　　　I　　　　　　I　　　　．　　　　．　　　　L　　　　‘　　　　．　　　　オ　　　　．

うちひヒリごつ　（独宅）慣ij原3 う　ちひろぐ　（あ）　rF　二　　　　iタこ　／

うちつプく　（続）千二 ii／iiiliiiiiiii
う　ち，3・き　そむ　　（吹ネカ）　千二i8皇　’　　　　　　　　　　　1 う　ち　’3、　く　む　　（含）　　ロg　　　　　　　　iリト　／

うちつぶやく　（咳）四 iiii／i3iiiiiiii うちふしやすむ　（臥休）頃i枕ノ う　画ちβ・す　　（伏）　千　多　　　　　　iZえ2
う　ち　つ　ノ3く　る　　（ラ『旨）　　千　二 lll　ll／Olla　llll：‘　　　　l　　　　I　　　I　　　　l　　　　　‘　　　　1　　　　‘　　　　1　　　　．　　　　l　　　　l　　　　　　　　　　　l う　ち　’3、司「ぷ（煉）　　rF　二　　　　　iハ原　　／　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　1う　ち　’ぷる　　（哲触）　四　　　　　　iフ5　／

う　ちつ　る　　（連）　千　二
ii川1i8i’iiiiiiil　　　　l　　　　I　　　　I　　　　I　　　　　　I　　　　．　　　　1　　　　‘　　　　L　　　　．　　　　l　　　　l

う弓ふろ　（古）⑮　　　　i礼／ うちふるひいのる（振祈）画祝’

うちヒ（内外） i　i　i／i　i2i　i　i　i　i　i　i／i う　ち」、る　まβ、　（振・舞・）　ロg　　i線　7 うちふゐめく　（右）φ　　i杷／　　　　　　　　　　　1

う　ち　L　〈　　（角キ）　千　二
4　i／i／i7iκ’i8i？i3iii’ii．　　　　I　　　　I　　　I　　　　I　　　　　「　　　　．　　　　‘　　　　．　　　　‘　　　　．　　　　．　　　　　　　　　　　　．

うち13のめカ’す（広）ψ　i源／ う　う　∂　う　しカ、く　　　rF」二　　　　i穴　／

うr5とけごヒ　（解奮） i　i　i　i　i　2ili　i　i　i　i　i　i うち≠カ’す（イ凌）千二　i牝／ うちまがふ（紛）声　　　i珠／　　　　　　　　　　　1

うちLげすがf膓（解卒）
iiiii’一／iiiiiil　　　　l　　　　I　　　　I　　　　I　　　　　I

う　つラ　ま　ぎら1ます　　（紛）　声　　iち原　／ うちまぎる（紛）千二　　i源3

うちヒけゐる　（解居）　エー
　　　　　　‘　’　”　　l　l　l

iiii／iliiiiiiii うちまぎれ1ゴむ　（紛）　四　　i元原’
う　ぢ　ヨ…ず　　（4復）　　千ニニ　　　　　　　i源．’／

う　ち　L　る　（う寸取．）　wg ii2iiii／iiiiiii
　　　　　　　　　　　…う　ち　…≠つ　　（打紘）　　　　　　　　　i元原　ノ

・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

つちまどろみいゐ（微眈入）画更’
う　ち　な　カくむ　　（目兆）　　亨　　二 iili！i／i33i／iiiii’ii う巧まねく　（招）●　　　　i源／ うちまねぶ（宴似）⑮　　i瞬2
うちなく　（泣・鳴）ゆ i　　i　　i　6i　　i　8φ　亭｛　6i　　i　　i　　i　3i　／i 　　　　　　　　　　　…うちまぽゐ　（目守）　●　　　i源　／ うちま右リうちま多る（守守）●i標　ノ　　　　　　　　　　　．

う　ち　な　lrr　く　　（歎）　悟7 i　i　i　i　i53i2ili　i　i　i　i2i4
う　イデ2まや…ま　　（菅詫3胡山）　　　i万　1　　　　　　　　　　　…

うち　まゐワ　（内菓努）　　　　i源2

う　「5なびく（扉）　　● i　i　i　i　i　gi　2i　i　i　i／i　i　i3 う　ち　才ゐ　る　　（彦芦）　声　　　　　　i穴　∫ う　ち　み　　（ギ丁廻）　　〔例ら島〕　　　i万　　’　　　　　　　　　　　1

う　ち　な　やむ　　（悩）　　可9 iii／i／i6u　iiiiii うちみあはす　（見合）千二i更／ うちみいる　（L入）　千二　i穴2
うちならす　（鳴）四 i　i　i　i！i　6i　2i　i　i　i　i　i　i

・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

つちみおこす　（L孜）千二i靖／ ヤちみカ・1♂す〔見3ζ）寧　泌／　　　　　　　　　　　1

うちぬ（覆）千二 i　i　／i　i　i　／i　i∫i　i　i2i　／i　i うちみじちぎよる（身勧寄）回i源／ うノ　　ろFrゴ　ゐ　（糺）　千　二　　　　i沸／6

ううぬらす（濡）’ i　i　i　i　i　／i　i　i2i　i　i　i　i／ うちみだれ儲し）　　　　i遁／　　　　　　　　　　　1 う　ちみま｛才す　　（見廻）　声　　　i元猿　2　　　　　　　　　　　‘

う　ちねぶ　（プ乞威）　其二 iiii／i／－　iiiiii
う　ち　み1っfど　す　　（見」三λt）　　ロg　　iヲく．　／ う　ち　むγし　こ・　え　く　（輝越釆）ヵ皇i万　　／

う　ち　ね」ごる　　（蓼民）　ロ7 ii／i／ii／i／iiiiiii
うちめぐる　（廻）　竃g　　　　i虞角　1　　　　　　　　　　　1 う　ち　◆のカ、たら’3・（物語）●iイタ　’　　　　　　　　　　　1

う　ち　〃）す　　（載　・　東）　　千　二
1：11：：／llll：ll：．　　　　↓　　　　I　　　I　　　　‘　　　　　　I　　　　　　l　　　　　　　‘　　　　．　　　　．　　　　　　　　　　‘　　　　1　　　　’ う　iラ　毛ノ　る　　（盛）　　ロウ　　　　　　　　　i官角　　／ う　ち　やすみ・T「　ぐ　す　（4オく」」勘L）ロヨi倒ミ　’

〔注〕
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ううのナ膓まふ　（宣）　⑮ ㍍㍍ノiφ日日日 ； う　ち　や寸みわたる（イ木旋）ゆ㍑原　ノ
．

フちやすらぷ　（休）● i源2

うちはレ（打橋） iiiii／i／ii／iiii i7 うちやつす　（皐）● i剰 うちやつる　（軍）千二 1瞬3

う　ち1ズレ　　（字㊨オ套1） iiiii5i∵ii／ii … うちやむ（止）卿 i蜻／ う　ち　ゆ　力《む　　（歪）　　下　：二 i源／

うちはじむ　（始）　千二 iiilii5i∫iiiiii … うちゆく　（行）・
li万午 うちゆゐぐ　（才畠）　⑰ i捌

う　ちはな：つ　　〔力叉）　ρ ii／ii－iiiiii
i／ う　ち　ゆ　る　↓5ミ　（綴）　　℃ヲ i淋十 うちゆるぶ　（級）　千二 i源1

う　ち1まふ　　（延）　・F　二 iiiii／－　i十ii3ii i2
う　ちよ　ほこ，3、　（ロキ）　て夕 1靖1 うちよゐ（寄）四 i大／

う　ち1審’3こく、　（…ヨ《1脹）　ロ9
ii／i川　　一　i／ii／杜．　　　　．　　　　‘　　　　・　　　　l　　　　　I　　　　I　　　　I　　　　l　　　　l　　　　l　　　　‘

i／ う　ちよ　ろこぶ　（喜）　櫛 i績／ うちようぽふ　● i源／

うちはへ（延）副 i　i　i　i　i　7i　／i　i　i　i　i　i … うちわたりめく（内哀辺）四i枕’
1
ううわななく　（煉）・

i
》
原
7
1

うち1才む　（散）　千　二 i　i　i　i　i　　i　i　i　i2i　i　i i∫ ううわらひおはさうずて笑荏）慎i源／ うちゑず（怨）す隻コ i源’

う　「弓1ずやむ　　（早）　了・　二

iiiiili／iiiiii … う・5εがむ　（拝）’
i
祝
／
． うちをる　（笥）ψ

i
万
／
1

う’15らふ（払）⑮
i　ili　i／i　6i　i2i2i　i／i　i‘　　　　　．　　　　　‘　　　　　斥　　　　　I　　　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　‘ i6 うつ　（㌘ラ孝） iイヂ3 うプ（珍） i万1

うちふく（箭）・ iiilii　i／iu　iii … うつぎがきね　（卯不垣根）i枕1‘

うづきミ「つき　　（自ア月早月）島原1
‘

うちふく（吹）φ … うつくしぶ（愛）ρ 湯／ うつくしみ（慶） 瞬2
う　ち’3・く　　（更）　下　二

　　　　　‘　’　l　i　i　’　i
2i　i　i　i　i　　i／i　3i　i　i　i　i

i
うつくしみおはす（愛在）●i源／

1

うつし（硯）批 i万十

うちふくだむ　●
iiiii／iliiiiii‘　　　　‘　　　　■　　　　‘　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　． i うつ　し　う　う　　（4多才直）　千　二 1

源
2
‘

う　つ　し　う　ま　　（雑、馬）

i
源
∫
1

う　ち，ハ・し　　（伏）　　〔人危〕
　　　　　’　”　　i　l　‘

ii／i－　i／iiiiii …
う　つ　　し　カ、f二　る　　（移語）　　四 i源’ う　つ　し　き　ろ　　（移戊看　〕　　工．’ i源／

うちふす（臥）⑮ i　i　i3ili〆2i　i4i　i　i　ili i 　　　　　　　　　　　1うつし㍗ま　（硯、樟）働動 i沸3 う　フ　し　つ　く　る　　（移造）　ロ9 i尺2

う考ふゐ　（降）w
：　：　：1：　：　2：3：　：　：　：　：　：1　　　　」　　　　．　　　　．　　　　．　　　　　．　　　　1　　　　．　　　　．　　　　‘　　　　’　　　　1 i3 う　つ　し　ヒ　る　　（巧こ液）　百ワ i源2 うつしぴと　（現人） i…原十

うちふる　（振）間
ii／iiiliiiiiii■　　　　■　　　　■　　　　■　　　　‘　　　　　　■　　　　■　　　　■　　　　■　　　　■　　　　1　　　　‘ i うプしほ（渦潮） ．i万／ う　つ　し　ま　二　　（’尼」』子） i万／

う　ち1∂」の　め　く　　（ノ尺）　● … うつ　しも　て　　（4多）　四 i源1 う　つ　しわf二す　　（移波）　Yタ i線／

うちほほゑむ　（微笑）四 iiiii8i3iiiiii i うつせ（空）
漂
1
1 　　　　　　　　　　　1うつぜみ（空蝉）　〔人危戊瞬5

1

うち孝き　（撒）
1　：　l　l21　／：　：　：　：　：　：　1■　　　　’　　　　■　　　　■　　　　■　　　　　　■　　　　1　　　　び　　　　1　　　　δ　　　　　　　　　　I　　　　I i うフそみ i方6 う　つ　た　　（才丁歌）　　　〔地筋　〕 i万／

う　ち　まさ　る　　（勝）　四 i　i　i　i2i　2i　i／i　i　i　i　i i うブたかし　（堆）｛け
雁
／
1 うつたへ（打拷）

i
万
／
，

ううま　じ　る　（雑）　回 i　i／i　i／i20i　i／i．i　i　i　i … う　つ　つ　　（才丁ま…）　千L二 i万3 う　つ　つミ巨ま　　（チ」巳ネ革・） 瞬’

う　ちま　どろむ　　（徴睦）　¢ロ
lii〆ii51iiiiii．　　　　■　　　　1　　　　．　　　　．　　　　　　．　　　　■　　　　．　　　　．　　　　．　　　　I　　　　I

｜ うつぱ？（梁）
i
万
／
1 うつぶし（碕）

i
竹
／
‘

う　ちま毛　ろ　　（守）　四 … う　つノ3tしぞめ　（空五イ砦｝蒙）i吉　／ う　つ　、8ミし　ゐる　　（備居）　ψ i彬’

〔注〕
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うちまろ　　　〔人危］ ii3iiiUiiiiili う　つ　rま　　（　空）　　　　　　　　　　　　　　　　i元原　　／ う　つ”ま　くキ　　（渦）　　　　　　　　　　　　i後　／

う5みあぐ　（見上）　千　二 iiiiili’iliiiiii 　　　　　　　　　　　1うづまさどの　（太条一殿）　　i徒2 　　　　　　　　　　　，う　つ　み　　　　〔　，也戊ら〕　　　　　　　　　　iイr芦　ノ

うちみかへる（見返）四
iiiii／iliiiiiii‘　　　　　I　　　　　l　　　　　I　　　　　l　　　　　　　I　　　　　‘　　　　　‘　　　　　‘　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　I

うづみおく　（埋置）・　　　i徒1 う　rアみび　　（力望ハ（）　　　　　　　　　　iうr　ノ

う　ちみじろぐ　（身勧）　回 iiiii〃i2iiiiiii 　　　　　　　　　　　1うブもれふす　（埋臥）w　　i枕／ 　　　　　　　　　　　1う　つ　ゆ　」・　（　？　）　　　　　　　　　　　　i方　／

う　ち　みヤつ　ゐ　　（　更」三遥し）　　’ i　i　i2i　i3i／i／i．i　i　i　i　i う　　つ　　「∫　し、　ゆ　　く　　　（4多　そ「r）　　ロg　　　i：万　　／ う1つ　ワ　チう1奮し≠す（雑在）四i湯1／

うちみゆ　　（見）　千　二 i　i　i　i　i　／i2i　i　i　i　i　i　i 　　　　　　　　　　　‘う　つ　り　き　†二　る　　〔移来）　回　　i徒　／ 　　　　　　　　　　　‘う　つ　ワ　く　　（⇔身ヒ）　力　費、　　　i元原！

う　ちみる　　（見）　上　一
／i　i　ili　i／2i／i仏i／i　i　i　i　i／’　’　’　’　’　　’　’　’　’　”　　i　i

うつりちる　（⇔散）声　　i埠！ う　つ　’∫　でフ寸　　（4多易）　ヤ移奮ウ　　i源　／

うちむつかる　（憤）四 iii／ii／iiiiiiii
う　フろ1才す　（移）　w　　　　　i源5　　　　　　　　　　　1 うつろ2∧　（移）　　　　　　　　　iシ象5　　　　　　　　　　　‘

う　ちむ　る　　（群）　千　二
ii／ii／i／i．／ii／i／i／iii1‘　　　　　‘　　　　　1　　　　　‘　　　　　I　　　　　　　I　　　　　‘　　　　　‘　　　　　I　　　　　I　　　　　l　　　　　l　　　　　ソ

うつろτパお｛才しヨす（4多庄）ロgi源　！ うつろひか｛才ゐ　（⇔夏）⑮iア！

ううめ（打目） i　i　i　i　i　仏i2i　i　i　i　i　i　i
うつろ〃ミ「“カ・り　（移盛）形動iイヂ／　　　　　　　　　　　．

　　　　　　　　　　　‘うつろひすむ　（移イ主）　●　　iラ厚／

うちもの　（打物）
i　i　i　i2i　／i　i　i　i　i　i　i　i‘　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　　　‘　　　　　I　　　　　l　　　　　．　　　　　「　　　　　‘　　　　　・　　　　　1

うつろひはつ　（移果）　千二i源2 うつろひ｛レのす　（4の　サ曳i源／

う　ちやすむ　　（イ寿こ）　砂 i　i　i／i　i2τ2i　2i　i　i　i　i　i
うつろひやす　（孝多易）　形勧i才党／　　　　　　　　　　　． うつろひわ†二る　（紗波）●i源！　　　　　　　　　　　1

うぢやき　（穿ラG山） iiiii2iiilii／iii うブゑ（脅P杖）　　　　　i祝客 う　マいこ　く　　（子βL圏）　カ　　iオ鷺　！
うちやろ　（遮）ロ i一一6iiiiiilii

う　どの　　（鵜殿）　　〔地老，〕　　　i上　　／　　　　　　　　　　　｜ う　どはま　　（肩、度力ξ）　　　　　　i犯2

う　ちゆ　う　じや　う　　（左5∀P4考）　ヵ iiiii／i／iiiiiii
う　と　ま　レご　　（疎）　　　　　　　け原　1　　　　　　　　　　　1 　　　　　　　　　　　1うヒみはつ　（疎果）千シ　i泳十

う　ち　ゆ　う　べん　　（杉叩キト）　：カ
　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
i　i／i　i　i　2i　i　i　i　i　i　i　i う　な　カ《　1ナ　リ　ゐ　る　　　　〕ニ　ー　　　　　iス［デ　／ う　なかみ　　（滝｝」二）　　　　　　　　i万2

うちゆがむ　（歪）　四
／i　i　i　i　i2i　i　i　i　i　i　i　i’　　’　　’　　’　　’　　’　　’　　”　　，　　1　　｝　　1 　　　　　　　　　　　…うなかみがた　（元毎上潟）　　i万2 　　　　　　　　　　　↓うな　ぐ　（プ負）　●　　　　　　　　　ド万2

うちよす　（蕎）　千二① i　i／i　i　i　／i　i　i／i3i　2i　i　i／ う　な　ぐ「ヵ、　　（ラ旨界）　　　　　　　　　　i万　　／ う　な　し’　（項）　　　　　　　　　　　　　　　i穴＿　／

うちよむ　（読〕●
ii／iii3i／iiiiiiiぐ　　　　　1　　　　　，　　　　　I　　　　　l　　　　　　　I　　　　　l　　　　　l　　　　　l　　　　　l　　　　　‘　　　　　‘　　　　　‘

う　な　つ　《キ　　（頸看）　　　　　　　　　　i万　　／

　　　　　　　　　　　．う　な　つド　《㌣　あ1《Fす　　（含員合）　　嘘ワi犬　／

うちわすろ　（忘）　千二 i　i　i　i　i　gi　2i　i　i　i　i　i　i う　な　づ’iキ　を　　り　　（4責ノ苦　）　　ラ　　隻i竹　　／ う　な　了　　（均P糸今　）　　〔地危戊　iフr2

う弓わピす　（汲）　画 ii／ii／i／iii！ii／iii3 　　　　　　　　　　　1う　な　1‡　cフ　　（海原）　　　　　　　　　　　i万20 うなはら　　〔地右戊　　　i万／　　　　　　　　　　　↓

うちわちワ　（内蓑辺） i　i／i／iチi20i司　　i　i　i　i　i　i う　な　ひ　　　　（タ芭危〕　　　　　　　　　　i万　　／ うなひがは　　（地あ〕　　　iプ！

うちわたる　（渡）慣 iiiii／iiluiiii
う　な　ひ　ε　と　こ　　　　〔人）ら7　　　i万　3 うなひεとめ　　　〔人多戊　　i万チ

うちわぶ　（佗）　エニ i　i　i　i　i　／i　i　i2i　i／i／i　i うなゐ　（ケ女）　　　　　　　i工／ う　な1ゐ1まな　ワ　　（童哨「がξ』髪二）　i：万2

う「5わらふ　（茨）ヴ
2i　i4i　i　i’褒　’i　7i　i　i　i　i　il　　‘　　1　　’　　”　　　‘　　’　　”　　i　　i　　’ うなゐまフ　（ゼ髪松）　　　i埠／　　　　　　　　　　　1 うね　　　　〔工崖兎7戊　　　　　　　　　　　　i古　　／

うちわろ（割）⑮ ／iiiii　i／iiiilii うねび（畝戊o　　　　　　　i方7
う　の　｜工　な　ぐ　r：　し　　（9　花腐）　iフア　！

〔注〕①枕詞εふ～び
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うちゐる　（居）上’ iiii／ii2iiiiiば うのはなつくよ（卯花月夜）i万 ／ うのはなべ　（仰花1辺） iア／

う　ち　ゑむ　　　（笑　）　　四 i　i2i／i　2i十7i／／i　i　i　i　i　i　i う　の㍑［なやま　　（烏P花山　） i才2 うのはら（海原）
’i万／

うちゑんず　（怨）サ曳コ
iiiii／ii／iiiiiiI　　　　　l　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　　　I　　　　　‘　　　　　プ　　　　　l　　　　　I　　　　　I　　　　　l　　　　　I

う　はrし、　（イ憂≧響夷〕　カ i徒2 う　1ゴ虜うそ　ひ　　（上襲） i枕2

うつ　（打〕σ ノ6i　i／8i／i　2i　2力223i／i　2i∂i／i　iノ う1才がき（上書） ’i伊／ うはかぜ（．L風） 瞬2
うつ』き　（卯月）

2i　／i　i十i　i乃Li／i　7i　i　i　i　i　i21　　　　■　　　　■　　　　‘　　　　l　　　　　　I　　　　I　　　　I　　　　I　　　　l　　　　■　　　　‘　　　　‘

うはぎ（蒐穿子） i万2 うはき”ぬ（上衣） i枕／

う　つ　く　し　　〔美）　箭ラ ／i　i8i　／i　3i／3夕i／4i　／i　i　／i　i／i　3i2／ うはぐむ　⑮ i太／ うほぐむる　（上曇）四 i捌
う　つ　く　し　カVる　　〔　美）　慣 iiii／i　i／iiiiiii‘　’　‘　1　°　　°　‘　”　　‘　l　l　i うはこ1利　（エラ1く） i枕／ う　［工じ　δフむ　　（上一臼．）　ゼ9 i源／

う　つ　く　し　げ　　（麦）　苛多勤 i　i／i　i3i　65iタi　2i　i　i　i　i　i うはづ’つみ　仁ヒ包）
i
源
／
さ う　’エつ　ゆ　　（上二露）　’

1
源
2
．

う　つ　く　し　1デミX　　（　美一） i　i／i　i　i2i　i　i　i　i　i　i　i う1引二（表荷） i万／ う【字の　そら　　（上空の　1移重ヵ i源∫

うつくしさ　（裂） ii／iii／iiiiiiii う　1舌“ひ　と　る　　（奪取）　● ；源1 うはぶみ（上幻
i
靖
1
‘

う　つ　く　し　む　　（髪）　官9
i　　i　　i　　i　／i　7i　／i　　i　　i　　i　　i　　i　　i’　　　　　．　　　　　■　　　　　V　　　　　l　　　　　　　I　　　　　l　　　　　l　　　　　I　　　　　I　　　　　l　　　　　「　　　　　1

うはへなし　形
1
万
2
1
うばら（篭原） i仔2

うつし　（移） i　i／i　i　i2i／i　i　i　i　i　i　i／ うひ（初）
i
古
1
1

う　ひ　う　ひ　レ1ず　　（ネ刀初）　物官が吻原2
，

うつしごこ　ろ　任尼ヘニ）
ノi／i　i　i／i／8i　i・2i　i　iノ｝　i　i5‘　　‘　　”　　‘　　，　　l　　　　　　i

う　ひ　　う　ひ　し　　ご　　（初初） i源／ う　ひ　カ、　う　3ミ　リ　　（ネ刀冠） iイア／

う　つす　　（4多・映・写）　四
　　　　　　　l　i　　　i　l　l
7i／i／i　i／i　2η3i　i3i　i2i　i　i うひごと（初琴）

瞬
2
…
うひだち（初幻 i源／

うつぜがひ　（打背貝） iiu］／］］iii／ うひも（初裳）
1
停
1
・ うぶぎぬ（産衣） i大1

うつせみ（空蝉）　r弦〕
1：ノ：ll3　1／：6：：3111ψ　　　　　‘　　　　　’　　　　　‘　　　　　宇　　　　　　　’　　　　　ヴ　　　　　「　　　　　‘　　　　　’　　　　　「　　　　　「　　　　　「

うぶね（鵜折） i蜻3 うへ　（笈） iア1

うつぜみ　（硯身）① i／i　i　i　i　2i　i　i　i　iタi　i　i”　　‘　‘　”　　‘　’　1　‘　l　l　l 「

りへかれやま
｜1才’
／
1

〉

りへき　　〔地別 i枕2

うつr二ヘレ（W）副
：　l　l　：　：　ノ：　1／1　：2：　l　l　：3，　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　l　　　　　I　　　　　I　　　　　，　　　　　　　　　　　1

うへさ”ま（L梯） 悌／ うへした（L下） i蜻2

うつう（卯槌）
iiiii2iタiiiiiiiI　　　　　・　　　　　‘　　　　　l　　　　　I　　　　　　　I　　　　　●　　　　　‘　　　　　．　　　　　．　　　　　ム　　　　　1　　　　　．

うへし杉　（工千）
｜
1
源
1
．
うへじろ（L旬

泌
／
1

うつつ（硯） ／i　i5i　2i　i／9i　4i／i／5i　i／／i　4i　i／8 うへつげね（上る） i…原2 うべなうべな　副 i万2
う　つ　1び　杉　の　　（器物）

4iiiii3iiiiii／iil　　　　　I　　　　　I　　　　　●　　　　　．　　　　　　　↓　　　　　I　　　　　l　　　　　‘　　　　　I　　　　　l　　　　　I　　　　　‘

うへみやづかぺ（上宕1勾泳／
1
うへわらは（上重）

i
源
3
1

うつ、3こしふす　　（楠イ尺）　四
llll／1ノα　lllllllI　　　　I　　‘　　　　‘　　　　I　　　　　　I　　　　　　‘　　　　I　　　　　　　　I　　　　I　　　　　　　　　　l　　　　‘　　　　　　　　　　　1

うまい‘熟眩） i万亭 うまいひ（味飯） i万ノ

う　つ、ダイ「　（イ騎）　℃ロ
ii4iii6iiiiiiiiI　　　　　I　　　　　l　　　　　l　　　　　‘　　　　　　　I　　　　　I　　　　　‘　　　　　I　　　　　I　　　　　‘　　　　　，　　　　　1

う勧・ひ（馬飼） i天／ うまかひ（穿令）
i
大
2
1

うつほ（字ラ剃幻
l　l　l　l　l21／：　l　l　l　：　l　lI　　　　・　　　　’　　　　I　　　　I　　　　　l　　　　l　　　　‘　　　　・　　　　．　　　　’　　　　1　　　　． う　‡　ぐ　杉　　（馬穿s田）　（歩也多〕i万　2 うまくら（馬靭 i源十

うプまさ（太秦） ／…ノi3川　　i！i－　iiii‘　°　ぐ　1　’　　1　°　じ　’　l　　　　I　‘

う才げ　形勧
瀬
！
1 うまごあつかひ　（孫」及）

濠
ノ
1

うつむ（埋）声
2、2，い、3、／，い：i，：1　　　　　1　　　　　亭　　　　　■　　　　　‘　　　　　　　．　　　　　1　　　　　’　　　　　l　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　I

」

り≠ごワ　枕 i万2 うまさ1†（茨酒）
1
万
6
‘

〔注〕①枕詞とふくむ・
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うつもる　　（夕里）　千　二
3i　i　i2i／i∫’i／i／i　i　i　i　i　il　　　　l　　　　，　　　　■　　　　■　　　　　　I　　　　I　　　　I　　　　I　　　　l　　　　l　　　　■　　　　1

うまさへ（馬副） i杷／ う　き　レ　　（甘）　彰　　〔7　弗1 i万2

うづら　（襲） iiiii　iiiii／i／ii8 　　　　　　　　　　1うま　し　　（裟）　形　〔シ　ク　ラ舎フ　i竹　／ う　3　し杉グ）　（甘物） li万／

う　つ　ら　　う　つ　　う　　（熟）　　畠・1 iiiiiiiii／ilii／ うまじ右の（馬物） i万2 うタす（生）アニ i竹〆

うつハが（移沓） iiiii／5iiiii／iii うま亡一（馬棚）
i万／ う　まtζこし　　（馬柵越） i万2

う　つ　ハ　カ、1♂　る　　（4多隻）　ρ 2iiiii2iiiiiiii うまぞひわらは　（馬副重）i源1 う卸二（馬荷） i万／

うつりはつ　（移果）千二 iiiii／iiiliiiii うきのり（馬楽） ；徒3 う　ま　rズどの　　（轟）場殿） i源／

うつりゆく　（静行）恒
／i3iu　iliiliii’iii∫．　　　　．　　　　I　　　　I　　　　l　　　　　l　　　　l　　　　l　　　　．　　　　．　　　　．　　　　1　　　　‘

うまびL（責人） i万／ う　ま　び　と」ミV，3ミ　（∪貢人）　エ　ニi’万　’

うつる　（移・映）・⑯ 9i　2iヲi　7i　5i　47i　3i亨i／Oi　2i　3i　2i　i／ う≠ふ（産）藺
i
万
ノ
， うまぶね（馬槽）

i
蜻
3
1

うつろひやすし　（静易）形
iiiii／iiiiilii．　　　　．　　　　．　　　　1　　　　．　　　　　I　　　　l　　　　l　　　　I　　　　I　　　　．　　　　》　　　　1

i3うまら（茨） i万2 う≠　恒Lし’rプ　　（生』』）　下　二 i万／

うつろひゆく　（4多行）　四 iiiiiliiiii／u　i／ う　ま　れつ　き　　（生イ寸）
i
徒
／
1
う　まれつく　（生イ寸）　、9

i
徒
／
‘

うつろ，3・（移）解
2i　2i　2i　3i　2i　4タi　i5i／5i　i26i　3i　i29‘　　　　1　　　　‘　　　　‘　　　　．　　　　　．　　　　1　　　　び　　　　1　　　　1　　　　1　　　　‘　　　　1

うみ（生） ’i万／ うみいプ　（生出）　千二 i源／

う7な（台・亭） iiiii8i／iiiiii！i うみおく　（生置）’w
i
大
2
1
　
　
’ うみおとす　（佐蕗）ゆ

i
杵
／
⑯

う　と」う　L　し　　（疎’穿）　勧
i　i　∫i　i　li　23i　i　∫i　i　i　i　i　i’　l　l　’　‘　　‘　‘　l　l　i　’　1

うみち（海路） i万十 うみつヴ（海路） i方1

うヒし　（疎）勧 　　　　　　　　　　　｜φ　i2i　i　i4」9i　2i／i　8i　i2i　2i　i う　みつ　プ　く　　（生続）　　千　二
i
大
2
．
うみののし　ゐ　（生罵）　ロ9 i靖1

うどねり　（内舎人） iiiii3i／iiiiiii”　　‘　’　’　　”　　｝　‘　l　i　‘　’ うみべた（海辺） i古1 うみを（績鼻）
‘i万十

うしまし（疎）形 4ii／ii／i4司3i－　iiii うむ（埋）千： ※／ うむき（蛤） i万／

う　と　ま　し　1ず　　（3束）　形勧 iiiii5ii／iiii㍑ うめき（・申）
｜i靖／
うめきずんず　（⇒ま殆）サ夷コi祝ノ

うとむ　（疎）・ 　　　　　　　　　I　　　　Il　l／l　l　：／81　121！l　i212　　11　　　　1　　　　1　　　　■　　　　■　　　　　　■　　　　1　　　　1　　　　1　　　　‘　　　　I　　　　I　　　　I

うめのみや　（梅彦）　〔地危〕i徒／ う　め　や　な　ぎ　　（孝書籾ア） i才8

うどんげ　（憂曇箪）　ヵ iiiii／iiiiiii／i うも　（芽） らノ う杉れ（埋） ‘i源1

うながす（促）四 iiiii　ii／iiiiii／
う　rレ　れL、　r二ご「　　（う里痛） i源1 う　毛　γしレ、ナ〉レ　　（埋痛）　宥多 i扉6

うなブく　（領）四
i　i　i　i　i　7i　i　i　i　i　i　／i　i・　　　　　．　　　　　．　　　　　．　　　　　．　　　　　　　．　　　　　1　　　　　‘　　　　　．　　　　　．　　　　　．　　　　　．　　　　　・

うやう　や　し　（恭）　約 i徒2 うやまふ（叡）慣
i
察
1
．

うねべ（采ヤ）
1　：　；　l　l　2151　1　1　1　：　1　：‘　　　　l　　　　l　　　　‘　　　　■　　　　　　■　　　　↓　　　　I　　　　l　　　　I　　　　l　　　　■　　　　■

うらいそ　㈱磯） i万／ うらいち（襲板） i尺3

うねめ（糸セ） i　i　i　i2i　　i　i　i　i　i　i　i　i／ うらうら　（禰涌） i魂5 うらがき（裏書）
i
従
2
1

うのはな　（卯花） i　i　i　i　i　2i疹iケi　7i　i2i　i　i！9 う　らヵミく　　り　をLつ　（新隠居）ラ貴iス5　／ うらがくれ（禰胞） 1蜻／

うはぎ（工衣）
i　i’i　i7i　2i　3i　i　i　i　i　i　i1　’　’　”　　　‘　’　1　i　‘　’　” うらかぜ（禰風） i源2 うらがた（占丈）

i
徒
∫
1

う1劇デ（上老） i　i　i2i’i　　i　i　i’i　i　i　i　i うらがなレ1グ　（悲）　獅勧 i源／ う　らヵ寸な　レ　さ　　（悲） 瞬／

〔注〕
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うばそく　（擾準墓）ヵ 2川川；2㍑一川川
う　ら　カくれ　　（宋枯）　　　　　　　　　　　iフヲ　／ うりぐはレ　（笑妨）獅　　i⑦3

うば杉まの　　視 iiiii　iii4ii51／ii 　　　　　　　　　　1うらごひ　（亀）　　　　　　iフ「ノ 　　　　　　　　　　1う　ら　こ　ひ　し　　（た）．訂う　　　　　　i〔2∫　3

うばふ（奪）． 4iiiii／iiiiiiii／ うらごひ乞り　（彪居）ラ蛮i万／ うらさびく　らす　（壕碁）’i万3
うはべ　（工辺） i　i　i　i2i　2／i　i　i　i　i　i　i　i 　　　　　　　　　　．う　らさ　び　レ　さ　　（穀）　　　　　　i鴻　／ 　　　　　　　　　　．うらさぷ（薇）上二　　　i万3
う　1才　む　し　ろ　　（」二簸） i　i　i　i　l　2i　l2i　i　i　i　i　i う　ら　しほ　　（補ラ朝）　　　　　　　　iラデ　ノ う　ら　す　　（ラ甫膓茜）　　　　　　　　　　　　　iラヲ　3

うばら（茨） iiiii　i／iiiii／一 　　　　　　　　　　1うらぢつ（川恒　　　　i万1 　　　　　　　　　　1う　ら　っドrフ　ひ　　（禰イ者）　　　　　　　　　iシ原　3

う　ひ　う　ひ　し　　（孝ηネη）　勧
i　i　i／i／i2十i　2i　i　i　i　i　i　i‘　’　”　　‘　　‘　’　”　　i　”　　i う　ら　ど　　（う南戸　）　　　　　　　　　　　　i工　3 う　ら　と　く　　（’C解）　千　二　　　　if賓　’

うひごと　（初亭） iiiii／ii／iiiiii うらピふ（占問）－　　　i方／ 　　　　　　　　　　1う　ら　な1ナ　　（％江）　　　　　　　　　　　　iラヲ　ノ

う　ひやう　ゑ　　（左ラ某f街）　カ
i川　ii／i／iiiiiiiI　　　　■　　　　，　　　　6　　　　1　　　　　　1　　　　1　　　　1　　　　‘　　　　I　　　　I　　　　l　　　　I

う　りな1イこキ　を　り　（萎欠ノ苦）ラ曳i万　2 うらなげく　（歓）・　　　　i万／

うぶや（危度） i　i　i　i　i　2i　2i　2i　i　i　i／i　i うらなさ　（べ二嬢）　　　　　i源／　　　　　　　　　　1 うりなひ≠うす　（占甲）慣i諌／　　　　　　　　　　1

う　ノ3くや　しな　ひ　　（屋着と）
i　i2i　i2i　7i／i　i　i　i　i　i　i「　　　　l　　　　l　　　　、　　　　シ　　　　　　l　　　　l　　　　l　　　　l　　　　V　　　　η　　　　1　　　　1

う　ら　｛ドひよ　る　　（↓ラ祈）　●　　　iち原　’ うりの　（弓侵野）　　　　　　　i万　／

うへ（五） 2／i　i4／i／2i5513勿／旬i　28i　23　7i／5i／2i／Oi　9’ う　らびL　　（ラ廟人）　　　　　　　　i源　2　　　　　　　　　　． う　ら　びれ　］三　リ　　　　ラ　賓L　　　　　　　i「蔭　　／　　　　　　　　　　1

うべ（夏）副
；　i／i　i　i／oi　2i　8i　7i／i　2i／i／i2’　’　’　’　’　　”　　1　士　i　i　i　l

うりぶる　上二　　　　　i霧／ う　ら，タれた」つ　　　●　　　　　　　　　i万　ノ

うべうべし　（萱宣）形 ii／iii5i／iiiiiii
う　ら3ミれ1iL　リ　　　ラ　隻　　　　　　　i万　3 うらへ（占ト）　　　　　　i方2

うへびヒ（上人）
i　i　i　i2i　7i仔i　i　i　i　i　i　i’　‘　‘　”　　　　　　　　　　　　　i　i　i 　　　　　　　　　　｜うらべ　（ト抑）　　　　　　i万2 　　　　　　　　　　．う　ら　まち　εり　（亨4ノ多）　づう　覧iア｝　／

うま　（馬・午）
　　　　　’　1　；　‘　i
3’i6i28i十i／i　50i〃i！4i　214i　i4i　2i仏 う　ら　み　　（膓南巨〕）　　　　　　　　　　　　i方32 う　ら　みあ’3・　　（ナ艮賀叉）　　千　　ち　　　i役　／

う　ま　　（杉、崖））　　ヵ　　〔への　カ・み戊 i　　｝5i　　l　6｝　6i　5｝　多Li　　；　　l　　i　タi　　i’　「　「　L　’　　‘　’　‘　’　i　i　i　l 　　　　　　　　　　…うらみいかる（恨怒）国　i徒／ う　ら　みし・ひわ†ち　る（恨r多汲）ロ毒力原　／

うまご　（3象）
2：　：／：　：　：〃：　／：　：　：　：　：　：　：■　　　　I　　　　I　　　　‘　　　　♪　　　　　　l　　　　I　　　　l　　　　l　　　　l　　　　l　　　　I　　　　I

う弓みい，3・（恨言）宙　　i埠／ つらみお二す　（†艮遣）　千zi拠’

うまぞひ（馬副）
i　i　i　i　i　2i／i　i　i　i　i　i　i‘　’　”　　‘　　’　”　　l　l　i　‘　‘ 　　　　　　　　　　｜うらみかく　（恨掛）千二　i源4 　　　　　　　　　　．うらみが「5（恨）形動　　i源／

う　まつカ・ぐ　　（馬雰」） ：lll：／1／ll：ll：：1　　　　‘　　　　1　　　　‘　　　　I　　　　　　l　　　　I　　　　I　　　　I　　　　「　　　　‘　　　　．　　　　．

、つらみごと　（恨富）　　　　i涙／ う　ら　み　ち　ξビ　リ　お　く（小艮契｛置）wgiラ原　　／

う＃とき　（午時） i　i　i　i　i　　i　i6i　i2i　i　l　i うらみつブ〈（恨続）千司源3　　　　　　　　、 うらみぴげく（恨歓）ヴ　濠1　　　　　　　　　　1

うまぱ（馬場） i－i／i6i／i／－iiタii う弓みぶみ　（恨丈）　　　　i源1 う　らみよ　る　　（恨島）　の　　　　i》原2

うすや（駅’厩）
i　i2i　i　i　／i　3i　i　i　i　i　i　i61　　　　●　　　　‘　　　　1　　　　1　　　　　　ぐ　　　　．　　　　‘　　　　●　　　　1　　　　‘　　　　1　　　　， うらみわ巨ゐ　（恨疲）ψ　i源／　　　　　　　　　　1 うらみわろ：（恨柁）上二　i猟3　　　　　　　　　　1

うまろ（生り千二 仏i2i53i　2i　i38i　2i　i　i3i　i／i　2i　2 う　らめしさ　（恨）　　　　　　　㌧原　8 う　ら　め　し　みメレ　’3、　（’f匿％）　・i万　　’

う多れあふ　く歩合）声 泡／1日　日日㍍㍑
うらめずら　レ　（多参ヅ　4筋　　　　i古　！　　　　　　　　　　1

うら右となレ　形　　　i才／

うみ（海） 　　　　　　　　1　　　　　　　　　．／：21318：／：2？　8：51／7133141／1／211　二　　I　　　　I　　　　l　　　　‘　　　　　　I　　　　l　　　　‘　　　　l　　　　I　　　　「　　　　、　　　　1

うらやすに　副　　　　　　iス5／ う　らや∂　し　カ｛　る　　（抜）　ヴ　　　i枕　！

〔注〕
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うみづら（海面）
iii－8ii／iiiilii．　　　　1　　　　’　　　　1　　　　1」　　　　　■　　　　‘　　　　．　　　　1　　　　‘　　　　弍　　　　1　　　　‘

うらやま　レ1ナ　　（教）　祈う勧 i批3 うらやみがほ　（鼓纐）形働i源ノ

うみなか（海申） iiiii／iiii！iii／i うらら（震）約勧
i
錬
／
1 ううらけさ（彊） i埠1

うみべ（海辺） iiiiiiiii2ii！ii7 うりつくり（瓜作） i源／ うりびし（亮人） 法／

うみまつ（海払） iiiii／iiii／iiii うりんゐん　（雲林寵）　ヵ i源／ うるさがる　（煩）ゆ i埠3

うみやヨ（海山）
i　i　i！i　i　3i　i　i　i　i　i　i2i21　　　　‘　　　　曽　　　　■　　　　‘　　　　　　δ　　　　・　　　　1　　　　⑯　　　　↓　　　　I　　　　l　　　　I

う　る　しつき　　（漆イ寸） i犬！ う　ゐ　1…1　し　カてろL　（漉」駿） i祝／

うみわた　る　　（イ巻波）　四 i　i　i　i　i　i　i　i2i　i　i！i　i う　るはし1デ　（1麓）　形釦
i
諌
2
タ うるはしご　（鷲） i線／

うむ（生）’rL 2i　i’ヲi　3i　i　8i　6i争i　i／i　i　i6i’　‘　‘　’　び　　1　’　‘　’　‘　’　1　’ う　る　1才　し　rゴつ　　（り亀）　ロ9
i源6 うゐはしみ（屡） i伸／

うむ（纏）⑯ iiiiiiiii／ii－／
うるひわたる　（潤波）　、ρ　　’

i
源
／
‘

うるふぐさらぎ　（閉二月）i蜻／　　　　　　　　　　　1

うむ（倦）四 iiiiiiiiiii／ii／ うるふずつき（閏五月） i嫡2 うるふ　しぐわつ　（閣り9月）コi犬／
うめ（旛） 8i　i5i　7i　2i　34i／2i　3i／7i　2i23i　2i　i〃 う　るぷブき　　（閉月）

i
編
／
1

・

りるへいふ　ゆ iエ！

うめく（・抄四
i　i2i　i　i　5i／i　i　i　i　i　i　iL　　　　．　　　　．　　　　’　　　　■　　　　　　■　　　　．　　　　．　　　　．　　　　．　　　　■　　　　■　　　　1

うるほす（↓占）四 iプ／ う　る　や　カ、1才　べ　　（閉’＼ラ可辺）　i＾万　　／

うめつぽ（梅垂）
1：3：ハ　16：31：：：：／llI　　　　‘　　　　’　　　　．　　　　1　　　　　‘　　　　l　　　　l　　　　．　　　　．　　　　．　　　　1　　　　．

うるわカ’1才＾ミ（潤和川辺）i才
　
／
． う　れし　，3ご　（ピ喜）　L　二

i
才
／
．

うもろ　（埋）千二
i　i　i　i2i〃i　ili　i　i　i　i　i’　1　’　”　　‘　1　”　　l　i　l　i

うをtはしさ（憂）
鎗
6
1

う　シuま　しむ　　（蔓）　　ロP
牲
／
‘

うレれぎ（埋木） i　i　i　i／i　　i／i　i　i　i！i　i　i2 うれひ（蔓） i万2 うれひさ　ユ　よ」・　（憂吟）　博i万　2

うら（裏）　　　⊥
2i　i4i　i／i　2i　8i／i／i　i　i　i　i5．　　　　1　　　　．　　　　．　　　　．　　　　　．　　　　‘　　　　I　　　　I

うれへかく（憂掛）千二
｜i源／

うれへがなしむ　（蔓悲）●i方／
1

う“cデ（・o）㌦ 　　　　　　　　　l　l　i　｝：：：ll　：：51111111　　　　1　　　　．　　　　・　　　　I　　　　　l　　　　l　　　　‘　　　　I　　　　I　　　　l　　　　l　　　　I

うれへがほ優顔）形勧 i源2 うれへなく　（萢多正）φ i源／

うら　（占） i川ii／iiiii／iii うれむぞ　副
i才2 うゑ（磯） i徒／

うら　（膓爾） 　　　　　　　　　　1　．　、21　1／18：　：401θ〃：2012112：2：　：’／．　　　　1　　　　，　　　　■　　　　■　　　　　　I　　　　I　　　　I　　　　l　　　　‘　　　　■　　　　‘　　　　■

うゑおほす　（殖生）● i万／ うゑおほす　（殖生）　rF二 i才！

うらうへ（叢表） ii／iiii川iiiii うゑこなぎ（殖子・K葱） ら2 うゑし　げらす　　（枢双）　千　二i易原　／
うらうらじ　（鷲）　副①

ll／1／ll／171／ll／llll／l　　　　l　　　　l　　　　l　　　　I　　　　　．　　　　I　　　　I　　　　l　　　　I　　　　l　　　　l　　　　‘

う　ゑ　し　♪乞～　（餓死）　　ナ　　良 i方／ うゑナちけ（覆竹） i万／

う弓がなし　（悲）形 iiiii／iiiiiiii6 うゑつき　（植槻）　〔地名〕1万／
i う　ゑ、な「す　　（孝直為）　惚

i
源
！
1

うらさびし　（孫）形
lll：1ノ：：／1：：／ll：1　　　　1　　　　■　　　　」　　　　■　　　　　　1　　　　1　　　　‘　　　　l　　　　l　　　　I　　　　I　　　　I

ラゑなむ　（植並）千二 i後／ う　ゑ才つfちす　　（ネε》度）　回9 i易原1

うらしま　（禰島） i　i．i　i　i　2i　i　i／i　i　i　i　i2 うんめいでん　（温朗殿）
ヵi源ノ1 i

う　ら　な　し　　（・心擦）　鴛う
／：ll：：／タ1／1ハ　1：1／11’　　　　l　　　　l　　　　‘　　　　F　　　　　　I　　　　I　　　　I　　　　I　　　　■　　　　1　　　　‘　　　　‘ i …

うらなふ（占）⑯ ii／iii／iiiiiiii／ i …

うらなみ（涌波）
……………5……／……！…／iii3 … i

〔注〕①「うらうらに・εふくむ’
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うう1ズ（束i裳）
……………ノ………2…1…－4、　　I　　I　　I　　‘　　　‘　　I　　l　　‘　　1　　斥　　v　　～ … …

うらぶる　千二 i　i　i　i　i　／i　i　i　i　i　i　i　i7 i i

うらみ（恨） ノi／i／iii53ii／iiui／i … …

ううみどころ　（恨所） i　i　i　i　i　2i　i　i／i　i　i　i　i i i

うらみはつ　（恨果）千二 iiiii2iii／ii／iii i i

うらむ（恨）エニ 7i　i3i　i2i／丁／igi8i30i　i／3i／ノi　i3 i i

うらめし　（恨）形
／i　i　i　i　i8ソi　／i　i2i　i2i　i　i7’’’’’　’”　H　H　l i i

う　［フ　め　し　1デ　　（1r艮）　　形掌力 i　　i　　i　／i　　i　／7i　　i　　i　　i　　i　　i　　i　　i i i

う　うやま　し　（羨）　号／
4……31／…∫…3／…／3…／…1………／……I　　l　　l　　I　　‘　　　‘　　I　　I　　I　　I　　I　　I　　I i …

うらやみ（叛） i…iiiソi／iii…ii… i i

うらやむ（羨）ロ
／…／一……4………………1…I　　　l　　　l　　　I　　　I　　　　I　　　I　　　l　　　l　　　l　　　l　　　l　　　I i …

うららか（麗）㈱ ／i／i／iii／3i∫iiiiiii i i
う　ら］っカ’し　　（彦）　サ多 iiiiiii2i］1／ii6 i …

うり（瓜） …1／1………／一…一…1／ i …

う　りゐん　（雲林院）　ヵ i　i／i　i　i　　i2i／i　i　｝　i　i　｝ i i

うる　（売）・ 3川…………iii…iiii i …

う　る　さ　ヒr　　（実頁）　形責ガ
一iii／i2……iiiI　　　　．　　　　【　　　　l　　　　I　　　　　　I i i

うろさし（煩）励
　　　　　　l　i　｝　’　l　i　；
2i　i仁i　i2i　37i十i　〆i　i　i　i　／i　i i i

うるし　（漆）
一／ii…iiiiiili‘　　．　　．　　η　　l　　　l　　．　　．　　1　　ト　　‘　　‘　　． i i

うるはし（麗）形 3i　　i／9i　2i　7i　62i22i　2i　　i　〆i　　i　／i　7i13 … i

うK　（ネ肖） iiiiiiiii／i／iiil2 i i

うれし　（嬉）膨 8i　i／6i5i2i2／3i3タigi／3i弔　4i2i7i〃 … …

う　れ　し　カV　そ）　　（rt蒼）　　ロヲ ㍑…一／……1／…i…… i i
う　セL　し　1ず　　（々着気）　形動 ∫i　i　i　／i　i　／i　i　i2i　i　∫i　∫i　i … i

うれしさ　（嬉） …li　2i　2i　2川川U／－／i’’’’”　⑪　r　iH i 1

うれれし　杉 i　i　i　i　i／Oi　i　i　i　i　i／i　i2 … i

〔注〕
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うれはし（憂）働
iiiii／〇－iii／iiil　　　　．　　　　1　　　　1　　　　1　　　　　1　　　　‘　　　　．　　　　．　　　　．　　　　⑯　　　　I　　　　I

… …

うれふ（憂）千二 3i　2i／i　i　i28i／i　i　i　i　i　i　i i i

う竹へ優）
7i　2i／i　i！i　23i　i／i　i　i　i　i／iI　　　．　　　1　　　’　　　‘　　　　1　　　．　　　・　　　‘　　　r　　　，　　　’　　　1 i i

うれへあふ陵・旬四 i／i　i　i　i　2i　i　i　i　i　i　i　i i i

うれへなげく（憂歎）●
…………／…／一…i／li……．　　　　1　　　　‘　　　　l　　　　I　　　　　l　　　　　　‘　　　　．　　　　1　　　　‘　　　　‘　　　　　　　　　　　1　　　　‘

… …
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